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◆章前：‥語かたり部べの言葉



◆2010-??-??T??:??:??　"???"





　おや？　ああ、貴方あなたですか。よくいらっしゃいましたね。今日は何の用ですか？

　え？　『例の百物語』の続きを教えろ、ですか……？



　ふむ？　おかしいですね。あのお話はもう終わったはず……ああ、いえ。厳密には『終わっている最中』なはずなのですが、貴方がそれを覚えているとは。

　これはつまり、まだあの話が終わらないということなのでしょうか？　ふむふむ、これは興味深いですね。あの話にまだ続きがあったとは驚きです。



　はい？　いえいえ、こっちの話です。ええと、貴方が聞きたい話というのは例の、ハーレムを作った男子高校生こと、一いち文もん字じ疾風はやての『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』でよろしいですか？

　ああ、やっぱりそうなのですね。つまり、あのお話はまだ語る余地を残している……そういうことならば、仕方がないですね、私も私の役目を果たすとしましょう。

　ん？　そんなことよりも先に『終わった』という部分が気になっていたりしますか？　まあ、そりゃ気になりますよね。語かたり部べというのは聞き手が気になるように話すのが大事ですから。というわけで私が今もったいぶった辺りのお話をしますと。



　そう、実はあのお話はもう『終わっている最中』なのです。



　最中。現在進行形。つまり、終わっているなう、というものです。

　クライマックスの前には愛憎劇がつきものですが、この主人公であるモンジの愛憎劇はそういったよくある類たぐいのものとはかけ離れたものでした。ざっくり言うと「やっぱり爆発してしまえ！」みたいなノリだったということです。もっと詳しく言いますと、リア充もビックリな悩みに悩んだ挙あげ句く、とある女の子が決断してしまう、みたいな。

　ね、爆発しろ！　って思ったでしょう？　まあ頑張って下さい。お金はお金持ちに集まるように、美少女も美少女がいっぱいいる所に集まるようになっているのかもしれません。つまり女の子にモテたければ、女の子と接する機会を増やしまくればいい、というのはいわゆる真理というものなのです。ちなみにお勧めの方法は、身近な女子から始めてやがて話す機会がある女性を増やしていくというのがいいですね。何事も経験値、弱いモンスターを倒してレベルを稼ぎ、強いモンスターを倒す為ためには強い武器であったり魔法であったりを使えるようにしておくってことですよ。うん。

　おっと、話が逸それましたね。

　そんなわけで、えーと……ああ、スナオさんの話が終わった辺りまで話しているのでしたか。その後、彼は色々とあって、アリサさんにはとんでもない予兆を語られ、そしてリア充爆発しろ的な選択を迫られることになるのです。



　その結果、物語は終わりに向かうことになるのですが。



　おっと、これはもう話してしまった方が早そうですね？

　いいでしょう。貴方あなたがこの物語を覚えていたというのももしかしたら何かの縁。

　この物語の可能性のひとつであるならば、私もちょっとはお手伝いしましょうか。



　ああ、いえ。こちらの話です。

　それでは、百物語の最終エピソードを語るとしましょうか。



    

  
    
      


◆章外：‥魔女の裏切り



◆2010-07-25T02:00:00?　"Yagasumi Central Building"





　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ！





『もしもし、私よ』





　俺おれのモノクルと化しているＤフォンがけたたましく鳴り響くと同時に、どこからともなく電子音っぽい音声が聞こえて。





『今、貴方あなたの後ろにいるの』





　その言葉と同時に、背後にピッタリと寄り添う気配が現れる。

　直後。



　ガギィィィィン!!



　硬質な、刃物と刃物がぶつかり合う音が霧に包まれた路地裏に響き渡った。

「一いち之の江え！」

「一防御一万円からでいいですよ」

「……千円で！」

「まあ、勉強して差し上げましょう」

　登場早々、俺を守る交渉から入る辺り抜け目ない。

　一之江は金持ちなはずなのにがめついなと思ったが、金持ちの家の子だからこそお金稼ぎに関してはしっかりしているのかもしれない。勉強っていうのは値引きという意味だ。

「ともあれ、それはいいとして！」

「ええ、いいとして。危ないですよ」

「ふげっ」

　一いち之の江えが後ろから足払いしてきて、俺おれはそのまま鮮やかに顔面から倒れてしまう。

　その後ろ髪の上を鋭利な刃物が通り過ぎていき、一之江の対応が一瞬でも遅かったら俺は刺されていたというのが理解出来た。――全く、気配が掴つかめなかった。

「うぐっ……まるでナイフの攻撃が読めないんだがっ」

「そりゃ、相手が悪いですからね」



　街全体が霧に包まれるという、かなりの異常事態に陥った夜や霞がすみ市。

　キリカにも、先輩にも、理り亜あたちにも、音ね央おたちにも連絡がつかないまま、俺は街まち中なかでいきなり襲われていた。みんなに何があったのかも気になって仕方ないが、何よりも今は俺自身がピンチに陥っている。

　どこからともなく飛来してきたナイフを避よけながら、何とか繁華街の路地裏に逃げ込んだのだが……どうやら今まで飛んできたナイフは『わざとギリギリで避けられる』ように投げられたものであり。

　今、こうして路地裏に追い詰められた俺を狙ってきたナイフは、いきなり一之江が現れないといけないくらいに致命的なものだったのだ。

　ただのロアであれば、一之江の力を纏まとった俺ならばすぐに対処出来るはずなのだが、このロアはかなり厄介だ。俺の前に絶対に姿を現さず、どこからともなくナイフを投げて攻撃してくるだけ。空から、後ろから、地面から。正まさに縦横無尽な位置からナイフが飛んで来る。そして、そのナイフはどれも致命傷になるような場所ばかりを狙ってくる。頭、背中、胸……およそ急所と呼べる箇か所しよが正確に狙われていた。

　路地裏で、避ける場所もスペースもなくなった狭い場所になった瞬間、全く気配が読めないナイフが飛んできた時に――一之江が現れてくれた形である。

　そんな一之江に感謝する暇などもまるでなく。

「ていっ」

「おごぉっ!?」

　一之江が俺の腹を蹴り、俺の体はゴロゴロと横に転がされた。

　ゴシャッと大量に積んであったゴミ袋に頭から飛び込むハメになる。抗議をしようと思って今まで自分がいた場所に目を向けると、そこには三本のナイフが刺さって、消えた。

　……いかん。気配どころか、いつどこから狙われるのかすら完全に解わからん。

　危機察知能力の一番高い一之江の力を纏ったまではいいのだが。

　それでもまるで気配が読めないとなると、こいつは圧倒的に俺より強いことになる。

「げほっ、げほっ……こいつのこと、なんか知ってるのか？」

「つい先程『８番目のセカイ』が更新されていました。今、この夜や霞がすみ市には最悪な殺人鬼のロア『切り裂きジャックジヤツク・ザ・リツパー』が出没中です」

　あのサイトが更新されていたということは、先輩は無事ってことだろうか。それとも、せめてその更新をして俺おれたちに危険を知らせてくれたのだろうか。連絡が全く取れない先輩を心配する気持ちはあるが、今は自分のことを優先しなければならない。

「正まさにこいつがそうなのか？」

「十中八九こいつです。私の殺人技巧と互角に渡り合えるロアなんてほぼいませんから」

『切り裂きジャック』の逸話は詳しく知らないが、その名前くらいなら俺も聞いたことがある。確か外国でいっぱい殺した殺人鬼で、しかも捕まらなかったとかなんとか。

　――そんなロアがこのタイミングでこの街に現れた、っていうのがいかにもタイミングが良過ぎる。おそらく、ヤシロちゃんが放ったロアの二人目に違いない。

　彼女の不敵な笑みを思い出して、ちょっと身震いする。

「それにしても、殺人技巧って言葉は格かつ好こいいな」

「でしょう」

　一いち之の江えを振り向けない俺の顔の前に、その白い手がにゅっと差し出され。

「とはいえ、守りながら戦って勝てる相手ではありませんね」

　その指の間に、いつの間にかナイフが挟まっていた。

　本当に、いつ飛んで来たんだろう。そして、いつ掴つかんだんだろう。

　一之江の力を借りた『ロア状態』になれば、反射神経はかなり上昇し、気配察知もとても鋭敏になる。それこそ、遠くで落ちた針の音も聞こえるんじゃないかってくらいだ。それでもナイフがどこから飛ばされたのかは全く見えないし気配も感じない。これはマジでヤバイ状況なんじゃないか？　そして俺だけでなく、他ほかのみんなの所にもこれくらいヤバイヤツが現れているから連絡が取れない……とかそんな可能性もあるのか。

「これは、おそらくこのロアの能力です。『どこからともなく現れた、ナイフを持った人物』によって『いつの間にか』殺されていた、みたいな逸話を使った力の応用でしょう。つまり、いつの間にか現れたナイフに刺されて殺されていた、という『殺人の結果』だけをいきなり作り出す力です」

「おいおい、そんなの……」

　回避のしようもないだろ。

「ってか、そんなのどうやって一之江は防いでるんだよっ」

　それさえ解わかれば、一之江と同じ力を使っている俺でもなんとかなるんじゃないか。

　そんな薄い希望を抱いて尋ねたのだが。

「私だったらこう殺すだろうな、という経験からくる勘と憶測です」

「……ほんとに凄すごいんだな、一いち之の江えって」

「でしょう」

　きっと得意げに平へい坦たんな胸を張っているに違いない。きっといい顔をしているだろうに、そんなロアとして登場している一之江を見ることは出来ないのが悔やまれる。

　まあ、見たらナイフに殺される以前に一之江に殺されてしまうのだから仕方ない。

「なので、私の力を選択していたのは正解です。今度はこちらから仕掛けましょう」

「――ああ、そうだな！」

　チートっぽい『能力』には、同じくチートっぽい『能力』で対抗する。

　そんな瞬間移動もビックリな力があるのなら、俺おれだって手加減するいわれはない。



「『切り裂きジャックジヤツク・ザ・リツパー』、追い詰めるぜ！」

「『想起跳躍リンガーベル』です」



　俺の声に呼応するかのように一之江が呟つぶやいた瞬間。

　俺たちの体は一瞬でそれまでいた場所とは別の場所。

　路地裏の更に奥の……かなり高いビル壁の上に現れていた。

「うわっ、こんな所に？」

　俺の『声』を聞いた対象の場所に瞬間移動する能力。

　つまり、この場所に『切り裂きジャック』はいるのだ。さっきの路地裏から直線距離で百ｍほどだろうか。こいつも、かなり遠くの音を拾える存在だったということだな。

「ビルの壁って凄いなおい。これも特殊能力なのか？」

「壁に指の力だけで掴つかまるのは単なる殺人鬼スキルですね。能力ではありません」

「凄いな殺人鬼!?」

　俺はそんなスキルはないので、慌てて近くの窓枠に指をかけた。これで全体重を支えられるのは、船で蛍光灯に掴まった時に実証済みだ。

　そんなわけで相手の姿を確認しようと周りを見回すと――。



『―――――』



　そこには、長い金髪に隠れた髪から、とことん真まっ赤かな目を光らせてナイフを持っている少女がいた。ツーピースの服が風にはたはたと舞っている。意外にお洒落しやれさんだ。年齢は俺たちと同じか、もう少し低いか、くらいだろう。ただ、その顔立ちのほとんどは髪に隠れて見ることが出来ない。そして、一之江の言う通り壁に指の力だけで掴まっている。

　――ただ、俺の予想と反していたのは。

　少女は、壁に『立って』いたのだ。

「足の指で掴つかまっているとは、この一いち之の江えの目を持ってしても見抜けませんでした」

「やっぱそうだよな、あれ」

　足の指だけで、しかも平へい坦たんな壁に真横に立っている姿。

　重力ってどうなっているんだ？　と疑いたくなるような光景だった。なんか引っ掛ける場所がなくても足の握力だけでああやって立ったり出来るものなんだろうか？

「来ますよ」

「お、おうっ」

　そんな彼女は、真まっ直すぐに俺おれたちに向けて壁を走ヽっヽてヽ来る。

　俺と言えば片手で窓枠に掴まっている状態だし、一之江はそんな俺の背中に掴まっている、という状態だ。

　接近して姿を確保したはいいが、対抗手段に悩む瞬間ではある。

　それに気になるのが、こいつは純粋な『ロア』なのか、それとも『ハーフロア』なのか、ということだ。もしもハーフロアであればなんとかしてやりたいし、ロアであったとしてももし会話が通じるなら……。

「モンジ」

　一之江の短い言葉と共に、頭がぐっと押さえつけられ。

　バサバサっ、と人形の物らしいスカートの一部が俺の目の端をかすめて飛んだ。一之江が俺の頭を踏み台にしたのだと気付いた瞬間には、その姿を見ないように目を伏せる。



　ガギィィィィィン!!　ガギン、ガギン、ガギン!!



　直後、何度も繰り返される刃物がぶつかり合う音。時代が時代なら、剣けん戟げき音とでも言うのだろうか。一之江の持つあのゴツいナイフと『切り裂きジャックジヤツク・ザ・リツパー』のナイフが激しい攻防を繰り広げているに違いない。

「くっ」

　しかしそんな中、一之江の小さな呟つぶやきが聞こえた。状況を見ることは出来ない代わりに、今の俺は一之江の状態を探ることは出来る。この――『焦った』ような感情からして。

　最強のメリーズドールと言われている一之江でさえ『切り裂きジャック』にはやや押されるということなのだろうか？



「瑞みず江えちゃん！　モンジ君！　そのままそいつを落として！」



　そんな時、下の方からキリカの声が響いた。

　無事だったのか、という安あん堵どの気持ちを持ちつつ。それを聞き届けた瞬間、俺おれたちは即行動に移っていた。

「せりゃっ!!」

　俺は一いち之の江えの持つナイフに似た黒いナイフを取り出すと、そのまま『切り裂きジャックジヤツク・ザ・リツパー』のいる方向に向けて投げつける。相手は俺のナイフに向けて自分のナイフを投げるという行動でそれを撃ち落とした。――だが、その一瞬だけあれば一之江には充分だ。

　あいつはその一瞬だけで『切り裂きジャック』の背後に回り込むと。

「もしもし私よ。今、貴女あなたの後ろにいるの」

　必殺の言葉を告げる。

　これで一之江を振り向けば『切り裂きジャック』は殺されて負けだろうし、振り向かなかったとしても背後の一之江に向けてナイフで戦い続けるというのは困難だろう。

　その結果、発生したのは一瞬の『隙すき』……。それを、見逃す俺と一之江ではなく。

「行くぜ、一之江！」

「えー」

　掛け声に対して嫌そうな声が聞こえたが気にしないことにして、俺は一気に『切り裂きジャック』に向けて飛びかかった。すぐさまナイフで迎撃されそうになるが、その瞬間の彼女の腕を一之江が背後から切りつけたおかげで、ナイフの餌え食じきにはならずに済む。

　俺はそのまま、少女の体を両腕で抱き締めるように掴つかむと。

「後はお任せします」

「よ、よっしゃっ！」

　一之江が俺の背中に戻って来る気配を感じると同時。俺は『切り裂きジャック』の体ごと、そのまま落下していた。おそらく、ビルの高さは十階建て以上。俺たちがいた場所が七階とか八階の辺りだったとして、30ｍとかそれくらいの高さか。それくらいのフリーフォール体験は初めてだからちょっとおっかないが――。

　下にいるのがキリカなら、なんとかしてくれる……はずだ。



　ビュオオオオウ!!



　時間的には本当に一瞬で。俺と『切り裂きジャック』は、気がついたらもう地面に激突する所まで迫っていた。ビルのエントランスの前に敷かれた石畳に、このままでは二人とも激突する！　というところで、その地面が突然赤黒い巨大な水みず溜たまりになって。



　ザブン！



　とその中にダイブすることになる。当然それはただの水ではなく、その赤黒い水は俺おれと『切り裂きジャックジヤツク・ザ・リツパー』にまとわり付くかのようにぬるぬると侵食してきた。そう、まるでスライムの中に突っ込んだかのように――って、まさか、これは。

　嫌な予感を感じた俺は、大慌てで水面まで這はい上あがる!!

「ぶはぁ!?　き、キリカっ!!」

「モンジ君。ほら、早く出てっ」

　広い水みず溜たまりの横からキリカが手を伸ばしてくれて、俺は慌ててその手を掴つかむ。

　と、着ていた服の袖がどろどろに溶けていることに驚いた。

「ひぃっ、やっぱり！」

「あはっ、うん。その子たちは『ロア』を食べる蟲むしの固まりだから、早く出ないとモンジ君も食べられちゃうよ」

　キリカの手を掴んでザバザバと水溜まり――に見える大量の蟲溜まりから這はい出だすと、俺の『ロア状態』の服がかなりボロボロに溶かされていた。服に付いている赤い水滴を手で払はらい除のけると、ポヨポヨと地面を跳ねて水溜まりの中に合流していく。

　そして、一いち之の江えはもうちゃっかり私服に戻って、キリカの後ろに立っていた。俺が飛び込む前にもう離脱していたということか。相変わらず抜け目がない。ロア状態ではないようなので、俺が見ても問題はないことにはちょっと安心する。

「って、そんじゃ『切り裂きジャック』は……」

「蟲が食べてる感触からすると、純粋なロアだったみたいだね。あんまり意識らしい意識もなかったみたい。ただ現れて、女の子を殺して、消えて行く通り魔的なロアだよ」

　食べただけでそこまで解わかったりするものなのか。

　……というか、食べてからハーフロアだった場合、どうするつもりだったのだろう。

「ん？　ふふっ、ハーフロアだった場合、人間の部分だけペイッと吐き出しちゃう子たちだよ。モンジ君も服しか食べられなかったでしょ？」

「あ、ああ、そうなのか」

「だから、もしそうだったら裸の女の子が出てきたはずなんだけど。それが残念だったりしたかなー？」

「そりゃ、確かに残念だな」

　ハーフロアだったら人間の部分だけ吐き出す、か。

　それは、ハーフロアになってしまった人間を元に戻すことが出来る、そんな意味に繋つながったりするのだろうか？

　そういえば理り亜あも、あの『夜や話わ』で倒せば人間に戻せるって言ってたっけか。

　……だとすると、一之江や理亜、鳴な央おちゃんやスナオちゃん辺りはキリカや理亜の力を使えば元の人間に戻せるってことなのか？　でも、そんな凄すごい力、今までキリカは持ってるって言ってたっけか？　そもそも、それを使えば……。

『この俺おれ』すらも戻せるってことなのかもしれない。

「…………」

「シリアスな思考をしているのも別に構いませんが、下半身裸ですよ」

「……なぬ!?」

　見れば、ボロボロの服はほとんど溶け落ちて、今の俺は裸寸前の状態だった！

「へええ」

　キリカは興味津々な顔で俺の体を見つめている。

「い、いやんっ」

　俺は慌てて自分の体を隠すと、さっさとロア状態を解除した。

　これで、元の服まで溶けてたりしたら最悪だったが、そんなことはなかったようだ。

　着慣れたジャージ姿に戻って、ホッと一安心する。

「ごちそうさまでした、モンジ君っ」

「うう、キリカが言うと洒落しやれにならないなあ」

「あははっ、恥ずかしそうにしてるモンジ君っていうのも新鮮で良かったよ」

　いつものように。こんな戦場であっても、キリカは教室でのんびり会話しているのと本当に変わらない、楽しそうな雰囲気で語りかけてくれる。

　見れば、赤黒い水みず溜たまりはどんどん小さくなっており、もうすぐ消えてしまいそうだった。あの中にいた『切り裂きジャックジヤツク・ザ・リツパー』はキリカが『食べた』という形になるだろう。

　――『ロア喰ぐいのロア』。

　他ほかの『物語』を食べて自分の力にするという、最も危険と言われる魔女のロア。



「それで、キリカさん」



　一いち之の江えはキリカの背後の位置から動かない。

　……俺は、ついさっきまで一之江と繋つながっていたから、彼女の思考が解わかる。

　一之江と繋がっている時、俺と一之江は互いの状態や感情、思考をある程度把握することが出来る。だから、俺たちは何も会話も合図もせずに連携が可能だったのだ。自分がどう動けば相手がどう動くのか、というものが思考の中だけでやり取り出来る状況。それを使って『切り裂きジャック』をどう『落とす』のか、俺たちは一瞬で決められたのだ。

　だからこそ、俺は今。

　一之江がキリカの背後に立っている理由を知っている。

「貴女あなたの気配。かなり剣けん呑のんなものですよ」

　そう、今のキリカは……俺の知っているキリカとは少し違っていた。

「うん、やっぱり解わかっちゃうよね」

　キリカはいつものように、本当にニッコリと笑って。

　そして、俺おれと繋つながなかった方の手を開く。



　カチャン、カチャン、カチャン、カチャン。



　落ちてきたのは、合計四つの――『Ｄフォン』だった。

「まさか、キリカ……それは……」

「そう。理り亜あちゃん、鳴な央おちゃん、音ね央おちゃん、スナオちゃんのＤフォンだよ」

　それはある意味、一いち之の江えの問いに対する『答え』だった。

　ついさっきまで感じていた安心感が、一気に崩れ去り。

　今は――焦燥感に近い恐怖を覚えている。

「……先輩、は……？」

「それについてはモンジ君に謝らないといけなくて」

　キリカは眉まゆを下げて、申し訳なさそうに告げる。

「謝る……？」

「うん。他ほかの子を倒すのはどうにかなったんだけど、七しち里り先輩はやっぱり曲くせ者ものでね」

　キリカはポケットから、見覚えのある可愛かわいい猫がついたストラップのついたＤフォンを取り出すと。その中身を開いて見せてくれた。

「やっつけるしかなかったの」

　そのＤフォンは画面の部分に中央から弾だん痕こんのような亀裂が走っていて。

　完全に機能を停止していた。

「ちなみに、希望を持たせるのも可哀かわい想そうだから言うけど。最後に『８番目のセカイ』を更新して『切り裂きジャックジヤツク・ザ・リツパー』を伝えたのは私。その頃ころはもう、先輩は食べられちゃってるからね」

「あ……あああ……」

　先輩のＤフォンが壊れている。それが意味するところは、つまり。

「ごめんね、モンジ君。もう七里詩し穂ほと『管理人』は『食べちゃった』」

「――キリカ……っ！」

　俺はキリカの名前を叫んでいた。

「うん。……ごめんね？」

　どこか困ったように告げるキリカ。

　信じられなかった。信じたくなかった。

　だけど、心のどこかでは何な故ぜか納得している自分がいた。

　キリカは『魔女』だから。『破滅』に向かうのが、そのロアとしての定めだから。

　でも、さっきまで。そう、この夜が訪れるほんの少し前まで、俺おれたちは一緒にいて。

　仲良く――笑い合っていたのだ。

「ぐっ……！」

　渦巻く感情はグルグルしている。でも、まだ落ち着いていなければならなかった。

「そうですか、キリカさん」

「うん。ようやくスタート地点に戻ったね、瑞みず江えちゃん？」

　――そう、スタート地点。俺にとっての物語がまだ一いち之の江えだけで。

　そして倒さなければいけないロアが『ロア喰ぐい』だった頃ころの状態。

「と、いうわけで、モンジ君」

　キリカがＤフォンを取り出すと。

　そのＤフォンは大きく形を変えて、真まっ赤かな表紙の、百科事典みたいな『本』になる。



「――モンジ君、君の物語を食べさせて貰もらいに来たよ。『ノストラダムスの大予言』に仕える『破滅の属性』を持つ魔女の一人として、ね？」



　次の瞬間、周囲の世界が一瞬で赤黒い色に塗り替えられたのだった。



    

  
    
      


◆第二十四話：‥“〝魔女・ニトゥレスト”〟のロア
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　キリカとそんなことになることに至った経緯には、色々なことがあった。

　俺の人生の中でも、そしてロアとしての人生の中でも最もクライマックスだったこの出来事に関してはきちんと順を追って説明しなければなるまい。



　まず、憧あこがれの先輩に告白した結果、その人を自分の物語にするというあまり出来ない青春体験をした南の島。その後、死にかけたりスナオちゃんの股間に顔をツッコムようなことになったりした事件もあったが、とりあえずあの旅行からの帰路には何もなかった。

　スナオちゃんが助けたハーフロア、マリーちゃんは一いつ旦たん先輩の関係者が預かってくれることになったらしい。どうやら先輩の知り合いにはロアの知識や、今後の生き方とかをレクチャーしてくれる人たちもいるらしい。流石さすがは『管理人』さんだな。マリーちゃんはいずれ、ちゃんと戦えるようになったら俺おれの物語になってくれる、と約束してくれた。それはそれでとても嬉うれしいのだが、何な故ぜか仲間内からは『このロリコンめ！』という目で見られている。確かに大きくなったら綺き麗れいな子になりそうだが、流石に今の状態の彼女に対してはそんな目で見たりしないんだけどな。

　こうしてマリーちゃんとお別れし、まだ『調査』に残ると言っていた氷ひ澄ずみやラインとも南の島で別れた。あいつらはあいつらで、あの島に別の目的でもあったのかもしれない。ほとんど事件には関かかわってこなかったし、もしかしたら俺の知らない所で何かやっていたのかもしれないな。『主人公』同士の物語には中々関与出来ないとも言われたし。

　南の島から飛行機に乗って。その飛行機の中では流石にみんなもぐったりしていて。

　アリサとスナオちゃんがなんか女子中学生トークをずっとしていたのを寝耳に聞きながら、俺もうとうとと過ごしていた。

　――なんか夢うつつで鳴な央おちゃんとイチャイチャしたような気もするのだが、いまいち覚えていない。一瞬のうたた寝くらいでは記憶出来ないのか、それとも鳴央ちゃんが記憶を消したのかは解わからない。

　だが、飛行機を降りた時には鳴央ちゃんがちょっと赤い顔で俺を見ていたので、多分何かしたのは確かなんだろうな、と思う。それを見て音ね央おが小さく「ほどほどになさいよ」とたしなめていたから、ほぼ確定とみて間違いないだろう。後でちゃんと聞いておこう。

　飛行場から俺たちの住む夜や霞がすみ市までは電車や車でさらに一時間ほどかかる。

　飛行場には先輩の家の車と、一いち之の江えの家の車が迎えに来ていた。

　流石、金持ちの家は違うなあ、としみじみ思ったものだ。

　先輩は一応乗って行くか尋ねてくれたものの、俺は妹の理り亜あもいたし、理亜はお供が二人もいたので丁重に辞退させて貰もらった。音央と鳴央ちゃんも首を振り、キリカも俺たちと一緒に帰ることにした形だ。

　丁度、夜霞市に向かうバスが出る頃ころだった、というのもある。

　こうして先輩や一之江とも飛行場で別れ、俺たちは高速バスに乗り込んだ。

　幸い荷物はほぼ全部送ってあったので、バスでも気楽に帰れると踏んだのだ。



　だが。



　バスが夜霞市に入る、境さかい山やまを走っていた時に。

　いきなり俺たちは『ロアの世界』に包まれてしまった。



「おいおい、いきなりかっ」

　バスの乗客は俺おれたちを残して一瞬で消えてしまい、気が付けば外は霧に包まれていた。

　この『霧に包まれる』という『ロアの世界』は結構ベタなのだろうか。キリカも霧の魔術を使っていたくらいだし、人を不安にさせる効果は高いよなー、と思う。

「瑞みず江えちゃんと先輩がいないのは痛いかもしれないね」

　俺の隣に座っていたキリカが、顎あごに人差し指を当てて考えこんでいる。

　今この場にはかなりの仲間が揃そろっている。それこそ、こんなに揃っているのは初めてじゃないかってくらいだ。

　それでも、一いち之の江えと先輩がいないと痛いくらいの状況なのだろうか？

「モンジ、外からなんかいくつかのでっかい気配を感じるんだけどっ！」

　そんな中、音ね央おがバスの窓から外を見て、嫌そうに顔をしかめている。

　確かに――ちょっとした『気配』がバスの外から届いている。

　俺にはまだちょっとした気配としか解わからないのだが、音央にはもう解るらしい。

　あいつは純粋なロアだから、よりロアの気配には敏感ということか。

「モンジさん……結構強い『集団』に囲まれているのかもしれません」

　その横にいた鳴な央おちゃんが、神妙な顔で俺を見る。

　鳴央ちゃんはずっと『神隠し』をやっていた経験があるから、その知識は結構深い。この状況と音央の言葉を聞いて、そんな判断をしたのだろう。

　俺たちが街に戻ってきた瞬間、ということは……待ち伏せされていた、ってことか。

　俺の物語たちは『勢力』として知られているらしい。

　そんな俺たちにこうして挑んで来るからには、それなりの団体であることを覚悟しないといけないわけか。

　旅行中も中々ハードだったけど、帰ってきた瞬間にコレってのもハードだよなあ。

「兄さん、どうしますか？」

　一番後ろの座席に三人で座っていた理り亜あが、既に臨戦態勢のスナオちゃんを連れて俺の横にやって来る。ちなみに残った中学生三人娘の一人であるアリサは、広くなった後ろの座席にぐったりと寝転がっていた。いかにもやる気がなさそうだ。

「特に危険な予兆は感じないから、好きにやっちまうといいとみたぜ。ふわぁ～」

　あくびしながらの言葉。

「ん？　そうなのか？」

「ああ。危険だったり、命が危なかったりしたら私には解るからな。特にお前さんと理亜はハッキリ解るし、お前さんの物語たちなら仲間だからある程度解る。それが何も解らないということは、これは取るに足らない状況ってことさ」

　アリサの予兆っていうのは、そういう風ふうにも使えるのか。

　この事態が、誰だれかにとって『悪いもの』であった場合、アリサはそれをすぐに察してくれるってことらしい。便利だな、予兆の魔女。

「それに、兄さん。相手のロアさえ解わかってしまえば私が倒せると思います」

「そのリアを守るのはこのスナオ様に任せてよね！」

　そしてどんなロアであれその存在を消し去ることが出来るという『千の夜話アルフ・ライラ』を使いこなす理り亜あと、その理亜をあらゆる攻撃や脅威から守ることが出来る『赤マント』のスナオちゃん。

　この中学生トリオは、本当におっかないチームだった。

「だとすれば、ここは理亜ちゃんたちに任せちゃう、って手もあるよ？」

　そんなことをキリカが横から提案してくる。

「ふむ？」

　一瞬、理亜たちだけにそんな危険なことをさせられない、と思ったのだが。

　キリカの提案は効率的でもある。

　理亜たち三人の連携はかなり強力で、しかも相手がどんなロアであっても対応出来る強さがある。最も厄介な『主人公』と呼ばれるだけはある実力なのだ。

　そして、そんな理亜たちでさえ手こずるようであれば俺おれや鳴な央おちゃんで『神隠し』の力を使って敵に立ち向かうという手段もある。『神隠し』の力を使った俺がかなり強いのは、先輩を物語にした時の状況からも確かだからだ。

　戦況を読むタイミング……その判断も、百戦錬磨であるキリカに任せれば、おいそれと外すこともない。なるほど、本気で効率的だな。

「でも、それってなんか……悔しくない？」

　音ね央おは俺が抱えている気持ちを代弁してくれる。

　俺もこいつも駈かけ出だしのロアのようなものだから、こういう時はちゃんと経験者に任せておく方がいいというのも解っているのだが。戦う力があるのに、戦わないで待っているというのは性格的に出来そうもない。誰だれかに任せっきりでなんとかなるのなら、俺たちはそもそも力なんて求めてないし、より強くなりたいとも思っていないだろう。

　うん、やっぱそうだよな。よし。

「みんなで行こう」

「ふふっ、ちゃんと考えてその結論ならバッチリだよ、モンジ君」

　キリカが嬉うれしそうに頷うなずいてくれた。

　単に『悔しいから』とか『理亜が心配だから』みたいな単純な理由だったら、キリカ的にはアウトだったようだ。無闇に自分の気持ちだけ優先するのではなく、ちゃんと状況を考えた上での判断ならば受け入れてくれる。

　それが俺の物語たち、ということか。俺の我わが侭ままに付き合わせる以上は仕方ないとはいえ、中々ハードルの高い仲間たちだな。その分、とても心強い。

「大丈夫だ、キリカ。俺おれは考えるのだけは諦めないことにしてるんだ」

「他ほかは何か諦めてるの？」

「うーん……いい大学に進学、とかかなあ？」

　はっきり言って『受験勉強』とかはしたくない。

　三年生になったらずーっと勉強をし続けるとか、塾や予備校に通い続けるとか、学校の勉強も受験用の勉強も交互にし続けるとか。きっと俺には耐えられないだろう。

「そうなんだ？　じゃあ私も大学進学はやめようかなあー」

「キリカは成績いいんだから、大学行けばいいじゃないか」

「私は魔女だから、どこに入るのも割と自由だからね。だからモンジ君と一緒のトコにしようっと、て思ってるの。モンジ君とキャンパスライフ！　とかも楽しそうだよね？」

　……ふむ。キリカと大学に入ってキャンパスライフか。

　それも悪くない、な。

　諦めないで勉強してみるか？

「のんきに進路の話とかいいから。今の状況はどうすんの？」

　音ね央おが腰に手を当てて、仕切り屋っぽく尋ねてくれた。

　流石さすがは生徒会副会長、こういう脱線した時の軌道修正も得意らしい。

　確かに、先輩だったら会議の時も脱線しまくりそうな気がするしな。

「みんなで表に出よう。このロアも、せっかくずっと俺たちを待っててくれたんだろうから、堂々としようぜ。俺たちは逃げも隠れもしません、てな」

　俺は不敵な物言いになるように自信満々に告げると。

　みんなもその顔に小さく笑顔を浮かべて頷うなずいてくれた。



　なんかスイッチとかあるのかなと思っていたが、バスのドアは簡単に手で開いた。

　みんなでバスを降りて、霧に包まれた道路を見る。

　辺りは境さかい山やまの峠道。

　結構広い道路なのは、こういう大きなバスが行き来するからだろう。



「こんばんは、お兄さん」



　その白い霧からもっと白いものが現れたかと思ったら、それは大きな帽子をかぶった少女――ヤシロちゃんだった。

「こんばんは。って、先回りしてたんだ？」

　南の島でも唐突に現れたヤシロちゃんだったが、彼女は移動とかどうしているのだろう。

　そもそも飛行機に乗ったりするのだろうか？　勝手なイメージだが、この手の不思議系な少女はどこにでも現れる技でも持っていそうな気がしている。

「お兄さんたちより先に帰ったからね」

「……ヤシロちゃんも飛行機とか乗ったりするのか？」

　早速に尋ねてみた。

「うーん、たまに乗ることもあるよ」

「普通の座席に？」

「うん。ちゃんとチケットを予約して、お金を払って、ＣＡさんにお茶を貰もらったりして」

　凄すごく普通に飛行機のお客さんをしていた。ちゃんと帽子も取っているんだと思うけど、想像してみると途端に怖さが激減していく。普通に飛行機に乗って機内サービスを受ける『ノストラダムスの大予言』ってシュールだな。

「でも、移動用のロアがお友達にいるからその人に頼むことが多いかな。お金ももったいないしね」

　しかも金銭感覚がきちんとしていた。俺おれはこれから色んな物語で現れる敵とかの移動手段や飛行機の中での態度とか想像してしまいそうだ。

「まあ、そのロアも戦う力はないから、こういう場所には連れてこないけど」

「そういや、そんな移動用のロアってのもいるのか？」

　キリカの方を振り向いてみる。

「うん、乗り物系の都市伝説って結構いっぱいあるからね。マリーちゃんの船も、あのままだったらある意味、乗り物系のロアだった、ってことだよ。いざとなれば、あの船に乗って長い船旅をすることも出来ちゃうだろうね。燃料とかかからないからリーズナブルだし。ご飯も、食べかけだけど、いつだって出来立てが現れるから意外に快適な航海だったりするのかも」

「誰だれが食べかけたのか、ってトコだけ気になるくらいだな」

　マリーちゃんみたいに可愛かわいい女の子の食べかけなら許せるんだが、おっさんの食べかけのご飯となった瞬間に嫌な気持ちになる。まあ、今はもうマリーちゃんのロアは変化しているはずなので、そんな航海用ロアとしては使えないはずだ。

「まあ、あのままのロアだったら航海途中で沈んじゃうんだけどね」

「意味ないなー」

　そういえばそういうロアだった。

「そういうとこを気にするのも面白いよね、お兄さんってば」

「いやあ、敵対しているロアたちと飛行機の中でバッタリ、とか面白過ぎる状況かな、と思って。お互いに席を気にしながら気まずい空の旅なのかなあ、と」

「そういうのも面白いかもしれないね。飛行機の中で今度戦ってみる？」

「落ちたら怖いから遠慮しておく。むしろ飛行機の中くらいは仲良くしておくれ」

「いいね。もし一緒になったらトランプでもしようか？」

　クスクスと笑って魅力的な提案をしてくるヤシロちゃん。

　敵対しているはずの子と、そんな気さくな会話をしつつも、俺おれは気配を探るのを止めたりはしなかった。

　――彼女の背後にいる、いくつかの気配はさらに濃密になっている。

「しかし、待ち伏せしてお出迎えなんて。もうお仲間は結構揃そろったのかい？」

「ううん、ぼちぼち、だね。だから今日はスカウトにも来たの」

「スカウト？」

「うん。『破滅の属性』を持つロアと言えば『魔女』だしね？」

　ヤシロちゃんは帽子を上げて、クスっと微笑ほほえむ。

　その視線の先には……キリカとアリサがいた。

「私はアリサちゃんに比べたらまだ建設的だと思うけど」

「私だってそこの『ロア喰ぐい』に比べたら全然創造的な魔女だぜ」

　そして早速お互いに押し付け合っている。

　この二人は意外と仲良しなのかもしれない。

「どちらか片方だけでも来てくれれば、かなり戦力になるんだけど。お金とか出してもあんまり乗ってくれそうもないしなあ」

　そしてヤシロちゃんはあんまり交渉らしい交渉をするつもりはないのかもしれない。

「まあ、私は今のマスターもリアも気に入ってるからな。わざわざ破滅を早める方に行ったりするつもりは、今のところはないぜ。もっとも、そっちにこのマスターくらい面白いヤツがいるってのなら話は別だが」

「うーん、そこのお兄さんみたいなハーレム系主人公みたいなタイプは流石さすがにいないかも。『破滅の属性』を持ってるロアってみんな基本的に暗いからね」

「コミュ能力は低そうだよな、そっちの連中」

「まあね。その辺りが私としても困っているとこなの。だからコミュ能力の高い二人がいてくれると本当に助かるんだけど」

　ヤシロちゃんの仲間は着実に増えているということか。

　しかし、つい最近まで南の島にいたというのにどうやって増やしたんだろう？

　もしかしたら、移動用のロアがいるくらいだから、ヤシロちゃんの代わりに仲間を増やすスカウト担当のロアがいるのかもしれない。そう考えると、ロアというのは本当に千差万別なんだな。

「それで。キリカお姉さんはどうなのかな？」

「うん？　私はもちろんモンジ君と一緒にいるよ。もしモンジ君がヤシロちゃんの味方になる、って言うならそっちに行くけどね」

「うーん、むしろヤシロちゃんが俺おれの味方になってくれたら、もう怖いもんなしなんだけどなあ」

「私もお兄さんがこっちに来てくれればいいのに、っていつも思ってるよ」

「ふむ、お互い仲良くなりたいのは確かなわけか」

「どっちも欲しがってるということは両思いだね、お兄さん」

　そういうことになるのだろうか。

　そして、音ね央おとスナオちゃんの視線が冷たいのはどうしてだろう。

『やっぱりロリコンね』みたいな痛い視線を感じる。

「ともあれ交渉決裂みたいだから、奪い取るしかないみたいだね」

「もしヤシロちゃんが本気でキリカとかアリサを奪いたいなら、抵抗させて貰もらうぜ？」

　俺はもう、いつでもＤフォンを使う準備を終えていた。

　――マリーちゃんの事件の時は機能しなかったから、一いち抹まつの不安はある。

　もし、ヤシロちゃんが俺のＤフォンの機能を停止させることが出来るのだとすれば、俺は圧倒的に不利になってしまうからだ。

「ん？　なんか不安そうだね、お兄さん？」

　そして的確に俺の心を読んでくるのが、ヤシロちゃんでもあった。

「マリーちゃんの時はＤフォンが使えなかったからな」

「ああ、あれはもう平気だよ。マリーちゃんの『ロアの世界』は特殊だからね。あの船は『全すべての電波やレーダーでも発見出来なかった』っていう逸話があるから、それを利用してＤフォンの回線をシャットダウンしてたの」

　そんな逸話もあったのか、あの船。

　っていうか、ヤシロちゃんは本当になんでもあっさり教えてくれるよな。

　敵対しているというのに、レクチャーみたいなことも平気でしてくれる。

　これは、彼女が『人にものを伝える』ことを意味している『予言のロア』だからなのだろうか。そうなると、ロアというのはやっぱり面白いなあ、と思う。

「むしろ、お兄さんが本当に何も出来なくなっていたことに、私も驚いたけどね。Ｄフォンと『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』にはもしかしたら何か深い繋つながりがあるのかも」

「あれ、ヤシロちゃんも予想外だったんだ？　その割には、全部自分の罠わなです、みたいな態度だったような」

「ふふっ、黒幕さんは全部自分がやったことにしないといけない、という決まりがあるんだよ。ね、魔女の二人？」

「その通りだな。ここにお前さんが現れたことさえも私の予兆通りだぜ」

「うんうん。今ここにヤシロちゃんがいるのも、私の思惑通りだよ」

　魔女二人は早速この状況を自分の手柄みたいに語っていた。

　つまり、黒幕っ子というのは偶然発生した出来事さえも自分の思惑通りだ、と言い張らないといけないらしい。今後、黒幕っぽい存在がいる物語を読んだ時は『ほんとにこいつ、ここまで考えていたのかなあ。ノリじゃないかなあ』と疑うことにしよう。

　ともあれ。

「それで、えーと。勧誘は多分失敗だと思うんだけど。やっぱり戦うのかい？」

「後ろにいるロアこたちも戦う気満々なんだけどね」

　ヤシロちゃんはくるっ、と振り向いて霧の向こうを見て。

「このメンバーじゃこっちの負けかなあ。少なくとも、今までずーっと温存してきたおかげで、今は魔力が絶好調！　のキリカお姉さんの相手は無理っぽいかも。むしろ、キリカお姉さんを余計にパワーアップさせちゃうかもしれないからね」

「キリカをパワーアップ？」

　ヤシロちゃんの言葉をオウム返しにして、ついつい横にいるキリカを見る。

「私はほら。例えばモンジ君が『このロアは物語にしなくていいや』みたいなロアの子がいたら、その子をむしゃむしゃーって食べちゃうつもりだから」

「あ、そっか」

「結局モンジ君の手札になるわけだし、一石二鳥だよね」

　ニッコリと無む邪じや気きに笑うキリカだったが、ロアをむしゃむしゃ食べるというのは……。

　やっぱり、あの赤い小さな蟲むしたちでワシャワシャーっと食べるのだろうか。

　あんまり想像しないようにしておこう。

「頭も切れる。何を考えているかも解わからない。能力も桁けた違いに強い。流石さすがは魔女の中でも最も危険視される魔女、『ニトゥレスト』だよね、キリカお姉さんって」

「ん？　そこまで言われると逆に照れちゃうけど。でも、ヤシロちゃん」

「何かな？」

「モンジ君も、他ほかのみんなもとっくに私のことは警戒しているし、いつ裏切るか解らないって思ってるから、そうやって煽あおっても意味ないと思うよ？」

　ケロッ、とそんなことを口走るキリカ。

「……あれ、そうなんだ？」

　ヤシロちゃんは、背を向けたまま、顔だけこちらに見せる。

「うん。モンジ君は、それこそ何度も何度も、色んな人に『魔女は危険だから気をつけろー』って警告されまくっているもの。実際、私がその人の立場だったら『あの魔女は絶対信用しちゃダメだよ！』って注意するくらいだろうしね。だから……みんなに疑念とか猜さい疑ぎ心しんを生んで、私をそっちに向けさせるというのは、多分あんまり意味ないはず」

「ふふっ、なるほどね。……多分、なんだ？」

「モンジ君の気持ちだけは解らないから」

「どうして？」

「恋は盲目、だからだね」

　あっさりと言い切るキリカ。

　ピクッと何か反応した理り亜あが、心なしか一歩俺おれに近寄ったような気がする。

「あー『恋』かあ……なるほど。私には解わからない概念っぽい」

「私にも解らない概念なんだけど、多分これがそうなんじゃないかなー、って思うから。中々興味深いよ？　今まではロアとして、存在し続ける為ために行動していたんだけど。モンジ君が望むんなら、別に死んじゃってもいいかな？　って思えるんだもの。こんな自分の意識は初めてだから、とっても研究しがいがあるの」

「へえ……純粋なロアであるお姉さんが、自分が消えてもいいと思えるってこと？」

「うーん、出来れば、モンジ君の心の中にずっと残り続ける形でなら、かな。この体が滅びてしまったとしても、思い出がモンジ君の中に在り続ければ嬉うれしい、みたいな」

「うわ……ほんとだ。私には解らない。そっか……それは、怖いね、お姉さん」

　ヤシロちゃんの口調が、それまでの明るいものから静かなものに変化する。

「そのお兄さんは、純粋なロアにすら影響を及ぼしてしまうってことなんだね。だったら……そっか。ここでの勧誘は良くないし、逆にもし力で圧倒して、お兄さんを倒してしまったとしたら……」

「うん。ヤシロちゃんも『解らないもの』があるまま『破滅の日』まで生き続けなければいけなくなっちゃうだろうね」

　――キリカが俺への恋を語っている、というのも驚きだったのだが。

　それがヤシロちゃんにも有効なダメージになっていることにも驚きを隠せない。

　ヤシロちゃんは、いつかは全すべてを『破滅』させるロアだ。だからこそ、その為の時間をずっと過ごさないといけない。その『予言』の日までずっと。そして、その予言の日が来てしまえば、ヤシロちゃんは『解らないもの』は永遠に『解らないまま』消滅しなければいけない。

　それを『恐怖』している――そういうことなのだろうか？

「うーむ、私には、ただのスケベ野郎にしか思えないんだけどなあ」

　アリサの言葉に、他ほかの女性陣が一斉に頷うなずいていた。

「いやいや、鳴な央おちゃんまでっ」

「ふふ、すみません。でも、エッチなのは確かですよね？」

「身の回りに素敵な女の子が多過ぎるのが原因の一端を担っていると思う」

　こんな可愛かわいい子たちだらけで、しかもちょいちょい誘惑とかラッキースケベとかありながら、それでも手を出したりしていない。

　これは鋼はがねの精神力だと自負している。

「あはは、私ならいつでもいいからね、モンジ君？」

　そして最もストレートに誘惑してくれるキリカは。

　――なんとなく、頬ほおが赤くなっていた。

「ん？」

「あ、あはは……」

　なんだろう、ちょっとぎこちない。

　それこそ……照れて、さっきの言葉を誤ご魔ま化かしているみたいに。

「うーん。そういうことならＯＫ、かなキリカお姉さん」

　どうやらヤシロちゃんはキリカとの交渉を諦めてくれたようだ。

「ただ、キリカお姉さん」

「うん？」

「お姉さんはきっと、今までにない苦しみを味わうことになっちゃうと思うよ。だから、私のオススメは……早いところ悪い魔女に戻って、私のトコに来ちゃうことだね」

「……それは『予言』？」

「ううん、多分――同じロアとして生まれて、そして『人間』に強い興味を持ってしまった存在としての忠告」

　ヤシロちゃんの口調はいつになく静かだった。

　それこそ。

　本気でキリカを心配しているかのように。

「……うん、解わかった。覚えておくね、ヤシロちゃん」

　キリカの返事を受けて、ヤシロちゃんも頷うなずいていた。

　そこには奇妙な友情っぽいものすらあるように感じる。

「ふふっ、それじゃあお兄さん。私はそろそろ行くけど……」

「ほっ、バトルとかならないで良かった」

「ううん、ここまで来て何もしないのもつまらないから、この街の中に二人『破滅の属性』を持ったロアを解き放っておくね」

　またそんな厄介なことを。

「それを俺おれが解決している間に、何か悪い企たくらみを進めるって感じかい？」

「そういうこと。でも、お兄さんならあっさり切り抜けられるんじゃないかなあ」

　ヤシロちゃんはいつものように、のんびりとした口調でそう告げて。

「もっとも、お兄さん以外の子がその時無事だといいね？」

「……何？　どういうことだ、それは」

「ふふっ。またね、お兄さん」

　俺の疑問には答えるつもりがないらしく、ヤシロちゃんはそのまま霧の中に歩いていく。

　そしてその白い姿が霧の中に完全に消えてしまうと……。



「あっ、やばいよモンジ君！」



　キリカが物もの凄すごい慌てた声で告げた、その瞬間。

　途端に『ロアの世界』が解除されて、霧が一斉に晴れ。

「あっ」



　ブロロロー。



　俺おれたちの脇を、さっきまで乗っていたバスが通り過ぎていく。

「あちゃあ……『ロアの世界』が解除される前に乗り込んでおくべきだったね」

　キリカが失敗した、という顔で走り去っていくバスを眺めている。



　そうか。



　動いているバスが『ロアの世界』に巻き込まれたことによって、俺たちは『停止した世界』に放ほうり出された。つまり、その世界が再び動き出したのなら、元々動いていたバスだって動き出す。とても簡単な理屈だ。

「……もしかして、徒歩だろうか」

　ヒッチハイクとか頭に浮かんだが、そもそも人数が多い。人数が多いから先輩の車を辞退したくらいだしな。ここから俺たちの家がある辺りまで……歩けば二時間とか、三時間とか、それくらいはかかってしまうだろう。

「私は移動用の道具を持っているが、いかんせん二人乗りだ。小さい娘ならば三人乗れるのは、知っての通りだがな？」

　そういえばアリサの、あの変なでかい銃は乗り物だった気がする。

　空を飛んで戦ったもんな。

「あたしも飛べるけど、抱えて飛べるのは一人が限度ね」

　そして空を飛べると言えば音ね央おだ。

　飛んでいる所を誰だれかに見られて噂うわさになったら……なんて一瞬心配したが、むしろその方が噂になるからいいのか。ボインな妖精が、ボインを連れて夜空を飛んでいた、みたいな。

「私は兄さんと歩いて帰ります」

　理り亜あの提案は嬉うれしいのだが。

　――俺はちょっとばかし、話をしないといけないヤツもいるわけで。

　まさかヤシロちゃんはこれを狙ったんだろうか、なんて勘ぐりたくもなる。

「いや、理り亜あはスナオちゃんと一緒に、アリサに乗っけて貰もらってくれ。中学生の女の子がこんな場所を歩いているのは、個人的に許せないしな」

「ですが、それだと……」

　理亜は物もの凄すごく不安そうにキリカを見て、それから俺おれを見る。

　そう。

　音ね央おが鳴な央おちゃんを抱えて飛び立ち、アリサがスナオちゃんと理亜を連れて帰ると。

　必然的に、俺とキリカは二人っきりになるのだ。



　――さっき、告白っぽいことを言っていたキリカと、だ。



「抜け駆けは……うーん。しないって言い切れないなあ……」

「ですよね。絶対しますよね」

　キリカがなんの解決にもならないことを口走って、理亜が物凄い目で見ている。

「こいつは一線を超えるに違いない」

　そしてアリサは煽あおっていた。

「イッセンってなあに？」

「そりゃあほら。高校生にもなれば、もう男女はみんなやってることだよ」

「わっ、つまりアダルトなことってことね！　フケツ!!」

　そしてスナオちゃんに誤った知識を植え付けるアリサ。

　あっちのフォローは理亜に任せるとして。

「あー、極力我慢するって」

「信用出来ませんっ！　兄さんってば、誘惑には流されるタイプですから！」

　まったくもってその通りなので反論出来なかった。

　しかし理亜よ。それをお前が断言すると、つまりお前も誘惑をして、俺が流されつつあったことがバレバレになってしまうぞ。いや、むしろバラしたいのか？

「鳴央は何か言わなくていいの？」

「音央ちゃんこそいいんですか？」

　あそこの双子も、何か言いたげにしている。

　なんだこの状況は。

　ヤシロちゃんがこれを狙ったんだとすれば、かなり凄い策士だ。今、俺たちはただ単に『帰り道の相談』をしているだけのはずなのに、かなりの不和を抱えている。こうして仲間割れを誘発……なはずないか。

「よし、解わかった。俺はキリカと一緒に歩いて帰るが、何かいやらしいことはしないって誓う。それでどうだろうか？」

「信用出来ません」

　理り亜あはやっぱり信じてくれなかった。

　お兄ちゃんとしては悲しいが、信用出来ない実績を作り続けたのも俺おれだ。

　いっそみんなで歩いて帰った方がいいんじゃないか、とすら思える。

「あははっ、うん、じゃあ私は今晩、この帰り道では……しっとりすることにするよ。誘惑したり、黒幕っぽいことしたりはしない。魔女の誓約をしてもいいよ？」

　キリカが楽しそうに言うと、理亜は「ううう」と小さく唸うなる。

「それに、その……告白っぽい言葉を告げた後に、歩きながら誘惑とかは流石さすがに出来ないかなー、って。いや、告白っぽいことは何回もしているんだけど、ね？」

　告白っぽいこと。

　確かにキリカからは『好き』って何度か言って貰もらっているし、それっぽい態度も取って貰っている。愛人でもいい、みたいなことすら言われている。

　とはいえさっきのは明らかにいつもの『好きだよモンジ君』ではなくて。

　ロアとしての存在を揺るがすくらいの『恋』かもしれない、と言っていた。

　だからキリカは今もなんとなくぎこちなくて、そして頬ほおも赤いままなのだろう。

「……解わかりました」

　理亜は渋々頷うなずいて。

「兄さん、キリカさんにエッチなことをしたら、私泣きますからね」

　と、最大の楔くさびを打ちこんでくる。

「俺は大事な妹を泣かすことが出来ない」

「はい……本当はこういう脅しみたいには使いたくありませんでした」

　使いたくないものを使うくらい、理亜も本気ということなのだろう。

　大変嬉うれしい。物もの凄すごく嬉しいのだが。

　どうしてだろう、とても苦しいのは。

「ほんとに鳴な央おは何か言わなくていいの？」

「音ね央おちゃんこそいいんですか？」

　二人はあくまでそんなやりとりをしている。我関せずを通そう、という態度だろうか。

　でもなんとなく。

　音央からは後でメールが届いて。

　鳴央ちゃんとはまた夢で会いそうな予感がした。

　二人とも疲れているのに、帰ってすぐ寝ないんだろうなあ、みたいな気がする。

「よし、話もまとまったなら、私たちはさっさと帰って寝るぜ、スナオっ」

「そうね。わたしとアリサにはなんのカンケーもなさそうだもんねっ」

　アリサは大きく背伸びをしてから、自分のロアの力を集め始める。

　音ね央おも「ふぅ……」とため息を吐いてから、キラキラと光の鱗りん粉ぷんを撒まき散ちらして『妖精のロア』としての力を発揮しようとしていた。

「行くぜ、アゾット剣」

「飛ぶわよ、鳴な央お」

　アリサが巨大な銃を呼び出し、音央が妖精スタイルになってふわりと浮き始める。

「それじゃあ、兄さん。また、後で」

「おう、また後でな」

　理り亜あはずっと不安そうな顔をしていたので、俺おれは極力笑って手を振った。

「音央ちゃんに鳴央ちゃんもバイバイ。後でメールするね？」

「歩いて帰らせるのごめんね。連絡くれたら迎えに来てもいいから」

「タクシーを呼ぶという手もありますし」

　音央と鳴央ちゃんはキリカの疲れを心配している。

　旅行疲れは誰だれにだってあるだろう。それに、つい今しがたまでヤシロちゃんと対たい峙じしていたのだから、精神的にも疲れているはずだ。

「あは、ありがと。ホントに疲れちゃったら、モンジ君とタクシーに乗っちゃうよ」

「だな。旅行でほとんどお金は使わなかったんだし、それくらいの贅ぜい沢たくは許されるだろ」

　ふわり、と浮き上がる他ほかの子たちを見上げ……ると、なんか見えてしまいそうだったので、そのまま俯うつむく俺。

「うん、正解です兄さん」

「鳴央もスカート気をつけないと、今バッチリ覗のぞかれるトコだったわよ」

「ううう、モンジさんったら……」

　そんないつものみんなっぽい言葉を貰もらえると安心したりしながら。

「そんじゃ、後で連絡するなー」

　上を見ないで手を振ると。

　五人の気配は、そのまま空へと消えていった。

　いつまでも心配そうな視線は感じていたけれど。

「……さて、と。モンジ君」

「うむ。誘惑禁止で頼むぞ」

「あはっ、どこまでが誘惑の範はん疇ちゆうなのかなー？」

「んー……手を繋つなぐくらいまでは普通の友達、だよな？」

「そう……だね」

　キリカの疲れは、俺と触れることでいくらか取れたりするらしい。

　だから、俺はキリカの手をそっと握ると。

「あっ」

　キリカはちょっと慌てて、それから……きゅっ、と握り返してくる。



　その手は少しだけ、汗ばんでいて。



　もしかすると、キリカは緊張しているのかもしれない、と思ったのだった。





◆2010-07-12T21:30:00　"Sakaiyama"





　キリカと二人だけで境さかい山やまの道を歩くのは二度目かな、と思い出していた。

　そういえばあの時はキスマークを付けられたことに物もの凄すごくドキドキしたものだ。

「モンジ君と二人だけでこの山道を歩くのは二度目だね？」

　キリカも同じことを思っていたらしく、そんなことを口にする。

　その頬ほおはまだ赤くなっていたし、握っている手はさっきより汗ばんでいた。

「俺おれも同じこと考えていたよ」

「そう？　じゃあ、あの時はキスマーク付けたなー、とかも？」

「うん、忘れられない素敵な思い出です」

「そっか。素敵って思ってくれてるなら嬉うれしいかな」

　きゅっ、と握る手が強くなる。

　……なんだろうな。

　いつも一緒にいて楽しく話せる気楽な親友、みたいな位置のキリカだが。

　こうしていると、緊張して何を話せばいいか解わからなくなる。

　誰だれか別の人の話でもしようかと思ったものの、別の女の子の話をこんな時にするのは良くないんじゃないか、なんて思って口をつぐみ。じゃあ、ロアの会話とかどうだろう？　と思ったが、それはそれでまるで色気がない気がする。

　と、なるとキリカ自身の話になるのだが。

「……んー」

　俺が悩んでいると、キリカも小さく唸うなっていた。

「っと、どうした？」

「ううん。いざ、こういうタイミングになると何を話せばいいかな、て迷っちゃって」

　やっぱり同じことを思っていたみたいで。

　俺はついつい笑ってしまった。

「ははっ、とりあえず気が合うのは確からしいぜ？」

「うん？　そうなの？」

「俺おれも何を話せばいいやら、とか考えてたしな。他ほかの女の子の話はアウトだろうし、ロア関係の話は色気がないだろうしなー、とか」

「あははっ、モンジ君ってば。私をちゃんと一人の、そういう対象になり得る女の子として見てくれているんだね。他の子の話をしない、とか。色気のない話は避ける、とか」

「あ……そりゃあ、まあ、な」

　そういう対象。

　つまり――恋人になるかもしれない、という女の子だ。

　それについては、自覚したことがある。

　キリカと恋人たち御ご用よう達たしのお城のような宿泊施設で休憩した時のことだ。

「ねえ、モンジ君」

「おう」

　キリカの声のトーンがちょっと下がった。

　それは、これから話すことがいつものように明るいものではなく、ややシリアスに寄ったものであることを物語っている。

「ちょっと自分語りするんだけど、聞いてくれるかな？」

「そういや、キリカの自分語りってレアだよな」

「そりゃあね、ミステリアス系の女の子を目指しているんだから」

　クス、と笑ってから。

　もう一回、きゅっと手を握ってくる。

「でもね、こう……これを話すのは怖いことなの。理由はいくつかあって。一番大きいのは、ロア的には完全に『弱点』を伝えることになるから」

「『弱点』……？」

「そう。私――『ニトゥレスト』というロアがどういう存在なのかを話すということは、その成り立ちを語るということ。つまり、その起源さえ知れば『対抗神話』がなくても倒す方法を考えたりは出来ちゃうんだよね。しかも――」

　キリカの手が僅わずかに、震えた。

「私は、そんなに強いロアじゃないから」

　それは――薄々感じていたことでもある。

　キリカは『ロア喰ぐい』とか『魔女喰いの魔女』と噂うわさされているおかげか、かなりの魔術や力を奮うことが出来るロアだ。その魔術の幅は本当に広く、千差万別。情報サポート出来るものから、認識を改変するもの、敵と戦えるものもあれば、知識を得るものもある。

　でも、その魔術に使う『代償』が大変であることを、俺は知っていた。

　本当に力を失って弱っているキリカを見ているし、それなのに頑張って手助けしてくれたことだってある。一いち之の江えや他ほかのロアが規格外の力をバンバン使っても平気で過ごしているのに対して、キリカの魔術は使えば使うほど、後を引くことが多いのだ。

　だからこそ『他のロア』を取り込み、そして『他のロア』を戦わせる為ための力。それがキリカの『ロア喰ぐい』の能力なのだろう。自分自身は弱いからこそ他のロアの力を借りる。

　それは――俺おれ自身がそうだからこそ、気付けたものでもある。

「そんな大事なこと、俺に話してしまってもいいのか？」

「ん……どうだろ。本当は良くないかもしれない。モンジ君を疑っているわけじゃないけど、ロアには色んな能力があるからね。モンジ君の心や記憶を読んで、私の弱点を探る力を持ったロアだっているかもしれないし」

「う……確かにそんな能力のロアがいたら、話すつもりがなくてもアウトだな」

「それはまだいいんだけど。モンジ君を脅したり、拷問したりすれば私の弱点が解わかる、って知った敵がいたら……って考えると、やっぱりそれはとても嫌だしね」

　そんな可能性まであるのか。

　キリカは自分の気持ちだけでなく、ちゃんと論理的な思考も止めたりしていない。

　でも。

「でも、話したいんだな？」

「…………うん」

　キリカの横顔は、ちょっとだけ困っていた。

「不思議なんだよね。モンジ君にだと、話したい。それが自分にとっても、モンジ君にとっても良くないことだって理論上は解っているのに、理屈じゃなくて感情で話したい。なんて言うかね、胸の奥とか、体の中でもやもやってするの。今まで当たり前に機能していた『自分自身』が、衝動と感情を優先しようとするの。これって私の『ロア』では本来在り得ない状態で……」

　キリカは口早にそう語ると、俺を見上げて。

「モンジ君、もしかしたらこれこそがモンジ君の能力なのかもしれないよ」

「……俺の？」

「うん。純粋なロアの物語を。ハーフロアの悲しい運命を。君は無む理り矢や理り自分の物語に塗り替えてしまうのかもしれない。だから、私は……そんなモンジ君に」

　キリカがじっ、と俺を見つめる。

　その瞳には……涙が浮かんでいるように見えた。

「そんなモンジ君に『恋』をしてしまった、ということ」

　真剣で、どこか思い詰めたようにも見えるキリカの瞳。

　いつになくキラキラと輝いていて、余裕が感じられないその視線に。

「俺おれはキリカにそう言って貰もらえて、もの凄すごく嬉うれしいんだよ」

　ちゃんと自分の気持ちもストレートに伝える。

「キリカは正直、物もの凄すごく魅力的な女の子だしさ。可愛かわいいし、頭はいいし、とにかく気遣ってくれるし、サポートもしてくれるし、ロア関係でも助けてくれるし。もう、とにかく俺にとって至れり尽くせりな女の子なんだよ」

「……うん」

「もっと正直に言うと、多分……『恋人』みたいに思っているのはキリカだと思う。先輩とか大好きだし、理り亜あとかもちゃんと大事に思っているけど、キリカとはなんて言うのかな……さっきの話じゃないけど、いかにも『キャンパスライフ』みたいなものを一緒に過ごしてみたりとか。色んな場所に遊びに行きたいとか、そんな風ふうに思えるんだ」

「……そうなんだ？」

「ああ。でもこれが本当に男女の言うところの『恋愛感情』なのか、って言われるとまるで自信がなくて。だって俺は、ずっと先輩をそういう対象だと思って見ていたし、理亜のこともずっと……それこそ妹とかよりももっともっと大事な存在として考えてきたから。だから……『恋愛対象』として一人だけに絞るとしたら誰だれか、っていう考えはまだ持てないし、多分――持てるほどの覚悟が出来ていないんだと思う」

　それはきっと『選ばなかった人』を全すべて捨て去るような覚悟ではないか。

　そんな気がしていて。

　もし誰かを選んだ場合、選ばなかった人への意識を下げる必要があるのだとしたら、それは俺には出来ないと思うから。

「だから、キリカのことは恋人にしたいくらい好きな対象だし、キリカと恋愛ごっこみたいなものが出来れば俺はとことん幸せになれると思っている。でもそれで他ほかのみんなが傷ついたり、悲しんだりする可能性があるなら、それを踏み切れるくらい俺は強くないし、弱虫なんだと思う」

　俺が思うところを、ちゃんと伝える。

　ずっと自分の中で考え続けて出した心。

　それがキリカに伝えた言葉だった。

「つまりモンジ君は、ハーレム系主人公を辞める気はないってことかな？」

　からかうような声の中が、どこか震えている気がする。

「その言葉はあんまり好きじゃないんだけど……うーむ。もし、俺が好きな女の子たちを全員丸ごと幸せにする方法があって。それをやり遂げるだけの力を手に入れることが出来るなら、俺はハーレム系主人公になりたいな！」

「うわー、告白したらハーレム宣言されちゃったよっ」

　キリカはそんな言葉を俺に投げかけると。

「ぷっ、あはははは!!」

　大爆笑していた。

　さっきの震えは、笑いを我慢していたからのようだ。

「あははっ、やっぱりモンジ君、君って面白いねっ！」

　それは初めてキリカと対たい峙じした時に何度も言われたセリフ。

「うんうん、好きだよ、モンジ君のそういうところ。いっそ開き直っちゃうところ。他ほかの女の子はもしかしたら嫌がる所かもしれないけれど、私にとってその君の有り様はベストだね。私はほら、他の子とモンジ君が何をしていたとしてもＯＫだと思っているから」

「キリカはそれがＯＫなのか？」

「モンジ君とか、他の女の子は嫌っぽいね？　その独占欲というか、嫉妬心というのも解わからなくはないんだけど。でも、モンジ君」

「うん？」

「私は、モンジ君にとっての特別な女の子なんだよね？　私の代わりはいないし、私がいないと嫌なんだよね？　例え、先輩とイチャイチャしてエッチなことが出来たとしても、例え理り亜あちゃんの誘惑に押し負けて、そのまま取り返しのつかないことをしちゃったとしても、例え瑞みず江えちゃんと結ばれたとしても」

「一いち之の江えってのが何も想像出来ないが」

「あれ、まだそうなんだ？　ふーん……ま、それはそれでいいけど」

　なんでここで一之江の名前が出るのかが俺おれにはさっぱり解らなかった。

　あいつは確かに頼りになるパートナーではあるが、なんせあの態度だ。

　もし俺が気に入っていたとしても、一之江がデレることなんてほぼあるまい。

「ま、ともかく。他の子たちとそうなったとしても、私は私。キリカの立つ場所がモンジ君の中にあって、そこは絶対に誰だれにも代わりは出来ない場所なんだよね？」

「うん、そうなるな。今後もずっと……多分、何十年経たっても俺にとってキリカの場所は心の中にあるとみたぜ」

「だったら、私は最高に嬉うれしいよっ！」

　満面の笑みを浮かべて頷うなずいてくれるキリカ。

　その笑顔は本当に魅力的で……月明かりの下で、俺は思わず見とれてしまった。

「私、モンジ君のこと好きになって良かったよ。モンジ君に知り合えて良かった。君に出会うことが、私の物語の終末だったとしても、後悔はないくらいだね」

「おいおい、大げさだろ、それは」

「ううん。私のことを語りたいっていうことは、つまりこれで終わっちゃってもいいかな？　っていう覚悟ってことだから。だから……後は、なるべく。私が、私との関係が終わらないように、モンジ君が頑張ってくれると嬉しいかなー？」

「そりゃ、命がけで頑張るさ。キリカもみんなも、俺おれは手放すつもりはない」

　もうハーレム系主人公とか言われても構わない。

　俺は全部手放すことはなく、全部掴つかみとってみせる。

　キリカの告白に返事をすることで、俺の中でも覚悟が決まった。

「だから、キリカの話を聞かせてくれないか？」

「解わかった。でも、まあ、実はもう一個怖いことがあるんだけどね」

「ん？　弱点が知られること以上に、か？」

「うん。……モンジ君に嫌われないかなあ、って」

　――そういえば、キリカはかなり悪い魔女だったんだっけか。

　なんかこれから語られる内容はそういう、酷ひどい話だったりするのかもしれない。

　だが、それは今のキリカには何も関係ないはずだ。

　関係があるとしても、聞いたから嫌うってことだけはしない、そう覚悟しよう。

「よし。キリカがどんな悪い魔女だったとしても覚悟した」

　ぐっ、と歯を食いしばって頷うなずく。

「え？　あー、そっか、そっちもあるんだね。わー、私ってば意外と条件厳しいんだなあ、モンジ君に好かれるの」

「なぬ、他ほかにもまだ何かあるのか？」

「うーん……」

　キリカはさらに悩むように視線をうろつかせると。

「すぅ……はぁ……」

　深呼吸をして、目を閉じる。

　自分が悪い魔女である、以上の内容か。

　皆目検討もつかない以上、最も早はや黙って聞くしかない。

「実はね」

　キリカが再び、俺の目をじーっと真まっ直すぐに覗のぞきこんでくる。

　それはどこか縋すがるような視線にも思えた。





「実は私、魔道書のロアなの」





　その意味を俺が正確に知るのは、その後に続く説明を聞いた後のことだった。





◆????-??-??T??:??:??　"???"





　とある書物蒐集狂ビブリマニアの女性は、一冊の本を探していた。

　それはこの世のどこにも存在していないとされる本で、ただ中身の噂うわさだけが広まっている物だった。いわく、その書物にはこの世にあるあらゆる『物語』が描かれている。いわく、その書物にはこの世のものではない『物語』も描かれている。いわく、その書物にはこれから生まれる未来の『物語』すらも描かれている、と。

　つまり、その本さえ手に入れることが出来ればこの世の。そしてこの世のものですらない。未来の物語すらも、全すべて読むことが出来る。そんな読書家にとっては夢みたいな本の噂。だからこそ、当然『この世のどこにも存在していない』と言われていた。

　だが、ある日。

　その書物蒐集狂は聞いてしまったのだ。

　彼女が旅先で訪れたアメリカにあるとある村に、その噂の本が『在る』という話を。

　半信半疑だったものの、彼女は探さずにはいられなかった。だが、噂の本はその村にとっても守り神のように祀まつられているもので、余よ所そ者ものである彼女には読ませることはおろか、見せることすらも出来ないと言われてしまう。

　だがどうしても、その噂の本を読みたかった彼女は。いや、手に入れて、自分の物としたかった彼女は、その夜に行動を起こした。

　寝所を抜け出し、本が祀られている祠ほこらまでこっそりと向かったのだ。そう、彼女はその本を盗み出そうとしたのである。

　厳重な警戒がされていると予想していた彼女だったが、その祠には警備の者はおろか、鍵すらもかけられていなかった。村人はその本に触れれば災厄が訪れると信じており、だからこそ祭事の時以外は一切その祠に近寄らないようにしていたのだ。

　拍子抜けした彼女は、そのまま薄暗い祠の奥に安置されている本の祭壇まで辿たどり着ついた。本当に呆あつ気けなくその場に来た彼女は、台座の上に置かれた赤い表紙の本を見た途端に落胆してしまう。

『伝説の書物』とされているから、どんなに素晴らしい本なのかと思っていたら。

　そこにあったのは、虫に食われてほとんど穴だらけになってしまっている、ボロボロに黒ずんだ汚らしいゴミのような本だったからだ。

　神としてこの本を崇あがめるあまり、その手入れや保管を怠ったのだろう。そう思った彼女は激しく気落ちしながらも、少しでも読める所はないかと表紙をめくってみる。



　そしてさらなる落胆が彼女を襲った。



　表紙はめくっただけで取れてしまい、ボロボロと崩れ落ちてしまった。もう二度とその本に『表紙』というものが出来ることはない。だが、きっとそれでもいいだろう。



　何な故ぜなら、その本の中身は完全に白紙だったからだ。



　一枚、一枚。めくる度に、ボロボロとそのページは崩れ落ち、紙片と成ってしまう。赤黒い粉のようなものがヒラヒラと舞い散り、埃ほこりと混ざり合って彼女をむせさせる。咳せき込こんだだけでとあるページはヒラリと取れてしまい、そのままバラバラになってしまった。

　そしてそのどれもが完全に白紙だった。

　そう、そこにあった本は……いや、中身のないものなど最も早はや『本』とすら呼べないその物は、単に村人が作り上げただけの偶像。単なる噂うわさだけの物だったのだ。

　虫食いだらけの、白紙の本。

　実際『全すべての物語』が収められている本なんて物は存在しないのだから、こういう何もない噂の物にこそそんな噂が立ってしまったのだろう。そう判断して彼女は祠ほこらから外に出ようとする。

　だが、その時だった。



　カサカサカサカサカサ。



　とても耳障りな音が祠の中に響き渡る。

　それは彼女の立つ足元から。壁から。天井から。

　祠の至る所から、縦横無尽に聞こえる音だった。



　カサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサ！



　その音は彼女の周囲だけでなく、すぐ近くからも聞こえてくる。

　一体それはどこだろう？　と体に触れてみた彼女は、そこで絶叫することになった。

　自分の手の上を、無数の赤黒い点……。

　小さな小さな『蟲むし』が大量に這はいまわっていたからだ。

　先程、埃と混ざった赤黒い粉は本の欠片かけらなどではなく。その本を食い尽くしていた、大量の蟲たちだったのである。つまり、彼女は埃と一緒に、その蟲をも大量に口の中から体内に吸い込んでしまっていたのだ。

　猛烈な吐き気をもよおしても、最早息をすればするほど蟲たちは彼女の中に入り込む。

　さらにあろうことか、体中を這はい回まわるその蟲むしたちは、彼女の皮膚を食い破って体内にどんどん入り込んでいくではないか。

　生きながら、そんな大量の蟲たちに食われる絶望に彼女は激しく絶叫した。

　一刻も早く逃げ出したい。

　こんな場所にはいたくない。

　だというのに、彼女の体は一歩たりとも前に進んではくれない。

　何な故ぜなら、その足はとっくに蟲に食い尽くされて、骨すらもなくなっていたのだから。

　まるで赤黒い水に溶かされていくかのように、彼女の体は小さくなっていく。

　自分はこのまま蟲に食い殺されてしまう。そして跡形もなくなってしまうのだ。

　そんな絶望の中、彼女はその『声』を聞いた。



『このままだと消えちゃうけど。どうする？　消えたくない？』



　それは明るい、少女の声に聞こえた。

　疑問に思った瞬間に、その『声』はさらに続ける。



『私が食べた物語は、いつまでも私の中で生き続けるの』



『物語』。

　そう、今この瞬間――書物蒐集狂ビブリマニアの彼女は、単なる『物語』になっていた。

　存在するはずのない本を探し、祠ほこらで蟲に食われて消滅する恐怖の物語の登場人物に。

　だけど、そのままだとこれは誰だれに知られることもなく消えてしまう物語だ。

　それは――とても寂しいことだと、彼女は思った。

　だから。

　その声を受け入れる。



　――私も、貴女あなたの物語にして下さい。



　と。



『あはははっ、ようこそ、私の物語に！』



　その笑い声が彼女の中に響き渡った時。

　そこにはもう、書物蒐集狂だった彼女はいなくなっていて。

「捕食完了。ごちそうさまでした」

　赤い髪をした一人の名もなき少女が現れていた。

「貴女あなたの『物語』は……なるほど、本を集めることだったんだね。私も『物語』を集めて食べる為ために生まれたから、お互いの利害は一致しているよ。良かったね――書物蒐集狂ビブリマニアの『ニトゥレスト』さん」

　少女は床に落ちていた『彼女』の服を着ると、その祠ほこらから外に出る。



「私は――ええと。魔女の残した魔道書としてこの村に恩恵と災厄を与えるものだったのね。そして、今は……この世の全すべての物語を食べて、この世のものじゃない物語も食べて、未来の物語も食べればいい……みたいな感じかな？」



　噂うわさと噂が交ざり合い、そして生まれた最悪の『魔道書』。

　まだ『ロア』という言葉がなく『物語』と呼ばれていた時代に生まれたロア。

　他ほかのロアを食べる為に蟲むしを使うロア。



　そして、その日。



　村人たちを全て『自分の物語』として食べたロア。

　それが後の世で『魔女・ニトゥレスト』として知られるロアが生まれた物語だった。





◆2010-07-12T22:30:00　"Sakaiyama"





「その村ではむかーし、魔女狩りが盛んに行われていてね。村人たちはみんな『魔女』というものにとっても強い恐怖、畏怖みたいなものを抱いていたの。それこそ、神様に対する信仰とか、悪魔崇拝に近い感じのをね。だからただの白紙の本だった『私』は、そういう噂をいっぱいされることでこういうロアになったの。この世の、この世のものですらない、ありとあらゆる『物語』を食べて食べて食べ尽くす、そんな『ロア』にね」

　キリカの語るキリカ自身が生まれた時のこと。

　それは遠い昔の、なんともおっかない話だった。

「本を食べる蟲が人間を食べる、なんてことあるんだなあ」

「いや、普通はないよ？」

「うん？」

「その『書物蒐集狂ビブリマニア』さんも、とっくにロアだったということ。色んな本を探し求めて様々な場所に現れる魔女として知られた、ね。だから私の蟲むしが普通に食べることが出来たって感じ。まあ、彼女の『物語』を取り込んだおかげでこうやって人間の魔女としての体を手に入れることが出来たんだから、ラッキーだったけど」

「そっか。その人はつまりとても可愛かわいかったんだなあ」

「あははっ、どうだろうね？　今の私は色んな年代に姿を変えることが出来るから」

「あれ、そうなのか？」

「うん。だから、モンジ君に会うちょっと前は中学生やってたりしてたよ。名前は『霧きり絵え』って名乗ったりしてね」

「ふえー……ロリキリカとかも見ることが出来ちゃったりするのか」

「ん？　モンジ君ってばやっぱりそっちの方がいいの？」

「やっぱりってなんだ。俺おれは普通に、今のキリカの体が好きだ」

「うわっ、体だけ褒められた気分っ！　あははっ、でもありがとね。私もこの『仁に藤とうキリカ』の体の状態、気に入っているんだー」

「お、そうなのか？」

「うん。だって、モンジ君が気に入ってくれているでしょ？」

　キリカが自分を気に入っている理由が、俺が気に入っているから。

　というのがなんともこそばゆくて嬉うれしくなる。

「しかし、今の話の内容で何が心配だったんだ？」

「うん？　うーん……引いたりしなかった？」

　そりゃ、人を食べた話だったりしたのでちょっと不気味だとは思ったものの。

　実はそれがロアだったと聞くと、やっぱり『不思議なこと』の範はん疇ちゆうだったわけで。

「まあ、村人を全部食べてしまったというのは驚いたけどな」

「あれ、そっち？」

「うん？」

　キリカが気にしていることと、俺が気にしていることがどうもずれている気がする。

「あ、うん、だから、ほら、モンジ君さ……」

「うむ？」

「ええと……私の本体というか、本当のスタートは魔道書なわけなんだけど。というか、こうしている今も本当は魔道書が人間の姿をとっている、という状態なんだけどね？」

「ああ、うん。凄すごいよな。生身になれるんだろ？」

「うん。それはもうバッチリ生身。とても新鮮な生き娘むすめボディのままだよ」

「きむすめ……ぼでぃ……か……」

　ゴクリ。

　思わず唾つばを飲み込んでしまう俺おれ。

「でも、ほら。こう……男の子って『実は無機物！』とか『実は人工物！』とかって、あんまり好きじゃないんじゃないか、とか……」

「ん？　……ああっ、なるほど！」

　言われてようやく気が付いた俺。

　つまりキリカは、自分の本体が『人間の体』ではないことを気にしているのか。

「そうだなあ、もしかしたら男の中にはそういうの気にするヤツがいるかもしれないけど。でも、俺はまるで気にならないな」

　しかも今は完全に人間の体、きむすめぼでぃらしいし。

　そう聞けばほとんどの男は問題なんてないんじゃないだろうか……いや、これは一部の男子の意識なのか？　流石さすがに統計を聞いたことがあるわけではないから解わからん。

　だが。

「少なくとも俺はまるで気にならないぜ」

「ほんとに!?」

「ああ、ほんとほんと」

「じゃあ、ちゃんとエッチもしたくなる!?」

「ああ、なるなる。って、何言ってんだ!?」

「ああ、良かったぁ!!　もうモンジ君が私の誘惑にドキドキしてくれなくなったり、ゆくゆくはエッチもしてくれなくなったりしたらどうしようかと、ずーっとハラハラしてたから……ほんとに良かったぁ……ふぅ……」

　誘惑にドキドキとかはさておき。

　ゆくゆくはエッチて。

　ええと。

　そのう。

「……ゆくゆくは、して欲しかったり、するのですか？」

　うっかり尋ねてしまう俺。

「うん？　そりゃもちろんだよ。好きな人、恋した人にして欲しいのは当たり前だよ？」

　さらりと言われてしまった。

「ええと……」

　そしてそのまま、ついつい胸とか見てしまう俺。

　その途端、キリカはニンマリ、と笑って。

「ふふっ、モンジ君ったら。今日はダメだからね？　誘惑したりしない、って理り亜あちゃんに誓ったばっかりだし」

「う、うむ。俺もいやらしいことはしない、て誓ったしな」

　しかし、そ、そうか。……ＯＫなのか。

　こう、目の前にいる最高に素敵な女の子がＯＫを出しているという状況。

　そんな時、イケメンでモテモテの皆さんはどう対応しているのだろうか？

　少なくとも最近になっていきなり女性が増えた俺おれには、そんな対応策は何ひとつなかった。なので、結局はドギマギしながら「あー、うー」と唸うなることしか出来ない。

「ふふ、ほんとだ。モンジ君って、本当に私が魔道書だとか。……人もロアもいっぱい食べてる悪い子だとか。そういうのを何も気にしないんだね」

「うん？　ああ、それは多分、ほら」

「ほら？」

　なんて言えばいいのかとても迷ったが。

　もう、ここは素直な気持ちでそのまま言葉に出すことにしよう。



「今のキリカのことが好きだからだよ」



　そう言って、数秒後。

「………………!!」

　キリカの顔が思いっきり真まっ赤かになって。

「うわあああああ！」

　と叫び出す。

「ど、どうした!?」

「ど、どうしたもこうしたもないよ!?」

　な、なんだ？　キリカは俺の手を握ったままブンブンと振ると「うああああ」とか「ひゃあああ」とか謎の声を上げている。

「も、モンジ君ってば、モンジ君ってば!!」

「お、おう！」

　やはりストレート過ぎたか！　いや、だが、今のは本当に正直な気持ちだ。

　好きなのは確かだし、ええと。なんかこう、俺ならエッチもＯＫだ、とか言ってくれている子を嫌ったりすることも出来まい！　ただ、そんな中自己弁護をするとすれば、ちゃんと先輩や理り亜あへの気持ちみたいなものは別にあったりするわけで。

　この世にある『一人のことだけを大事にする、それが男の道だ！』という概念とは、俺は真まっ向こうから戦い抜かなければならないんだろうな。

　よし。来い、硬派な概念！　俺はその概念を、ハーレムサイドの主人公としてぶち壊してみせる!!　……どことなく後ろめたい気もするが、気にせずにやってやるさ!!

「ふはー、モンジ君ったら。君ってば、ほんっとうに……」



    

  









    
      

　キリカが自分のほっぺをすりすりしながら、ふーはー息を荒げている。

　凄すごい珍しい顔だなあ、とついついニヤけてしまう。

「んもう、大好きっ。君のこと、私、絶対幸せにするからねっ！」

　もの凄い満面の笑みでそう告げられて。

　ああ、うん。この笑顔の為ためだったら、俺おれだってお前を幸せにしてやるよ。

　そう心に誓えるのだった。



　少なくとも、その時の夜はお互いに、そう思っていて。



　だからこそ、この少し後に俺とキリカが戦わなければいけなくなるなんて。



　その時の俺は、そしてキリカの方も。

　まるで思っていなかった。



    

  
    
      


◆第二十五話：‥“〝予兆の魔女・アリシエル”〟のロア



◆2010-07-21T11:30:00　"Hayate's Room"





「お前さん、もうすぐ死ぬぜ」

　旅行から帰ってきて、一週間以上が過ぎた、夏休みに入ったとある日。

　特にキリカとの関係は変わることもなく。ヤシロちゃんが放ったらしい二人のロアが行動を起こしたりすることも特になく。別にこれから色々関係が変わったりするということもないままの日々を過ごしていたら。突然アリサが俺の部屋にやって来たのだ。

　この慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな銀髪美少女中学生は、こういう時は腕を組んでニヤリと笑っている。

「それはもう、けちょんけちょんになって無残に死ぬぜ」

　話の内容は物騒だが、その外見はいかにも真夏を満喫している女子中学生で、真っ白な肩と鎖骨が見えるワンピースがやたらと可愛かわいい。不敵な笑みすら『ちょっと気の強い女の子』という風味を醸しだしていて、なんというか『私って可愛かわいいだろ？』みたいな自信満々のオーラが窺うかがえる。

「それはアレだろ。ヤシロちゃんにやっつけられるかもしれない、って予兆だろ？」

「なんか勘違いされているが、別に直接の死因が『ノストラダムスの大予言』のせいだとは私は言ってないんだがな？」

「あれ、そうだったっけ？」

「……言ったかもしれんが、まあ、それはそれ、これはこれ、だ」

　予兆とか予言っぽいことを語るくせに、そこはとてもいい加減だった。

「まあいいじゃないか。人はいずれ死ぬ。その死因は多岐にわたる。それで」

「それが普通なんだが『予兆の魔女』がそれを言っちゃまずいんじゃないか」

「いいんだって。私の予兆は回避出来るのでも有名なんだからな？」

　そう、その予兆は絶対の未来ではなく、あくまで『このままだとこういうことが起きるから回避した方がいいよ』というものだ。簡単に言えばよく当たる占い師みたいな。

「まあ、わざわざ教えに来てくれたってのは嬉うれしいけどさ」

「そうだろう。四六時中エロエロなことを考えている男子高校生の部屋にこんな美少女が上がってきているんだ。もっと全身から喜びを表してもいいんだぜ？」

　いかんせん、見た目は超がつくほど清せい楚そな美少女っぽさ満点なのに、その口調と雰囲気は悪ガキみたいなものだから『エロエロ』な気分とは程遠くなる。



    

  
    
      



    

  
    
      

「同じ『魔女』である、キリカがこの部屋に来ようものならば俺おれはそっち方面の誘惑に耐えられるかどうか微妙だが、アリサはちょっとなあ」

　しかもあんな告白があった後。今の俺はキリカの誘惑に耐える理由がなくなっている。

　もっとも、それから何も発展していないので特に問題はないのが現状だが。

「ロリコンではない、と？」

「いや、中学生はまだ発展途上なので俺的には射程範囲だ」

「確かにな。これでお前が20歳とか超えた男で『中学生ＯＫです、キリッ』とか言ってたら私は『お前さん、もうすぐ捕まるぜ』という予兆をしなきゃいけないとこだった」

「うむ。なので年齢や外見というよりは、むしろ……」

　スタイルがな、と言いかけて。

「悪友みたいな言い回しのせいでそっちの気持ちにならないわけだよ」

「なるほど。これで私が『お、お兄ちゃん、うるうる』みたいなキャラを目指していたら、今いま頃ごろは押し倒されていたかもしれないってわけか」

「まるで俺が妹好きかのように」

「好きだろ？　シスコンだもんな」

　否定は出来ないが、そのまま肯定するには抵抗のある確認だった。

「こほん。で、なんで改めて俺に言いに来たんだよ、その予兆」

　ここは話を戻すに限る。このままだと『というわけで理り亜あに手を出せよ』とか言われかねない。そして、俺は既に理亜の誘惑に何度か負けそうになっている。後押しなんかあった日には、それはもう転がり落ちるようにやらかしてしまう可能性もなくはない。例えキリカと恋について語り合った後であっても、ハーレム系主人公を目指すことを心に決めた俺にとって、誘惑とは乗っかるべきものなのだ。うむ、それでいいはずだ。どことなく罪悪感が過よぎるが、いつか慣れてくれるはずだろう。とはいえそれは今ではない。理亜には理亜で、このまますくすくと綺き麗れいに育って欲しい兄心の方が強いからだ。よし。

「理亜に手を出せって話に持っていかなくていいのか？」

「そうなりそうだから話を戻したんだよ！」

　そしてやっぱりこいつは魔女だった。とっくにそんなもの見抜いた上で、敢あえてそっちに話を持って行こうとしていやがったのだ。そもそもロリコンとか中学生とか言っているが、実際の年齢は俺たちよりも何倍も上だろう。下へ手たをすれば何十倍も。魔女っていうのはそういうもののはずだ。

「まあいいや。そっちはこのままの流れに任せるとしてだ」

「うむ」

　このままの流れだとなんかあるかもしれないのか。ちょっと注意しとこう。

「と、いうわけでお前さんはこのままだと死ぬんだ」

「うん、どういう予兆なんだよ？」

「もう、ずっと前から言われてる不安要素、懸念事項があるだろ？　それがついに表面化するって言えば解わかるか？」

　ずっと前から言われている不安要素。

　いったい何のことだろう、と考えているとアリサはニヤニヤ笑って自分を指差す。

「ヒント・私」

「アリサが懸念事項？」

「いやいや。私は何者だ？」

「魔女、だよな」

　と、そこまで口にして気付いた。さっきも名前を挙げた人物に対して――俺おれはもう、何度も警告を受けている。まるで気付かなかったのは、そういう存在だと知っていても、このあいだすっかり『ただの女の子』として見てしまったから、というのもあった。

「そういうことだ。『魔女』は信じるな、ってものさ」

「……それは確かに何度も聞いてるけどさ」



　仁に藤とうキリカを信じるな。



　この言葉は、本当によく聞いていた。聞いてはいたのだが……。

「うーん……」

「やっぱ、敵には思えないか」

「そりゃな。今まで何度も助けて貰もらったし、何度も励まして貰ったし」

　それに、告白の後にした会話もある。わざわざ自分の弱点に繋つながる過去まで教えてくれたのだから、そんなことまでして俺に害を成すなんて方が不自然だ。

　もちろん、あいつの正体や過去については誰だれにも話していない。「そんな私でもいいのか」という為ための打ち明け話だったのだから、それをみんなに広めるのはおかしいもんな。

　とはいえ、この『アリサの予兆』は確かなものというのも知っている。

　だとすると……どういうことなんだ？

「敵に、なるのか？」

「いずれ害を成す存在という意味では敵だろうな？」

「……俺の物語の一人なのに？」

「さて、本当にあいつはお前さんの物語なのか？」

「え？」

　アリサは何を突然言い出したのだろう。キリカは俺が二番目に物語にした『ロア』だ。

　それなのに『本当にお前の物語なのか』とはどういうことだ？

「いいかい、ハンドレッドワン。こと、お前みたいな『物語収集』系のロアってヤツは、その『物語化』っていうものが大事になる。だからよーく、深く思い出してみるんだ。仁に藤とうキリカは。魔女ニトゥレストは。本当にお前さんの物語になったのか？　他ほかの物語になったロアたちと同じパターンが適用されていたか？」

「それ、は……」

　思い出してみる。

　あれはまだ、ちょっと前の出来事のはずだ。

　――それなのに。



「あ、あれ？」



　俺おれは、キリカと対たい峙じした記憶はあるものの。

　あの時の細かい記憶が思い出せない。

「案あんの定じよう、忘れちまってるようだな」

「いや、でもほら。どんな会話だったかとか、あの時のあいつの顔とかはなんとなく思い出せるぞ？　記憶ってそういうもんじゃないのか？」

「そう、記憶っていうのはそういうもんだ。だからこそ、改変も容易たやすい。お前さんはもうとっくにキリカのヤツと何度も接触しているからな。あいつの『蟲むし』が体の中に入る機会だって多かっただろう」

　多いわけではないが、確かにあの直後。

『神隠し』の事件の時、俺はあいつの蟲を体にキスマークと共に入れられたことがある。

　それに、キリカだったらいつでも俺と接触する機会はあったのだから『蟲』を仕込むことだって容易いはずだ。それこそ、記憶を弄いじるような蟲を入れることさえも。

「いつでも出来たのさ。『ちょっと記憶を書き直す』くらい。あいつにとって都合の悪い部分を軽く思い出せなくさせるだけでいい。あいつにとって不安要素になる行動を取りづらくさせればいい。そうするだけで、あいつは『お前の物語ではないのにお前の物語』として行動することも出来たってわけだよ」

　アリサの顔は常に不敵な笑みを浮かべている。

　こいつの『言葉』もまた『魔女の言葉』なのだ。

　キリカという魔女を敵視させようとして、こう言っている可能性もゼロではない。

「まあ、胡う散さん臭くさい美少女である私よりも、自分に優しいキリカを信じたい気持ちは解わからんでもない。だからこそ、私は提案しに来たんだよ」

「提案？」

「ああ。夏休みの宿題をリアとスナオに押し付けて、お前さんの部屋に来たのはそれをする為ためだ。別にエロいことをさせる為じゃない。あ、いや。別にエロいことされてもぶっちゃけ構わないんだが」

「構わないのかよ」

　思わずそっちに反応してしまう。

　白い肩、透き通るような鎖骨の辺り。

　大変魅力的な外見なのは否めない。ゴクリ。

「ああ。そんでもって、ここぞって時に大声を出すことによって最悪のタイミングを狙う。慌ててやって来るリアとスナオ。押し倒されて服が乱れている私。焦るお前さん。そんなシチュエーションになれば……私の予兆通り、ということになるだろう？」

「確かに、俺おれは絶対理り亜あとスナオちゃんに殺されると思います」

　なんて恐ろしい策略だ。

　女の子は自分の体を武器にすると言うが、つまりこういうことだったんだな。

　でもそれだとキリカはなんの関係もないよな、と思いつつ。やらないからその予兆は現実にならないんだろうな。なるほど。

「で、提案ってなんだよ？」

「うむ。ちなみにこの提案の内容も、何なに気げにそっち方面の話だったりする」

　そっち方面。

　ふざけてエロい方面の話に振っているのかと思ったが、もしかして伏線とか前フリとか、そういう上う手まい話術か何かだったのだろうか。

「お前さんを結果的に殺すのは、仁に藤とうキリカ。あの魔女だ」

「……ヤシロちゃんじゃないんだな？」

「間接的、或あるいは関かかわっている可能性も否定出来ないから、全く無関係とは言い切れないがな。私が見ている予兆はキリカがお前さんを死に追い込むというものだったよ」

「キリカが……」

　やっぱり、俺には信じられない。

　あいつは確かに食えない女の子だが。

　それでも、俺と接してくれているキリカに嘘うそはないと思いたいのだ。

　あの時の態度だって嘘には思えなかったし。あいつの覚悟の強さだって感じた。

　だけどアリサの予兆は――信頼出来るものだ。何な故ぜなら『ロア』は嘘をほとんどつけない、という制約がある。ほとんど、なので自分の存在を賭ければある程度はつけるのだが、アリサがここでそこまで命を賭ける必要性はないように思えるし。そもそもこいつは、どちらかと言えば『予兆は教えるが、どうするかは好きにしろ』というタイプだ。そんなヤツがわざわざ嘘をつくこともない。

　だとすれば、そうだな。

「俺おれもその予兆を見ることって出来ないのか？」

「うーん、見せても構わないんだが、リアに『いいか？』って尋ねたら……」

「うん」

「『絶対にダメです！』って」

　口調まで真ま似ねして言われてしまった。しかもちょっと似てた。

「ぜ、絶対になのか」

「ちなみに私の予兆を他人が見る場合、精神的な接触が必要になる」

「精神的な接触？　……ふむ」

　接触と聞くと、どうしても服とか膨らみかけの胸とか見てしまうわけだが。

「例えば、手と手を繋つなぐのは肉体的な接触だ。これでも、私とお前さんが心を通わせるくらい仲良しなラブラブ関係ならば精神接触度は上がるだろうな」

「ああ、手を繋ぐのは仲良しの証拠、みたいなものか」

　キリカとは手を繋いで帰ったのを思い出す。

　あれは確かに、精神的な接触度はかなり高かっただろう。

　なるほど、精神的接触の意味がなんとなく解わかってきた。

「次に、例えばお前さんが私のたわわなボインに手を当てるとする」

　どこにそんなたわわなボインがあるのだろうか、と思ったが口には出さないでおく。

「この場合、お前さんは手に物もの凄すごい集中するだろうし、私の体に一心不乱になるだろう。そして私はそんなお前さんが何を考えているのか気になって仕方なくなる」

「一心不乱って。そんなことになれば、俺だって『痛くないかな』とか『上う手まく触れているだろうか』とかで、お前のこともかなり考えると思うぞ」

　実際、そうやって女の子の胸を触ったことはないので確証はないが。

　きっと俺は手にだけ集中せず、相手が何を思っているか、とかも考えてしまうだろう。

　って、ああ、そういうことか。

「そういうことだ。つまり胸を触れば、それなりにお互いがお互いのことを考えることになる。生なま乳ちちならもっと、だろうな？」

「生乳って。流石さすがのアリサでも恥ずかしいだろ、それは」

「そりゃあ恥ずかしいに決まってるだろ。私は経験豊富な美少女に見えるかもしれないが、実際は男との接触なんてしたことないんだから。『初めての男』のこととなれば、いくら魔女とはいえ考えまくらずにはいられない」

　いや、全然経験豊富な美少女には見えない。

　むしろ、本当に見た目だけならどこぞの箱入りお嬢様だ。

「乳揉もみでさえそんなに精神的接触が行われるってことが解ったか？」

「ああ、うん。肉体的接触っていうのはかなり精神的接触と同義になるんだな」

「いやあー、慣れきって『カラダだけのカンケイ』ってものになった場合、心では別の人のことを思いながらも肉体は接触するってのもあるらしいがな？」

「お、大人おとなだな、それ……」

　俺おれはそんな領域に達することが出来るだろうか。

　いや、達する必要もないからいいのだが。

「えーと、つまり、その。アリサから『明確な予兆』を見せて欲しい場合は……ある程度の精神的接触……肉体的接触が必要ってことなんだな？」

「そういうことだ。お前さんが『どうしても！』って言うなら私も新たなマスターの為ためにそのままの意味で一肌脱ぐことも辞さないんだが。リアには『絶対にダメです！』って言われているからなあ」

「まあ、ダメ、だろうな」

　理り亜あは潔癖症なところがある。同じ家の中で兄がそんなふしだらな精神的接触を行なっていたら、もう二度と口もきいてくれないかもしれない。しかし便利だな、この『精神的接触』って言葉。

「ちなみに今の話も全部伏線だったりするんだぜ」

「なんと。すげえな魔女」

「凄すごいだろう？」

　得意げに胸を逸そらすアリサだったが、その胸元は『スナオちゃんより膨らんでいるが、理亜よりは少ない』という歳相応のものだった。いや、この場合理亜が結構良い感じであるということを兄として喜ぼう。あいつは将来、美お味いしい大きさになるに違いない。

「で、今の話がどう俺の死と繋つながるんだ」

「死と繋がると言うよりは、死を回避する方法に繋げるって感じだな」

「ふむ？」

　アリサはもったいぶってから、右手の人差し指と中指を二本持ち上げ。

「ひとつの方法は、さっさと仁に藤とうキリカを殺してしまうことだ。あいつはなんでか知らないが、お前さんにだけはやたらと無防備だからな。下へ手たすれば、お前さんが『予兆があるらしいから死んでくれないか』って言ったら死にかねないレベルだ」

「いや、それは……」

　ない、とは言い切れない。

　俺に弱点まで教えてくれたキリカだ。

　或あるいは、そんなことを思う可能性もなくはない。

「今までどんな『主人公』も倒すことが出来なかった最悪の魔女『ニトゥレスト』。それを、お前さんは唯一倒すことが出来る存在なんだぜ。しかも、当人が同意する形っていうのは……つまり、もう二度と復活することもない。普通ならロアってのは噂うわさが立っちまうと復活することもあるからな？　だから、何度倒してもおっかないロアはよりおっかなくなって復活することがあるんだ」

「うげっ、そうなのか」

　だとしたら、それこそ『ノストラダムスの大予言』なんて倒せないんじゃないか。

　あれなんか、典型的な『時期的に復活する』噂話だろうし。

「当人の同意が得られた場合は別さ。もし復活したとしても、次はロアになりたての状態からスタートするからな。なりたてのロアが弱っちいのも知ってるだろ？」

「なんか薄っぺらい影みたいなものだったもんな」

　先輩の家で現れたロアを思い出す。

　あまりの弱さに踏みつけたりしたもんなあ。

「つまり、そんなものは当人じゃない。全く別の『ロア』だ。生まれ変わりとかそんな綺き麗れいなものでさえない、ただの現象で生まれた何かってことだよ」

「………………」

　キリカの同意を得て、俺おれがキリカを殺す。

　そんなこと。

「出来るはずないけどな」

「だろうな」

　俺の返事に、アリサはあっさりと頷うなずく。

「お前さんは敵でさえなんとかしたがるハーレム野郎だ。敵かもしれない、自分を殺すかもしれない、って理由で仲間の女を殺すことが出来るはずもない」

「解わかってて言ったのかよ」

「通過儀礼ってヤツさ。なんせ、もうひとつの方法の方がハードルは高いぜ？」

　アリサはそう言いながらも、物もの凄すごいニヤニヤしていた。いや、普段も不敵に笑っているタイプなのだが、このニヤニヤはそうじゃない。

　この次の言葉が、俺にかなりダメージを与えることが解っているニヤニヤだ。

「よし、来い」

　俺は勇気を振り絞って立ち向かうことにする。

　どんな話が来たとしても受け止めてみせる。それがキリカと俺が死なないで済む方法なら、それに越したことはないからな。

「くっくっく。いやいや、この方法は……ある意味、すっごい簡単でもあるぜ？　上う手まくやれば、今晩にでも決着がつけられるし」

「今晩？　……ってか、俺が死ぬまでどれくらい猶予があるんだよ？」

「大体一週間以内かなあ」

「大おお雑ざつ把ぱだな、おい」

　でも、割と猶予はあるんだな。

「後半に行けば行くほどリスクが高まるのは確かだ」

「なるほど。でも、それならみんなに相談するって手もあるし。色々な手段を考えたりすることも出来るんじゃないか？」

　今まで、ひとつの事件にかけた日数はそれほどない。

　むしろ最高で一週間かけられるのだとしたら、長いんじゃないかと思うレベルだ。

「ははっ！　みんなに相談！　いやあ、どうだろうな、それは！　わははは！」

　でも俺おれの言葉を聞いてアリサは大爆笑し始めた。

「な、なんだよ」

「いや、うん、いいかもしれないぜ、みんなに相談。親身になって考えてくれるヤツがいればいいけどな？　くくくっ」

　なんか意地の悪い笑みになっている。

　常々思うが、アリサは意地悪だ。こういう『自分だけ解わかってて、解らない俺を見て楽しむ』という性格の悪さも堂々と持っている。それでもあんまり憎めないのは、意地悪だが悪意があるわけではないのと、陰湿なものではなくサッパリしているからだろうか。

「もういい、解った。二つ目の手段を教えてくれ」

「ふー、うん。私だけこんなに楽しんでいるのも、そろそろ申し訳ないって思ってたところだ。だから、お前さんや他ほかの連中にも悩んで貰もらうとするさ」

　とか言いながら、まるで悩んでいる様子はない。むしろ楽しんでいる。

『魔女』ともなれば、人の生死とかみんなの苦悩は面白いのだろうか、なんてちょっと考えてしまいそうになったのだが。

　俺は次のアリサの言葉を聞いて、アリサが楽しんでいた理由も。

　そしてみんなに相談出来ない理由もまざまざと思い知る。



「二つ目の手段は、あいつと完全な精神的接触をしてしまうこと。つまり――手て篭ごめにしろ、ってことだぜ！」



　手篭め。



　ＴＥＧＯＭＥ。



『手篭め』――女性を暴力で犯すこと。人を力ずくで押さえて自由を奪うこと。



「はああああああっ!?」



「あはははははははっ!!」



　俺おれの声とアリサの大爆笑が重なって、その声はおそらく家中に響いたのだった。





◆2010-07-21T18:30:00　"Bathroom"





　どうしよう、どうしたらいいんだ。



　俺は一人、自宅の湯船に浸つかりながらぶつぶつと悩んでいた。

　アリサはあの後、ひとしきり大笑いして『じゃあ色んな仲間に相談してみろよ！』と意地悪なことを言って理り亜あの部屋に戻っていった。そうだな。これは俺の命に関かかわる問題だ。つまり、みんなにとっても由ゆ々ゆしき問題のはず。だから、気兼ねなく相談を……。



「相談出来るかー!?」



　ザブン、とそのまま頭まで湯に突っ込む。

『キリカに殺されるかもしれないから、キリカを殺すか、手て篭ごめにしなければなりません。どうしたらいいでしょうか？』

　そんな相談をしてしまった日には、絶対に白い目で見られるのは確かだ。一いち之の江えなんか物理的に刺してくるか、言葉の刃で精神的にザックリ刺してくるだろうし、音ね央おはきっと冷ややかな目で見るだろう。鳴な央おちゃんなんか下へ手たすれば泣いちゃうかもしれん。

「いやしかし、命がかかっているんだぞ？」

　ザバッ、と頭を出して思い直してみる。

　そう、命がけなのだ。

　このままだと俺は死んでしまうらしい。だからこそ、その未来を変える為ためにアリサは俺に予兆を教えてくれた。そして、回避の方法も教えてくれた。

　そう、何度も言うが命がけなのだ。



「みんな、俺は俺が死なない為に……キリカと精神的接触をする！」



　極力濁した言葉にしてみたが、十中八九アウトだろう。

　この言い方で誤ご魔ま化かされてくれるのはスナオちゃんだけに違いない。スナオちゃん、君はそのままどうか大きくなってくれよ。

　さておき、となるとみんなに相談するというのは実質不可能な気がする。

　だとしたら……。



「キリカ、本人、に？」



　それもまずい気がする。

　どうまずいかと言うと、アリサが言った通りキリカはもしかしたら俺おれの為ためならば死ぬことも受け入れてくれそうな気配があることだ。それこそ、これはそういうシーンの為の前フリみたいになってしまっている。条件は全すべて整った、後はキリカと精神的接触をするだけだ、みたいな。

　ちょっと考えてみよう。



「実はキリカ。お前を殺す以外の方法もあるらしいんだ。それは、お前を手て篭ごめにすることなんだ」



　………………………………。

　…………………………。

　……………………。



「ぶふっ」

　危ない。鼻血が出るところだった。

　あいつのことだ。確実に今までで最大級の誘惑をしてきて、俺の理性という理性を根こそぎ喰くらい尽くすに違いない。そして理性を失った俺がすることと言えば、きっと大変なことだ。それがどれくらい大変かと言えば、今まで我慢してきたこと全部だ。いわゆる、恋人関係というものに憧あこがれた青少年が恋人にしてみたいこと全部だ。有り余るこのリビドー的なものを全てあのいやらしいボディに叩たたきつけるに違いない。そして今の俺はそれを想像してはニヤニヤしそうになる、最悪の状況なのだ。このままではアリサの忠告に従って、ついついＴＥＧＯＭＥ方面に進んでしまいそうな……いやいや。手篭めは良くない。きちんと同意を得てだな……。

「いや、だから同意を得られそうなのがアレなんだっての！」

　ぶくぶくぶくっ。

　俺おれは口元まで湯に沈んで息を吐く。

　こう、こんなことを悩むというのは贅ぜい沢たくなのかもしれないが、出来れば自然に悩みたかったというのが本音だった。そういうタイミングが来て、ああ、どうしよう、みたいな。それが健全な流れというものではなかろうか。ハーレム系主人公を目指す俺だって、出来ればこのままのんびり過ごしていきたいと思っているのだ。

　――だが、俺が生き残らなければ俺の物語たちも生き残れない。

　だとすればこれは仕方ないことでは……？



「うおおおおおおおっ!!　俺のバカ!!　俺のバカァァァ!!」



　頭を抱えてバシャバシャと何度も頭を水面に打ち付ける。

　なんて最低な考えが浮かんでしまったのだろう。

　自分の命惜しさと、みんなの命を守るという体で『だから仕方ない』とか言う理由でキリカとそんなカンケイになることを肯定しようとするなんて……！

「くっ、死にたくなる……」

　これが死の予兆というヤツか。

　恐ろしいな、ほんとに。まさか精神を折られるくらいの代物だったとは。

　しかし、となると……。

「ダメだ……手が、ない……！」

　恐ろしい。これが死の恐怖か。

　死なない為ための方法があるのにそれを使うことが出来ないなんて。

　どんな敵よりも恐ろしい『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』最大のピンチと言えるかもしれん。



　コンコン。



　そんな時、磨すりガラスのドアから控えめなノックの音が聞こえてきた。

『兄さん……』

　心配そうにドアの向こうからかけられる声。理り亜あのものだ。

「あ、ああ、理亜か。ええと……」

　こんなシーンを溺でき愛あいしている妹に見られるとかまるで想定していなかったのでうっかり焦るが、なんとか取り繕って平静を保とうとする。

『アリサさんから予兆を聞かされて悩んでいるのですよね？　もし良ければ私が相談に乗れたらと思うのですが……兄さん、苦しんでいるようですし……』

　とてもありがたくて、とても嬉うれしい申し出だった。

　だけど、俺おれは理り亜あに上う手まく話せるだろうか？

　っていうか、アリサのヤツはそこまでしか話してないのもわざとだよな！

　これは、俺の口から理亜に語り、そして足あ掻がいてみろという魔女の試練かもしれない。

　くそっ、やられた……！

「え、ええと……」

　俺がなんて返事しようかと言いい淀よどんでいると、理亜はそのままドアの向こうから言葉を続けてくる。

『兄さんは死ぬ時は一緒に、と言って下さいました。ですから……私も、自分の命のように兄さんを大事にしたいんです』

　嬉うれしい。嬉しくて泣けてくる。

　なのに同時に物もの凄すごく胸が痛むのは何な故ぜだろう。

「そ、そうか」

『入ってもよろしいですか？』

「――え？」

　ハイッテモヨロシイデスカ？

　理亜はいったい何を言っているのだろう？

　ここは今、素すっ裸ぱだかの俺が湯船に浸つかって悶もん々もんとしている場所。言わば男が裸でいやらしい妄想に悩みまくっていた禁断の地であり、聖女に例えられるほど純じゆん真しん無む垢くな女子中学生が入っていい場所では断じてないはずだ。

「な、な、何言ってんだよ!?」

　そりゃ声も上ずるが。

『兄さん、悩んでいるようでしたから、せめて、背中でも流そうかな、と思って……』

　消え入りそうなほど小さな声は、恥ずかしがっているものだ。

　理亜だってここが禁断の地であることを知っていてなお、提案したということか。

　だとしたらそこまで無む碍げに出来るものでもないんじゃない、かな。でも、うーん。

「い、イイヨ」

　悩んでいる俺とは裏腹に、体は勝手に返事していた。流石さすがは俺の体、正直者だ。

　そして体が答えてしまった以上、心も覚悟を決めなければなるまい。

　まあ、せめて股間にタオルくらいは巻いておこう、と俺は手を伸ばしてタオルくらいは手に入れておいた。これで理亜にデンジャラスな物体を見せずに済む。

「お、おじゃま、します……」

　理亜はおずおずと。

　バスタオル一枚の姿で入ってきた。

　完かん璧ぺきに胸から腰までをガードした姿だったが、露出した肩や太ももが真っ白で大変艶なまめかしい。しかも既に恥ずかしいのか、体も顔も鮮やかなピンク色に染まっていた。

「おおう……」

「あ、あんまり見ないで下さい……」

「もう悩みとかどうでも良くなったかもしれない……ありがとう、ありがとう……」

「え、お、拝むほどなんですかっ」

　思わず湯船から拝んでしまったりしつつ。

　理り亜あはそのまま、入り口の所でどうしたらいいか解わからずにおろおろしていた。

　――確か、背中を流しに来たんだよな。

　あんまり正面からじろじろ見ていたらこのまま恥ずかしくて死んでしまうかもしれん。ここは見たい気持ちを我慢して、背中を流して貰もらうとしよう。うむ。

「よし、じゃあ背中をごしごしして貰おうかな」

「あ、は、はい」

　俺おれは湯船から出ると、そのまま風呂椅子に座って理亜に背中を向けた。

　まあ、お湯に浸つかる前にちゃんと体は洗ったのだが、それはご愛あい嬌きようというものだ。

「あ、兄さん……」

　理亜はそんな俺の背中を見つめて。

「……そんなに大変な悩みなんですか？　頭、寝癖みたいになっています」

　さっき思いっきりかきむしるくらい頭を抱えたからだろう。

　きっと髪はすっかりボサボサになっているに違いない。

「まあ、なあ。いや、大げさに考え込むのは癖みたいなものだけど」

「兄さんって形から入るタイプですもんね。ふふっ」

　俺が見ていないというのが安心要素なのか、幾分理亜の緊張も緩和したようだ。

　そして、おずおずと俺の頭にちょこんと触れるような感触。

　――そういえば。理亜と一緒にお風呂に入るなんてのは初めての経験だ。

　小さい頃ころから仲良くしていたものの、理亜はその頃から潔癖症みたいなものだった。だから触ったり触られたり、一緒に何かをするというのが少なかったのだ。強しいて言えばおままごとで一緒に遊んだくらいだったかな。

「でも、そんなに悩むなんて……兄さんばかり、大変になるのはちょっと悔しいです」

　心配の声が胸に響いた。

　普段ならとても嬉うれしい。とても嬉しいの、だが！

　今回ばかりは物もの凄すごく胸が、痛い……!!

「あまり思い詰めないで下さいね。アリサさんの話だと、兄さんの死の予兆まで一週間くらいは猶予があるそうですし。それまで……もし私だけでは不安でしたら、皆さんにも相談してきちんと対策をとりましょう？」

　その皆さんに話した瞬間にドン引きされる可能性がある話だけに、俺おれはこんなにも悩んでいるのだ。俺だって、みんなを頼りたい……！　だけど、男には頼るわけにはいかないこともある、そう思い知っている今だった。

「そ、そうだな。どう相談しようか悩んでいた、ってのもあるんだ」

「相談しづらい内容だったのですね？」

　こういう時、理り亜あみたいに聡さとい妹だと話が早い。

　理亜ならもしかしたら、ちゃんと話せば解わかってくれるんじゃないだろうか？

　勿もち論ろん、解決策は自分でなんとかしなきゃいけないのだが、一人で悩み続けるよりはいいんじゃないか、そう思ってしまう。

　思ってしまってから、俺は後悔した。

　理亜はまだ中学校二年生だぞ……!!

　年齢的に話せる内容じゃないだろー!?

「に、兄さん……？」

「あ、ああ、どうした？」

「い、いえ。兄さんが突然、自己ツッコミを入れるみたいに頭を抱えてしまったので」

　正まさにその通りだった。

「うん、理亜には話しづらい内容だから、ほんと、どうしたものかなあ、って……」

　ここはもう、その察しの良さを頼ることにしよう。

　具体的な内容を語ってしまうと引かれてしまうかもしれないし、そもそも兄としてうら若き乙女である理亜にそんな話をすること自体がちょっと嫌だ。

　なので、もし上う手まく出来るのであれば例え話で進められればいいな、と思う。

　もし何か察してしまったとしても、それは理亜がちょっとおませさんなだけなので、その辺りは俺の問題ではなく理亜が思春期的に自分の中で解決して貰もらえばいい。よし。

「私に話しづらい、ですか……解りました。話せる範囲で構いませんし、私もなるべく察せるように頑張りますね」

　そして理亜は本当に良く出来た女の子だった。

　世の中、捨てる神あれば拾う神ありだ。

「えっと……じゃあ、えーと……」

　理亜はそのまま、カコカコとボデイソープのポンプを押すと。

「お邪魔します、ね」

　と、俺の背に手を当てた。

　ひやり、とした冷たい手の感触が背中に当たった。

　っていうか手だとぅ？

　体を洗うタオルはあるのに、理亜は自らの手で俺の背中を流すというのか。

「えと……こう、でしょうか……」

　おずおずと。とてもぎこちない手つきで背中が撫なでられて、とてもくすぐったい。ボディソープの泡が理り亜あの小さな手の中で背中に伸ばされているのだなーと思うとそれはそれで大変興奮してしまう。

　が、理性を総動員して性的な興奮はしないように努力しよう。さもないと、愛いとしい妹がドン引きしてしまうことになってしまうからな。今、理亜は俺おれの悩みを軽減する為ために体を張ってくれているのだ。そんなピュアな気持ちをどす黒い欲望で台なしにしてはいけない。

　しかし……あの旅行以来、理亜はこうやってちょいちょい攻めてくれるので、それはそれで嬉うれしくもあり、ドキドキして緊張もしてしまう。でも、嬉しいが勝るのでそのまま従う俺であった。

「ふふっ」

　背中を撫でている理亜は嬉しそうに微笑ほほえんでいた。

　もうこれだけで俺は救われた気分になる。理亜にはいるだけで癒いやし効果でもあるんじゃなかろうか？　その髪から漂ってくる香りはいつぞや、先輩の髪から感じたものと同じだったりして。そういえば同じシャンプーにするとか言ってたもんな。

「月並みなセリフですが、兄さんの背中ってやっぱり大きいんですね」

「そうなのかなあ？」

「女の子の背中に比べれば肩幅が広くて、がっしりしていますから」

「そりゃあな。俺は女の子のまるっこい背中も大好きだけど」

「もう、兄さんってばエッチですね」

　触る、ということにもうあんまり抵抗はないのかもしれない。ちょっとくすぐるみたいにツンツンしてきたり、と遊びの要素まで入れられる。

「腕も上げて下さいね」

「お、おう」

　腕を上げると、肩から二の腕にかけてまで理亜は手で満まん遍べんなく洗ってくれた。

　……なんというか、こう。

　この行為は大変いやらしいな！

　理亜の柔らかな手が俺の体を洗う、というだけで俺の頭の中はヒートしそうになる。いかんいかん。ただでさえ煩悩に負けそうな悩みなのに。ここで理亜に欲情してしまったら正まさに本末転倒だ。

「……兄さんがそんなに悩むこと、っていうのは大体解わかっているつもりなんです」

「うぐっ、そうなのか？」

「はい。兄さんの物語たちにも危険が及ぶことなんですよね。そして、それを知らせることがそもそも危ないかもしれない、みたいな」

　…………。

　確かに、キリカという魔女の特性を考えた場合。

　もし、俺おれが他ほかのみんなに伝えていたら、聞かされた人が危険な可能性もゼロではない。

　キリカが『敵』だった場合、むしろ話された人の方が危険になるのも確かだろう。

「凄すごいな、理り亜あは。まだ相談していないのに、そこまで解わかるもんなんだな」

「あれ、違ったんですか？」

　俺の返事のニュアンスから、予想が違っていたことに気付かれる。それもまた、空気感というか、呼吸みたいなもので。

「いや、俺が死ぬとみんなも危ないからどうしよう、って悩みなのも確かだよ。だけど、知らせたらみんなも危ないかもしれない、っていうとこまでは考えが至ってなかったから、ああ、そうだなー、って」

「ふふっ、早速お役に立てました？」

　クス、と小さく笑う理亜はどこか得意げだった。

「うん、それとは別の理由でみんなに……特に理亜には話せない内容だな、と思ってたんだが。なるほど、話したらみんなも危ないってのは確かだ」

「別の理由……特に、私となると……」

　理亜は何か思い悩むように呟つぶやいて、その手が止まる。

　ちょっと残念に思うのだが……その時俺は気付いてしまった。視界の端にある小さな鏡に、理亜の体が映ってしまっていることに。

　首筋の白さとか。髪のサラサラっぷりを眺めているだけでもドキドキするのに、今は半裸で泡まみれなのだ。普段クールな妹がここまで無防備な姿を見せるというのは、ギャップ的にも素晴らしい。中学二年生という未成熟な体というのもポイントが高いだろう。

　なんだろうな、最近の理亜ってちょっと大人おとなっぽくなって綺き麗れいだよな。つい最近まではそこまで気にしていなかったんだけど、最近特にそう思うというか。

「に、兄さん？」

「おっと、どうした？」

「い、いえ……鏡で、今、見てましたよね？」

　しまった、バレていたか！

「はい、見てました」

「も、もうっ、凄く恥ずかしいんですからね……っ」

「お、おう、すまん。最近大人っぽくなったな、と思って」

「あ……んもう。嬉うれしいですけど……今はそういうタイミングではありませんよね？」

「す、すまん。その通りだ」

　僅わずかにむすっ、とされるものの。

　鏡の中のその頬ほおは赤くなっていて、照れているのが解わかる。

「はふぅ……兄さんってば」

　そして理り亜あはちょっと俺おれの頭を湯船の方に向けると。

　手を伸ばして鏡を外してしまった。……なんというか凄すごく残念だ。

「これでよし。続きを話しますね」

「はい…………」

「私に話せない理由というものを、兄さんが考えるとしたら――女性関係ですね？」

　ギクリ。

　全力で残念っぷりをアピールしていた俺は、その言葉を聞いた瞬間に緊張した。

「ここからは……なんと言いますか、私が『そうだったら嫌だな』という気持ちから来た個人的な感情から来る予想も交ざってしまうのですが……」

「あ、ああ」

「さっきのアリサさんのニヤニヤ度からして、その……兄さんが生き残る為ためには、彼女が言う所の『精神的接触』を女性にしなければいけない……とか……でしょうか？」



　ピンポイント！



　どうしてそこまで解るんだろう？　名探偵もビックリなレベルの推理力じゃないか。

「え、ええと……何な故ぜそう思うんだい？」

「……兄さんの、その反応で八割そうなんだ、って解ってしまいましたけど」

　しまった、態度に出ていたか。

　いや、そもそも理亜は俺の心を読むことには長たけている子だ。遅かれ早かれ、結局は全部バレていたのかもしれない。

「ああ、もうこうなったら、あらいざらい話してしまうことにするが……」

「う……なんだか、予想を立ててしまってからだと、聞きづらい内容というものにも理解出来てしまいました」

「……聞かないでおくか？」

「いえ」

　理亜の声にはちょっとした決意が込められていた。

　と同時に、シャー、とシャワーで俺の背中の泡が流されていく。

「聞かせて下さい兄さん。それがどんな内容であっても私は……もう逃げないできちんと受け止めていきたいと思います。兄さんだけが抱えるの、もう嫌ですから」

「理亜……」

「私の命は、兄さんと共にあります。生きるのも、死ぬのも、これからはずっと一緒……なんですよね？」

「……そう、だな」

　俺おれはそう告げて理り亜あを物語にした。

　だから、命の危機である今回はちゃんと話をしなければならない。

　それは解わかるのだが。

　神よ、そういうのってもっと命がけの戦場とかを想定したセリフじゃないでしょうか？

　どうして、こんな。他ほかの女の子を殺すか手て篭ごめにするか、なんて内容を最愛の妹に語らなければならないのでしょうか。しかも命がけで。

「理亜。俺はこの壊れた世界をいつかぶっ壊してしまいたくなる時があるんだ」

「突然悪役になりましたね」

「理不尽なこの世の中を、いつか塗り替えてみせる。それが俺の目標になったよ」

「……壮大な目標って、もしかしたら些さ細さいなことから始まるのかもしれませんね」

　本当にな。

　まさか親友で、恋人にしてもいいなと思っている女の子を殺すかエッチするか、みたいな相談を妹にする時に世界について決意するとは思わなかった。

「実は、キリカをなんとかしないと俺が死ぬらしいんだ」

「ああ、やっぱりキリカさんですか」

　理亜はすぐに納得していた。

「やっぱり、なのか？」

「はい。あの夜の流れもありますし。それに彼女には『ロア喰ぐいのロア』、『魔女喰いの魔女』、『最悪の魔女』という他にも『物語を食べる魔女』など、様々な異名を持つ最悪の存在です。生かしておいたら良くない結果になるのは、多分……皆さんも解っているのではないでしょうか？」

「そんなに酷ひどいヤツかなあ？」

「いえ。いい人ですよ。兄さんにとっても、私たちにとっても。ただ、彼女の存在そのものがつまり『物語を食べる』という一点に集中してしまっているんです」

　その始まりの話を俺は聞いたことがあるが。

　理亜が知っているのは、俺の知っているものとは少し違うようだ。

「どういうことだ？」

「彼女はその名の通り『物語を食べる物語』なんです。兄さんに近付いたのだって、百の物語を集めるから、それを食べる為ためというのが本当でしょう」

　俺の物語を食べる為に近付いた。

　確かに、キリカと戦った時はそうだった。

『物語を食べる物語』というのは聞いたものなので、そこも納得出来る。当初はただのロアだったキリカが俺おれに近付いた理由も、物語が目的だったというのも正解だろう。

「故ゆえに彼女の物語は、最終的に彼女自身も消え去ってしまうという『破滅』の物語です」

「『破滅』……？」

　その言葉は俺の背中に寒さむ気けを呼び起こすのに充分なものだった。

『破滅の属性』……それは、ヤシロちゃんが集めているロアの持つもの。

『破滅』することが決まっていて、その物語が達成すると存在が消えてしまう結果になるというロアたちのこと。

「はい。『魔女』は基本的に『破滅』の物語なんです。例えばアリサさんの場合、彼女は真まっ直すぐに『破滅の未来』に進むロアなんだそうで……『既に破滅した未来』から来た、そこに向かって歩んでしまう『魔女』らしいですよ」

　アリサにも、そんな重い話があったのか。

　あの気さくで意地悪な様子からは全然解わからなかったが、彼女も『ロア』。

　大きな悲しみや罪みたいなものを抱いていてもおかしくはないのだ。

「キリカさんの物語は、最終的に『自分自身の物語』すら食べてしまい、そしてこの世全すべての『物語』はなくなった。というものです。だから彼女はたくさんの物語を集め、食べて、最後には自分すらも食べてしまって……いなくなってしまうんです」

　自分すら食べて、いなくなってしまう。

　それは確かに、物語を達成したら消えてしまう……『破滅』の物語だ。

　キリカが消えてしまうという言葉に寒気と同時に、胸の中に嫌な気分が過よぎる。

　あいつの明るい笑顔とか、楽しそうな声とか。誘惑してくれる時の扇情的な仕草とか、ビックリした時の無防備さとか。色々思い出せば思い出すほど……。

　そんなキリカがいつかは破滅する為ために動いているというのが、嫌で仕方ない。

「ですから、いつかキリカさんが兄さんを食べる為に動くというのは、皆さんある程度予想しています。知らないのはあまりロアに詳しくない人くらいでしょう。キリカさんは捕食する対象である兄さんから信頼される為、兄さんを食べ易やすくする為、とても親身で優しく、愛らしい性格、人格で過ごしているんです。それは……彼女の素すの性格でもあり、目的を達する為の手段でもあるのです」

　理り亜あは淡々と。そしてあまり感情を込めずに俺に告げた。

「それじゃ、キリカ自身は……」

「はい。兄さんに優しいのも、兄さんと楽しく過ごすのも、ロアとしての目的を達成する為に作られた人格なんです。それは、別に彼女が悪い人だから、とかではありません。普通に可愛かわいい女の子レベルの腹黒さくらいはあるかもしれませんけれど、そういうのですら本当は違うんです。純粋な『ロア』というのは、生まれた瞬間から目的が決まっていて。……その為に全てが形成されているんです、兄さん」

　キリカの笑顔が。楽しそうな微笑ほほえみが。ちょっとした嫉妬の顔が。

　彼女自身のものではなく『ロアだから』なんて理由で作られたものだというのか？

　あの時の態度とか。あの困っている顔とか。嬉うれしそうな笑顔なんかも、全部――『ロアだから』とかいう、ふざけた理由で出来ているってことなのか？

「兄さん……」

　理り亜あが後ろから俺おれの手を握ってくれた。

　どうやら、いつの間にか強く握り締めていたらしい。

「すまん。……サンキュー、そういう話をしてくれて。理亜は人のこと悪く言ったりするの嫌いだから、ちょっと嫌だったろ？」

　握ってくれた手に反対の手を乗せて、ポンポンと撫なでる。

「いえ……それくらいはいいのですけど……兄さんってば」

　じっ、と見つめられる。

　その強い意志が篭こもっている目で見つめられると、何も隠し事は出来ない。

「それでも、キリカさんはキリカさんだ、と思っているんですね？」

「ああ。『ロア』だから。『食べる目的があるから』、そんな性格で動いているって言われても。俺に優しいのは事実だし、あいつはあいつ自身、悩んだり困ったり苦しんだりしている女の子だと思うんだよ。だったら、俺はあいつをキリカとして見るのは当然って思っちゃうんだ」

「……まあ、兄さんがそう思うのも知っていましたけど」

　理亜は俺の手をさらに強く握り。

　そのまま。

「っ!?」

　俺の背中に体を預けてきた。

　ふに、と背中に何か当たる。っていうか、この当たっているものは、もしかして！

　もしかするのか!?

　そして俺は、視界の端に落ちているバスタオルを見つけてしまう。

　もしかしたー！

「り、りりりりりりりりり、りあさん？」

「……精神的接触、しちゃうんですか？」

「え」

　手を離した理亜は。

　そのまま俺の体をぎゅうう、と抱き締めてきた。

　おかげで、その体つきがかなりはっきりとよく解わかる。細い体、柔らかい胸や腕。

「キリカさんと、その……そういう接触、しちゃうんですか？」

「え、あ、いや、ええと、その、あの……」

　ぎゅうううう。

　かなり強く抱きついてくるのは、理り亜あも半端なく恥ずかしいからだろう。

　いっそ、絶対に見られないように隠してしまえ！　みたいな気持ちというか。

　それこそ、今の俺おれたちは物もの凄すごく精神的接触をしているというか。

　背中に当たる理亜の、二つの膨らみはまださほど大きくはないものの、それでも女の子らしい柔らかさを感じるくらいにはちゃんとある。これから大きくなる、というのをほのめかすには充分な代物で。つまり、そんな素敵なものが当てられている俺は今、大変幸せな状態なのだが。

　なの、だが。

　――思い詰め過ぎじゃないか？

　理亜がここまでしてくるなんて、思い詰めているにも程がある気がする。

　それは恋愛感情とかだけではなく。

　……本当に、俺のことを。命の危険を。心配してくれているのだ。

「理亜……」

「私、兄さんが死ぬのは、絶対に嫌ですからね……」

　でもだからって、俺がキリカと……というのも嫌なのだろう。

　だから理亜はここまで追い詰められてしまったのかもしれない。

　確かに、キリカを殺すなんてとんでもない。

　だとすると、俺が生き残る道は……ひとつだけ、ということだ。

「兄さん……」

　どこか泣き声すら感じさせるような、震えた声。

「今……こうしているのも、精神的な接触になるんですよね。アリサさんが言うには、ラブラブな二人だったらこれで充分、とか」

「そ、そういえばそんなことも言っていたな」

　ラブラブ、という部分を強調されたような気がした。

　しかもこれは、あいつが言っていた『生』の方だ。

　今の俺たちは、それはもうかなりの精神的接触っぷりだろう。

「兄さんは……私が今、どうして欲しいのか……解わかりませんか？」

「いや、だが、理亜よ」

　思わずドアの方を見てしまう。確か、部屋にはアリサとかスナオちゃんが宿題をしに来ていたような気がする。

「アリサさんとスナオさんは帰らせました。この家には今、兄さんと私しかいません」

「そ、そうなのか」

　そうか、帰ったのかあの二人は。

　っていうか帰らせたのか。

「それとも、もっと先の接触じゃなければ……でしょうか？」

　もっと先。

　今、この状態はかなり先の接触だ。

　さらにもっと先ともなるともう、それこそ――。

　ぎゅううう、と理り亜あがさらに俺おれの体を抱き締めたと思ったら。

　そのまま、顔を頭の方まで上げてくる。

　そして、その手が俺の頬ほおに触れて……。

「り、理亜っ！」

　俺はその手を止める為ためにも、慌てて振り向くと。

　思いっきり目を閉じて理亜の体を抱き締めた。

「きゃっ」

　理亜の体は一瞬逃げようとしてびくっと動いたが。

　それでも、こんな状態だったからか、俺を受け入れてくれた。

「に、兄さん……？　あ、あの……えっと……」

　直じかに手で触れた背中がとてもしっとり汗ばんでいて。理亜がどれだけ緊張していたのかが解わかる。今、俺たちは裸で抱き合っているんだなー！　と思えば大変興奮してもうヤバイくらいなのだが、だからこそ目は絶対に開けないでおいた。

「こう、理亜がかなり俺のことを想ってくれているのも伝わるし、なんだろうな。複雑な気持ちでいるっていうのも伝わってる、と思う。けどなっ！」

「は、はひっ」

「なんというか、うん。焦らなくていいというかっ。なんとか頑張って、大事な理亜を悲しませたりしない方向でやってみようと思うから、だからっ」

　なんて言えばいいのか解らない。

　むしろ解決策なんてないのかもしれない。

　だけど、今の気持ちがちゃんと伝わるなら、それは口から言葉にしたい。

「俺は絶対死なない。理亜も死なせない。だからこれからも一緒にいような！」

「…………はい」

　理亜の返事と共に俺の背に手が回されて。

　ぎゅううう、と抱き締められる。

「兄さんの気持ち、とても伝わって来ます。……ふふっ、凄すごく興奮してくれたりしているし、とっても我慢してくれているんですね？」

「そりゃ、大事な、大事過ぎる子だからな、理亜は」

　大事過ぎる子だから、裸で抱き合っていてもその裸は見ないようにする。

　これはなんかもう、手遅れなんじゃないかと思うものの俺おれの最大限の譲歩だった。

「私でも、こんなにドキドキしてくれるんですね……」

「言っておくが、理り亜あはものすっごく魅力的で可愛かわいくてヤバいくらいだからな！」

「あ、あう……兄さんにそう言っていただけると、嬉うれしい、のですけど……」

「今だって、アレだ。一線というものを超えたくて仕方ないこの欲望塗まみれの気持ちを、血の滲にじむような我慢の結果、頑張って抑えているんだ」

「そ、そうなん、ですね」

「ああ。だから、理亜。――こういうのは死ぬほど嬉しいけど、いつかは我慢出来なくなって野獣になってしまうに違いないから、ええと。ほどほどにな」

「ほどほど、なんですね」

「……たまにあるとやっぱり嬉しいからな」

「ふふっ、兄さんはやっぱり、エッチですね」

　ぎゅっ、と理亜は抱き締める手に軽く力を込めて。

　その吐息が、俺の耳元にかかるくらいに口元を寄せられる。

「……私も頑張って我慢しますから、どうか、ちゃんと生きて下さいね」

「……解わかった」

　我慢します、という辺りで大変胸が痛んだ。

　だが『ちゃんと生きる』ということに関しては約束したいと思う。

　こんなにも俺を想ってくれる女の子がいるのだから、簡単に死ぬなんて言えない。

　だから――。

「ありがとうな、理亜。俺の物語でいてくれて」

「……はい。私はずっと、兄さんのものですからね」

　そんな強い言葉が今は心強かった。





◆2010-07-21T21:30:00　"Tsukigakure City"





「なるほど、大体解りました」

　その夜のうちに連絡した一いち之の江えには、もういっそ全部事情を話した。

　その結果、やっぱり会って話した方がいいだろうということでこうして一之江の車の中にいるわけだが。相変わらずの大きい高級そうな後部シートに二人で座っていると、それはそれで別の緊張もしてしまう。

「そうか、解わかってくれたか」

「まさか、こんな夜に呼び出された挙あげ句く、キリカさんにエロいことをする相談なんかされるとは思っていませんでした」

　そのままの通りなので、言葉の刃がぐっさり突き刺さるのはこの際我慢しよう。

「しかも妹にまでそれを相談して、しっぽりした感じですか、気持ち悪い」

「気持ち悪いとか言うなよ!?」

　なんだろう。

　命の危険を仲間に相談しているだけなのに、どうしてこんなに苦しいんだろう。

「ともあれ、事情は解りました。私に相談したということは、アレですね」

「どれだ？」

「初めての時に失敗しない為ためのアドバイス、とかですね」

「いやいやいやいやいや、なんでそれを一いち之の江えに相談するんだよ」

「貴方あなたの中ではお姉さんキャラで通ってますから」

　……俺おれの中ではお姉さんキャラで？

　思わず俺は一之江のすまし顔と同時に、その体つきを見てしまう。

「さて。キリカさんが殺す前に私が殺しますか。ふー」

　ため息を吐きながら、一之江はごそごそとスカートのポケットを漁あさっていた。

「すみません一之江さん。貴女あなたは素晴らしいお姉さんキャラです。僕の女神です」

「よろしくてよ」

　ポケットから出てきたのは何な故ぜか消しゴムだった。

　なんだ凶器じゃなかったのか、とホッとしていたら。

「モンジの肌が千切れるまでこれでゴシゴシせずに済みました」

「ひぃぃぃっ!?」

　流石さすが一之江。一段も二段も超える恐怖を味わわせてくれる。

「それで、どうするのですか？」

「一応、キリカにも全部話そうと思うんだが……一之江は知ってたんだよな？」

「モンジがスナオさんの股間に顔を突っ込んでクンカクンカしてたことですか」

「してねえよ!?」

「してませんでしたっけ」

　少なくとも、クンカクンカはしていないはずだ。

　もしそうであれば、俺はもっと自己嫌悪で大変なことになっているだろうし。

　っていうかキリカに何も関係ないよなそれ。

「キリカが……なんというか、ああいう性格なのは最終的に物語を食べる為だ、みたいな。『ロア』だからあんな風ふうに作られているんだ、とかいう話」

「知ってましたよ。そして、そうなるのも当然だと思っていました」

　あっさりと頷うなずかれると、やっぱり複雑な気持ちになる。

「そして、それに当たり前のように絆ほだされる貴方あなたも仕方ないと思っていましたので、いざという時は私が仁に藤とうキリカを殺すことになる、というのもイメージしていましたが」

　一いち之の江えがキリカを殺す。――それは、なんかとても嫌な展開だ。

「嫌なのでしょう？」

「ああ、嫌だ」

「でしたらエロいことをするしかないのではありませんか変態」

　あっさり言われた挙あげ句く、最後にさり気なくダメージを重ねてくる。

「うぐっ」

「したくないわけではないのでしょう？」

「そりゃあ、まあ、年とし頃ごろの青少年でもありますので」

「相手が誰だれでもいいわけでもないのでしょう？」

「それはまあ、好きな相手でなければそういうのは良くないよな、と思ってますので」

「仁藤キリカのこと、好きなのでしょう？」

「それは……」

　矢継早に繰り出される質問の最後に、思わず声が詰まった。

「それ、は……」

　そして、続く言葉が出て来ない。一之江を見ると、その透明な視線には何も浮かんでいないように見える。だけど、どうしてだろう。

　その言葉の奥に、なんか俺おれが気付いていない何かがあるような気がする。

「言えないのですか？」

「いや、うん。好きだよ、あいつのこと」

　だけどそれが、そういう体の繋つながりを求めるものなのかどうか。いや、当然あの素敵な体は色々したいって気持ちは大きいけれど。そもそも、俺は先輩が好きなはずで。

　先輩となら、そういうエッチな妄想もしていたのだが。いざ、キリカと『そういう関係になる』というのをイメージすると、やっぱりしっくり来ない、というのが大きい。

「……ふぅ」

　一之江のため息が何な故ぜだかとても胸に痛い。

「モンジ。貴方はまず自分がどうしたいのか、というのを自分で決めなければいけません。そうでないのに今、仁藤キリカに会えば貴方は結局何も出来ませんし」

　一之江は冷ややかな視線を俺に向けて。

「或あるいは、仁藤キリカの方から貴方と結ばれる提案をしてくるでしょう。彼女は貴方に死んで欲しくない、と考えています。彼女がもしも人間であったならば、それは彼女の言っていた通り、『恋』と呼んでもいいレベルの、純粋な感情です」

「恋……か」

「ええ。それらをきちんと貴方あなたの中で踏まえた上で。きちんと自分の答えを出しなさい。その結果がどんなものであった場合でも、私たちは貴方の物語を受け入れるしかありませんし、受け入れた上で共に過ごすしかありません」

　一いち之の江えは『受け入れるしかない』と言う。

　彼女ら全員が満足する答えなんてものがあるとも思えない以上……俺おれは、俺の責任で。誰だれかを傷つけたり、苦しめたり、困らせたりしたものを背負わなければならない。

　出来れば、誰も傷つけたくない。だけど――そうもいかないんだろうな、もう。

「ん……サンキュ、一之江」

「いえ、相談料は五万円です」

「高っ!?」

「むしろ良心的価格ですが」

　そんなしれっとした顔の一之江だったが。



　なんとなく気になったのは、その手がずっと拳こぶしの形のまま握られていたことだった。



    

  
    
      


◆第二十六話：‥“〝飛行する魔女フライングヒユーマノイド”〟のロア



◆2010-07-22T10:30:00　"Hayate's Room"





　朝、目が覚めると。

「おっはよーん♪」

　天使が俺を覗のぞきこんでいた。

　麗しきマイエンジェル、七しち里り詩し穂ほ先輩が愛らしいエプロン姿で俺を見ているように見えるのだが。つまりここはもう天国ということでよろしいのだろうか？

「あは、びっくりっこしてる？　モンジくん」

「これが夢だとしたら……俺はきっと理性を失いそうなほど嬉うれしいです」

「へえ、夢だったら何をしてくれるのかな？」

「それは……」



　１・抱き締めておはようのキスをする。

　２・抱き締めておはようのむにむにをする。

　３・抱き締めておはようのイケナイコトをする。



「３番で！」

「おりょ、イケナイコトしちゃうんだ？」

　この愛らしいニコニコ顔。この反応。そして。

「じゃあ、まずは……おはようのチューからしちゃう？」

　このサービス精神。

　紛れもなく現実の先輩そのものだった。

「宜よろしくお願いします」

　俺おれは目を閉じて、そのまま先輩の顔が近付いてくるのを待った。



　ちゅっ。



「っっっ!!」

　唇に触れた冷たい感触に慌てて目を開けてみると！

　そこには、真まっ赤かになった……。

　リンゴがあった。

「甘酸っぱいでしょ？」

「大変、甘酸っぱいキスでございました……」

　いや、うん。おかげでハッキリ目も覚めた。

　体を起こして辺りを見回してみると、どこをどう見ても俺の部屋だ。

　それなのに先輩が私服姿でエプロンまでつけているということは。

「しかし、いつの間に俺は先輩と結婚したんでしょう」

「わっ、モンジ君の妄想が飛躍してるっ」

「やはり違いましたか………………」

「すっごく残念そうだねっ！」

　先輩のツッコミが朝から耳に優しい。先輩と結婚したら毎朝こんな感じなんだろうか。そう思うとなんだかそわそわしてしまうわけだが。

　さて、そろそろ現実に戻るか。ふう。

「それで、ええと。こんな朝からどうしたんですか？」

「うん、モンジ君ってばまるで『８番目のセカイ』を見てないだろうから、教えてあげるついでにせっかくだから起こしちゃえ、と思って」

　先輩が自分のＤフォンを見せる。そこには可愛かわいい猫のストラップがついていて、いかにも先輩らしいファンシーさを出していた。

「っと、どれどれ」

　慌てて枕元にあったＤフォンを手に寄せつつ。操作しながらもうひとつの疑問も尋ねる。

「理り亜あはどうしました？」

「わたしと入れ替わりで退治に向かったよん。朝ご飯作ってる途中だったみたいだから、『あとはわたしに任せてねん！』って言ったら、とても悔しそうにお願いします、って」

　ああ、うん。朝ご飯を他人に委ねるのは悔しかっただろうなあ、理亜。

　でもおかげで先輩とこうして過ごせるのだから、ちょっと感謝しよう。

　しかし、退治か。

「えーと……なになに？」

『８番目のセカイ』が更新されていて。

　そこには夜や霞がすみに出たというロアの話題がかなり広がっていた。

「……『ＵＦＯ出没』……？」

　これまた解わかり易やすい、ベタベタな存在だ。

「そ。『未確認飛行物体』。そして音ね央おちゃんが追いかけたところ『蛾が人間』みたいな形をしていたから、多分『モスマン』だね」

「『モスマン』……？」

「外国で目撃された、怪獣の一種かな。ＵＭＡ、っていって『未確認動物』のことを示すんだけど。もちろん、噂うわさされて生まれた怪獣なので、ロアなの」

「なるほど。それが今、この夜霞市に現れた、と」

　すぐにヤシロちゃんの言葉を思い出す。

　この街に、二人のロアを放っておく、と。

「今は理亜ちゃんたちがアリサちゃんの銃に乗っかって追跡中だよん」

「先輩は俺おれを起こしつつ、情報収集だったりするんですね」

「うん、それもあるんだけど……ちょっと待ってね？」

「はい？」

　先輩は一度俺に背を向けると。

　もう一度俺を見た時、眼鏡めがねをかけていた。

「眼鏡っ娘こモードですか？」

「それでもいいかもしれません。お久しぶりですね、モンジさん」

「あ、えーと『管理人』さん？」

　そう、その先輩らしくない雰囲気と口調。それは先輩の中にいる、かつての『８番目のセカイ』の管理人さんだった。

「はい、その通りです。七しち里り詩し穂ほの状態と見分けが付き易やすいかと思い、こうして眼鏡めがねをかけることにしました」

「ああ、うん、いいと思います。とても可愛かわいいですし」

「ふふっ、それは七里詩穂に言ってあげて下さいね」

　どことなく大人おとなの余裕を感じさせる笑みにちょっとドギマギした。

　なんだろうな。先輩よりもずっと年上っぽいというか。まあ、実際かなり年齢が上な人なのは確かなわけだが。俺おれの身の回りにはいない『大人の女性』オーラがある。

「さて、それよりも本題に入ります。おそらくこの『モスマン』は『ノストラダムスの大予言』が放ったロアの一体でしょう」

　管理人さんは青白く光る手で、何もない場所をタイピングし始めた。

　彼女が押した場所にアルファベットや数字がふわっと浮かんでは消える。

　その途端、俺の目の前に青白い画面みたいなものと同時に『大きな蛾が人間』としか言いようのない不気味な生物の写真が浮かび上がった。なんだこれ、すげえ、格かつ好こいい。

「つまり『破滅の属性』を有していると考えられます。ただの『モスマン』ならば家畜を襲った噂うわさくらいしかありませんが――」

「このモスマンは、ヤシロちゃんが関かかわっている以上、なんかヤバい力を持っている可能性があるってことですね？」

「はい。別の噂との融合を果たしている場合は、危険度が跳ね上がります」

「別の噂との融合？」

「『飛行する魔女フライングヒユーマノイド』です」

　俺の目の前に『飛行する魔女』という文字が出て、そこに丁寧に『フライングヒューマノイド』というルビが振ってある。

　飛行する魔女という名を見てすぐにアリサや音ね央おを思い出した俺だったが。

　そういえば聞いたばかりだったな。『魔女』はみんな『破滅の属性』を持っていると。

「でも、そんな。蛾人間が魔女と同一視されるなんてことあるんですか？」

「はい。特にこの『モスマン』に関しては可能性があるんです」

　再び、管理人さんの手が踊るように空中を滑ると。

　目の前に『魔女狩りの村・セーラム』という文字が浮かんだ。

　ずきっ、と頭の奥で何かが反応する。

「モスマンが現れた地はこのセーラムと呼ばれる場所とされています。同じ名前の土地はいくつかあるのですが、我々が警戒しなければいけないのはそれが『魔女狩りの村』で有名な『セーラム』と同じ名前であるということです」

　魔女狩りの村。

　俺おれはその名前をつい最近聞いたことがある。

　何な故ぜだか、ドクンドクンと動悸が激しくなっていった。

　そう、確か……キリカが生まれた場所も、そんな村だったはずだ。

「『魔女』と関かかわりが深い場所で発見された『未確認の飛行物体』。この二つを『噂うわさ』で結びつけることにより『モスマン』を『魔女』と繋つなぐことが出来るのです」

「それが噂の融合、というわけですね」

「ええ。ただの『モスマン』では、単なるＵＭＡです。ですが『魔女』と繋がることによって、それは『破滅の属性』を持つ恐怖のロアとなります」

　魔女の怖さというものは、痛いほど知っている俺だ。

　そしてその悲しい物語も、一端だけなら知っている。

　ヤシロちゃんが繰り出して来たからには、きっと……この噂は融合しているのだろう。

「理り亜あたちにその情報は？」

「伝わっています。その為ため、どんな夜や話わを用意するのかに悩んでいました」

「でしょうね。モスマンを消し去る夜話なのか、それとも魔女を消し去る夜話なのか。或あるいはどちらも同時にやらなきゃいけない、とかか。……俺も行った方がいいですね」

　理亜たちだけに任せてもなんとかなるかもしれないが、そのサポートが出来るかもしれないし、夜話に頼らなくても倒す方法があるかもしれない。どちらにせよみんなで向かった方がいいだろう。

　すぐさまベッドから降りると、服がかけられている壁から服を手に取った。そして、そんな俺をまじまじと見ている管理人さんを見る。

「えーと……」

「………………」

　そして管理人さんは、眼鏡めがねをついっと上げていた。

　まるで、ここから動くつもりもなければ視線を逸そらすつもりもないと言わんばかりに。

「……あの、着替えるので……」

「はい。どうぞ。私も七しち里り詩し穂ほも貴方あなたの着替えシーンをじっくり拝見させて頂きます」

「いやいやいや、拝見するほどのものじゃないですよ!?」

「どうぞお構いなく。下着は脱がないのでしょう？」

「ええ、まあ、そうですが」

「ならば問題ありません」

　何なに気げに変なとこでお茶目だなこの人。

　居心地の悪い気分を味わいながらも、俺はパジャマ代わりに使っていたジャージを脱ぎ捨てると、Ｔシャツとジーンズに履き替える。俺の上半身の裸であったりパンツ姿はそのままバッチリと管理人さん（と中にいるであろう先輩）に見られてしまったわけだ。

「ふむ、なるほど……」

　キラン、と眼鏡めがねを光らせて何か納得している管理人さん。

「な、なんですか」

「いえ。意外に引き締まったいい体をしていましたね」

「あ、はい。一応、一いち之の江えに鍛えられていたりするんで」

　地獄の特訓のおかげで体は引き締まってくれているようだ。

「顔立ちもまあよろしいですし、体付きも体力も申し分ないようで何よりです」

「そ、それはどうも」

　なんだ、何を褒められているんだ俺おれは？

「七しち里り詩し穂ほの初めての相手として、比較的申し分ない体でした……って、あ、ちょっ！」

　管理人さんが突然焦り始め、まるで誰だれかに操られているみたいに眼鏡を外す。

「ぶはっ、モンジくんっ、い、今のは気にしなくていいからねっ!?」

「……はじめてのあいて、のトコでしょうか」

「わーっ、わーっ、わーっ！　管理人さんたらなんでこんな時に変なコト言うかな!?」

　そうか。

　なんというか、管理人さんは先輩のことを娘とか妹みたいに大事に思っているのかもしれないな。だから先輩の初めての相手として相応ふさわしいかどうかを見た、みたいな。



    

  
    
      



    

  
    
      

　……先輩の初めての、か……。

「……そんなことになれば……我が生涯に一片の悔い無し……！」

　俺おれは拳こぶしを天井に振り上げて、しみじみと語る。

「も、モンジくんっ!?」

「俺、もっと先輩に相応ふさわしくなれるよう頑張るっス！」

「え、あ、う……ええと……ええと……っ」

　先輩は真まっ赤かになって、もじもじと指をこねくり回しながら。

　そしておずおずと上目遣いに俺を見る。

「……そういうの考えるの、恥ずかしいから……もうちょっと……後で、いいかな？」

「は、はい！」

　もうちょっと後なら考えてくれるだとう!?

　それはつまり、こう、なんだ。

　先輩も、俺と……その、ほら。

　アリサが言うところの『精神的接触』に関してはやぶさかでないということか？



　――マジでか!?



「…………先輩」

「な、なにかな？」

「俺はふしだらな男かもしれませんが。絶対に先輩も幸せにしますからね！」

「え、えっ？　あ、うん。ふ、ふつつか者ですが、よろしく、ね？」

　そう、俺はハーレム系主人公を目指す男。

　キリカや理り亜あだけじゃない。先輩だって絶対に幸せにしてみせる。

　そう心に誓ったんだ。

　よし！

「……ふしだらなのん？」

「かなり」

「そ、そうなんだね……はぅ……」

　先輩は真っ赤なほっぺを両手で包んでいる。

　その仕草がとことん愛らしくて、俺は発狂しそうな気分だ。

「モスマンだかマンモスマンだか知らないが、待ってろよ！」

　今の俺のやる気ゲージはかなり満タンであった。





◆2010-07-22T11:00:00　"Yagasumi City"





　さて、先輩を連れて外に出たはいいが。

　件くだんの『モスマン』はどこにいるのだろうか？

「今は境さかい山やまの方にいるみたいだねっ」

　先輩がＤフォンを見ながら教えてくれる。

　あそこのデータはすぐに更新されるのだろう。やっぱり『管理人』が仲間だと情報が最速で便利だなあ。

「今はアリサちゃんが追いかけていて、音ね央おちゃんはこっちに向かってるって」

「うん、了解ですっ」

　頷うなずいたと同時に、空からキラキラした粉みたいなものが降ってくる。

　見上げてみると、そこには『妖精』っぽいドレスに身を包んだ音央が、背中の大きな蝶の羽をパタパタさせて舞い降りてきていた。なんだあのでかい羽。あんなの持ってたのか。

「お疲れさん、音央」

「うん、あんた寝坊よ？」

「すまん、つい泥のように眠っていた」

　一いち之の江えと別れた後、俺おれは言われた通りキリカには連絡せずにそのままベッドに飛び込んだ。その瞬間には眠ってしまっていたらしく、起きたら先輩がいたのだ。

　思っているよりも疲れているのかもしれないな、俺も。

「まあ、あんたも疲れてるんだろうし、仕方ないわね」

「サンキュ。それで、どうだった？」

「ダメ、凄すごい速い。あたしじゃ追いつけないし、アリサも後をつけるので精せい一いつ杯ぱいみたい。しかも、なんか雷みたいのを飛ばしてくるから近付けないし」

「雷？　モスマンってそういう力もあるんですか？」

　俺が先輩に尋ねると、先輩は首を振って。

「普通のモスマンにはそういうのはないよ。でも、別のロアの噂うわさと融合していたりすれば、有り得る話だね」

「『飛行する魔女フライングヒユーマノイド』の能力かもしれないってことですか」

「もしくは、もっと別の逸話も持っているかのどっちか、かな？」

　流石さすがはヤシロちゃんが嫌がらせに放ったロアだけある。

　ただ速いだけじゃなく、そんな攻撃方法まで持っていて。しかも『破滅の属性』を持っているということは、かなり危険な要素があるかもしれないってことだ。

「どうすんの？　あの雷の攻撃のせいで、アリサちゃんの銃も近付けないってさ」

「なんで？」

「一応、電子機器なんだって、あれ」

　どういう原理で出来ているのか本当に解わからないな、あの『アゾット剣』。

　アリサが使う魔術は錬金術とか言っていたけど、それって家電的なものを作る力なんだろうか。なんかあいつのこともよく解らないよな。まあ、とりあえずあいつが近付けないとなると、作戦としては……。

「アリサ、音ね央お、俺おれで空を飛んで、三方向から追い詰めるとかかなあ」

「追い詰めるポイントを決めておけば、それぞれのＤフォンで連絡を取り合えば出来るかもしれないね？」

「問題は、そんな目立つことをしまくれば、流石さすがに人々に見られると思うんだが」

「んー、今んとこアリサちゃんがこの夜や霞がすみ市の空を『ロアの世界』に包んでいるから大丈夫みたい。大規模なこと出来るのねー、て驚いたら『私も魔女だしな』だってさ」

　魔女ならではの対抗意識か何かなんだろうか。

　それにしても街全体を包むなんて本当に凄すごいなアリサは。

　全力を使い過ぎてパンクしなければいいんだが。その為ためにも、早く解決するとしよう。

「よし、ワンダーパークにヤツを落とすことにしよう。そこに念の為鳴な央おちゃんにもいて貰もらってだな」

「また飛んで逃げられないように『神隠し』しちゃうわけね」

　音央はすぐに納得すると、鳴央ちゃんに連絡を取り始めた。

「先輩も鳴央ちゃんと合流しといて下さい。単独で動くのは危ない気がするので」

「うん、それはいいけど……キリちゃんはどうするのん？」

「うぐっ」

　その名前が出た瞬間、ちょっと言葉に詰まってしまった。

　さっきあんなに愛らしい先輩の顔を見たばかりのせいか、変な罪悪感がある。

　う、ううむ……。

「じゃあ、先輩が連絡を取って合流し、三人でワンダーパークにいて下さい。俺たちは空からそこに追い込むことにしますんで」

「ん、了解だよ、モンジくんっ」

　にゃぱー、と笑って頷うなずいてくれる先輩。

　今はあまり深いことは考えず、このロアをなんとかすることを優先しよう。精神的接触とか予兆とかそういうのを考えたり相談したりするのはその後あとだ。

「よし、そんじゃ音央の力を借りるぞ」

「いいけど、もう『妖精の神隠し』じゃないから気をつけてね」

「おっと、そうだったな」

　もう音ね央おは単体で動く『妖精のロア』だ。

　選ぶ物語を間違えるわけにはいかない。

「さて――と」

　俺おれはＤフォンを取り出すと、右手にＤフォンを握り締める。右手の甲が熱くなり、その熱を空に向けて真一文字に振り抜いた。そこに、赤い一筋の軌跡が生まれる。

　そして俺は出来る限り、厳かな雰囲気になるように真剣に口にした。



「さあ、『百物語』を始めよう──！」



　直後Ｄフォンが勝手に動作し、俺自身を写真に写す！

　不思議な和音のメロディーが動作音として鳴り響き、自宅前の風景が白と黒のモノトーンカラーに包まれた。この瞬間は、まるで白黒カメラで撮影したかのように周囲の時間は停止して見える。そして俺の周囲に、蝋ろう燭そくの炎に似た無数の赤い光が回転を始めた。その光の中で、俺は俺が思い描く『物語の主人公』の姿を取り始める。

　白衣に似た襟の高いロングコートを纏まとい、右手に持っていたＤフォンがモノクルの形を取る。その瞬間、かなりの情報が俺の頭の中に流れ込んできた。

　空を覆う、かなり広範囲な『吹雪の世界』。これはアリサの『ロアの世界』だろう。そして、その中を飛び回っている異質なロアの気配。その強い気配は、ヤシロちゃんと会った時に控えていた気配のひとつに似ていることが今の俺には解わかる。そして、そいつがかなり強い力を持っていることも同時に解った。この速度に追いつくことは不可能かもしれないが、追いかけ続けるだけなら出来るかもしれない。後は試してみないと、だな。

「あたしもいけるわよ」

　音央が神妙な顔で俺に告げる。――こうして見ると、本当に以前の音央とは異質な『ロア』になっていた。以前は『神隠し』の一端を担うロアだったのだが、今の音央はあくまで『妖精』というロア。そこに強い噂うわさがついているわけではない。だからこそこれからの伸び代しろが大きい、期待のロアということになるのだが。

　俺は早速、頭の中にある『書庫』のイメージに意識を向ける。そこには、大量の大きな『書物』がいくつもの蝋燭に照らされて浮かんでいた。

　その中の一冊に手を伸ばす。それは『妖精』の物語だ。

　脳内に、美しくも可か憐れんな、見事なドレスを身に纏った妖精の姿が描き出された。その人物は音央に似ているものの、音央はまだ持ち合わせていない威厳を放っており、圧倒的な存在感でそこに立っている。なるほど、彼女こそが妖精たちを統すべる存在。大きな蝶の羽を持ち、月光の冠を頭頂に抱く夜の女王。月夜の森に住む彼女の姿が、やがて今の音央の姿へと重なっていく。それはこれから音央が辿たどるであろう『物語』の軌跡。俺が見たものは、音ね央おが秘めている存在性そのものだった。

　――あいつは、こんな可能性を有していたのか。ただの妖精ではなく、その妖精のロアたちを統すべる存在として描かれた物語。音央の気高さから想像すれば妙に納得出来てしまうものの、その可能性の先を見てしまうと畏敬に近いものを感じてしまう。

　ああ、いいぜ音央。お前のこの未来の可能性。

　俺おれが共に紡いでやる！

　俺はその姿の音央に向けて、自身の『物語』を一気に向けた。

「やっ……あ、あああっ!!」

　音央が色っぽい声を上げて、自分の両腕で体を抱き締める。俺が、物語の主が今、音央に新たな『可能性』を注ぎ込んでいるからだろう。音央は苦しそうに、つらそうに、自分の中に流れ込んでくる力にビクビクと体を震わせていた。

「なに、これ……すごい……っ」

　そんな言葉を聞くとドキドキしてしまうんだが、今は我慢するとして。

「これがお前の未来の可能性の一部だ、受け取ったか、音央！」

「う、うん！　いいわ、受け止めてあげるわよ！」

　その強気な声が聞けただけで満足だ。

　だから俺は、彼女の持つであろう新たな名前を。



    

  
    
      



    

  
    
      

　ここで口にする！



「じゃあ行くぜ『夜妖精の女王テイターニア』!!」



　俺おれが口にした瞬間、イメージの中で手にしていた本が実体化する。

　直後、俺は――大空に向けて、一気に飛び立った！



「『妖精の羽テインカーベル』！」



　俺と音ね央おが同時に口にする。

　風が、空気が、自分の体の周りでどう動いているのかが手に取るように解わかる。そして、この風をどう動かせばどう飛べるのかも、完全に把握出来る――！

「行ってきます、先輩！」

「うん、後でね、モンジくん！」

　道路で手を振る先輩に片手を振ると。

　俺と音央は加速してモスマンの気配の方に飛んだのだった。
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　上空に飛び出した俺は、アリサの『ロアの世界』の中に突入した。

　途端に、猛吹雪が俺たち二人を襲う。

　だが風を纏まとい、風に守られている俺と音央はその吹雪が体に触れることはなかった。

　瞬く間に通り過ぎていく景色が、今の俺たちの速度がかなりのものであることを物語っている。というか、凄すごく速くないか？

「ちょっと、なんか速いんだけど！」

「だよなっ！」

　俺の真横で飛んでいる音央もその速度にちょっと半笑いになっていた。

　人間、あまりの速度に対面するとついつい半笑いになってしまうものだ。ジェットコースターなんかで体験すると解るんだが、もう笑うしかない、みたいなものかもしれない。

「この速度なら、もしかしたら追いつけるかもしれないわよ、あいつにっ」

「さっきの音央より速いってことだな？」

「なんかもう、倍くらい違うわっ」

　つまり、俺おれは音ね央おの力をさらに引き出すことに成功したということか。

『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』。

　その持つ力はこうして、仲間にしたロアの力を使えるばかりか、その力を引き上げるものだとするならば。ただでさえ強い他ほかの仲間たちも半端ない強さになっているのではないだろうか。それこそ――ヤシロちゃんのロアたちにも対抗出来るくらいに。

　いや、油断はしないでおこう。うん。

「あと五分もすれば捉えられる距離になりそうだ」

「そんなことまで解わかるのね」

　今の俺はモスマンと思われる気配だけじゃない。この街で動いている、他のロアの気配も集中すれば探すことが出来そうだった。例えば、先輩と管理人さんは今、鳴な央おちゃんとようやく合流して移動中だったりする。キリカはどこにいるか解らないが、連絡は取れたんだろうか？

「ああ。んでもって、このアリサの『ロアの世界』が破格の強さだってのも解る」

「そうよね、夜や霞がすみ市全域を包んでるくらいだもの」

「それだけじゃないっぽいんだよな。例えば夜霞市から外に出ようとすると、反対側の場所から出てくる、みたいなループ仕様にまでなってるっぽい」

「え、そんなことまで出来るのあの子!?」

「ついでに言うと、この中にいる敵は少しずつ衰弱するようになっている。俺たちは仲間だから大丈夫みたいだけど、モスマンはちょっとずつ速度が落ちているぜ」

「ふえええ……そんな本気出して大丈夫なの、あの子？」

　大丈夫かどうかは解らないが、助かるのは確かだ。

　逆に考えれば、それくらいしないと倒せないロアということなのかもしれない。

　ここでアリサに倒れられると、予兆によるサポートが得られなくなるので早めにロアを倒さなければいけないな。

「ねえ、じゃあちょっとだけ尋ねるけどさ」

「うん？」

「キリカさんとは結局どういう話をしたのよ」

　音央は横を飛びながら、俺の方を見ずに尋ねてくる。

「うむ、なんか大事な話をされた。気持ちとか、彼女自身の成り立ちとか」

「それって、本気ってことなんじゃないの？」

「ああ、凄すごく本気だったよキリカ。俺がビックリするくらい本気だった」

「そう」

　音央とはすっかり腐れ縁の仲だ。だからこういうストレートな相談が出来る。

　あと数分。ロアと遭遇したらもうバトルの意識に切り替えなければならないし、俺と音央の関係からすると長くそんな話をするのは性に合わない。

「この際だから言っておくけど」

「うむ？」

「あたしもあんたのことは結構気に入ってるわよ？」

　そしてまさかの言葉だった。

「なんだ、金ならないぞ」

「あんたみたいな貧乏人からたかったりしないわよ。この際だから言っておくってだけ。キリカさんが本気だったんでしょ？　それって、この先――どうなるか解わからないからだと思うし。私も正直、楽観視は出来ないって思ってる」

　この先。

『ノストラダムスの大予言』であるヤシロちゃんがここまで積極的に仕掛けて来ていて、俺おれたちは後手に回っている。このまま進めば、気が付けば最終決戦になってしまう、なんてこともあるかもしれない。

　そう。もしかしたら、終わりなんて唐突に来るかもしれないのだ。

　音ね央おはそれを、よく知っている。

　ある日突然、普通の女の子から『ロア』だったことを知ってしまった音央は。

「結局、あたしと鳴な央おは同一人物なんだなー、って思うことがあるのよ。好きな食べ物は一緒だし、好きな服も一緒だし、好きな曲も一緒だし。だからほとんど喧けん嘩かすることはないしね」

　二人はからかい合っていることはあっても、喧嘩している姿は見たことがない。

　それはお互いが本当に解り合っているという意味なのだろうけれど。

　なるほど、結局別人であったとしても『元の人間』の本質が同じということなのか。

「まあ、好きなものへのアプローチの仕方がまるで違うけどね」

「それはなんか解る。性格は全然違うもんな」

「育った環境……っていうか、鳴央が特殊な環境に居続けただけよ。あの子は、もっと人に触れ合って、もっともっと色んなことを知って、もっと生きて世界を知って欲しいもの。あたしが知った、何倍もの世界を」

　それは。

　なんだか不吉な伏線っぽいセリフに聞こえてちょっと口を歪ゆがめた。

「なんかそれって死亡フラグっぽいぜ、音央」

「え、うそ、マジで？　ないない、そんなつもりは全然っ。あたしはあたしで、もっともっと色んなことやってみたいもの！」

　ニッコリ、と不敵に笑う横顔に嘘うそはなかった。

　――二人は、数多くの人々を『神隠し』してしまったという罪を背負っている。

　その罪をどう償い続けていくか考えながら。幸せになってもいいのか考えながら。ずーっと考えて生きていくことが罰であることを受け入れて生きている。

　時々、音ね央おや鳴な央おちゃんが苦しそうな顔をして引っ込んでいるのを俺おれは知っていた。

　例えば――そう。

　バスがなくなって、境さかい山やまから歩いて帰る時の二人がそうだ。

　だから心配していたのだが、ちゃんと前向きな気持ちも持っているようで安心した。

「何、安心した、みたいな顔してんのよ」

「安心したからな」

「あんたは安心なんて出来ないわよ。鳴央とも話し合ったんだから」

　ニヤッ、と笑って音央は俺の方を向く。

「何をだ？」

「どっちの言葉かは言わないでおくけど」

　音央はそんな前フリをしてから。

　それこそ、本当にイタズラ大好きな妖精っぽい笑顔で。

「『やっぱり諦められない』ってね！」

　それが。

　なんとなく俺のことを指している言葉かもしれない、というのは。

　今の音央の目を見ていれば解わかった気がした。

「そっか。そりゃ――やっぱり安心させて貰もらうぜ、音央」

「そうなの？」

「そうさ。俺もとっくに覚悟してることがあるからな！」

　俺に関かかわる女の子たち全員をまるっと幸せにしてみせる。

　その為ために出来ることは全力を尽くすし、方法は探してみせる。

　出来ないなんてことはない。可能性はどこにでもある。だったら、そういう『物語』になるよう、俺がひたすら諦めずに頑張り続ければいいんだ。

　その覚悟なら、もうとっくに出来ている！

「さて、そろそろ見えてきたな──あの黒いのがモスマンか」

「そうよ。んで、あの追いかけている青い光がアリサたちね」

　この吹雪の中、黒い影と青い光はかなりの速度で飛行し続けていた。

　黒い影が突然上昇を開始すると、青い光も尾を引いてすぐに90度直角に上昇し、そのまま二つの影はぐるぐると回転しながら雲を突き抜けて行ったかと思えば、すぐに急降下して降りてくる。

　しかも、アリサは時折その銃の先端から青白い光を無数に放っていた。

　一筋の光線が、途中で五条ほどに広がりモスマンを狙う。

　だが、モスマンの黒い影はその光の軌跡を全すべて読んでいるかのように、全てをギリギリで回避して、しかもスピードを落とすことはなかった。

　モスマンはアリサを撒まこうとしているのだが、アリサはピッタリとその背後に付いている。しかも、ちょくちょく攻撃してはその警戒を緩めさせないということか。

　まさか、こんなドッグファイトを生身で見ることになるとは思わなかっただけに、ちょっと興奮している俺おれだった。

「どうすんの？　なんか、さっきより動きが良くなっているように見えるんだけどっ」

「アリサたちもモスマンも、この空中戦に慣れて来たんだろうな。そこで俺たち素人が交ざったところで、逆にアリサたちの足を引っ張るかもしれないってことか」



　ピピピピピピ！



　その時、俺のモノクルから着信音が鳴り響く。

　モノクルにスナオちゃんの映像が浮かび上がった。

『もしもし、ロリコン!?』

「ロリコンじゃないが、なんだ？」

『今、見てて解わかったと思うんだけど、全く当たらないのよ！　なんとかなさい！』

「なんとかしに来たんだ、安心しろ。とりあえず、境さかい山やまワンダーパーク跡地。そこにアイツを突き落とすってのを目指そう」

『境山ワンダーパーク？　そこに突き落とすのね？　うん、アリサが頷うなずいてるわっ！　ちなみにリアは、さっきから青い顔してるけど、酔ってるだけだからシンパイ要らないって言ってるわよっ！　シンパイしてあげて！』

「理り亜あの為ためにも早く決着をつけよう。今考える、ちょっと待っててくれ」

『ナルハヤでね！』

　そりゃ、あんなきりもみ運転をしていれば生身の理亜は酔ってしまうだろう。

　なんらかの結界に守られているだろうから、寒さとか風とかは平気だろうけれど、三半規管ばかりはどうしようもないだろうしな。平衡感覚が狂わされまくれば、そりゃ目だって回すに違いない。

　――なるほど、狂わされまくれば、目を回す――か。

「アリサに伝えてくれ。今から30秒後、俺と音ね央おが挟み撃ちするから、それを悟らせないようにありったけの力でヤツに拡散の砲撃をしまくってくれ、って。当てなくていい」

『当てなくていいのね？　って、聞こえたみたい！　ケタケタ笑ってるわ！』

　なるほど、すぐに俺のやりたいことを把握してくれたか。

　流石さすがアリサ。相手への意地悪ならすぐに察してくれる。

「Ｄフォンのアラームをセットしてくれ、いいか？」

『ん……ＯＫ、準備万端よっ』

「音ね央おもいいか？」

「30秒ね、いいわっ」

　音央が俺おれに頷うなずくのを見て。

「じゃあ、作戦ミツシヨン――開始スタート！」

　俺たちは同時に、Ｄフォンのアラーム機能で30秒のカウントダウンを開始した。

「音央、このまま上から回りこんでくれ！　30秒後なんの躊躇ためらいもなく茨いばらの鞭むちでヤツを叩たたき落としてくれ！　当たらなくてもいい気分で、全力で頼む！」

「当たらなくてもいい!?　ああ、もう、解わかったわ、上う手まくやんなさいよ！」

　音央はそのまま斜めに加速して、モスマンの上へと移動を開始した。

　俺は、そのまま一直線に――全速前進を開始する。

　30秒は、正直ギリギリの時間だった。

　だけど、一刻も速く理り亜あの酔い状態を解消してやりたい。

　だから――！

「うおおおおおおおおおっ!!」

　全力で風の力を使い、とにかくその気流を操って、持てる力の全すべてを振り切ってモスマンへと突っ込む。

　残り、10秒。

　よし、あいつの姿がバッチリ視界に捉えられた。

　今の俺と音央の速度なら、本当にモスマンに追いつけるほどだったのだ。

　そもそも、こいつに速度の逸話があるわけではない、というのもプラスだったのか。



　５。その姿は、真っ黒な蛾がの羽を生やした、黒い少女の姿をしていた。



　４。その顔には目も鼻も口もなく。代わりに頭にギラギラと輝く複眼が二つ。



　３。漆黒の長髪は一本一本が触手のように蠢うごめき、風を切って『泳いで』いた。



　２。腕はなく、代わりに虫の肢あしが六本。胴体から伸びている。



　１。頭から突き出た二本の触覚に、強力な電撃が溜まっているのが見えて。



　０。



「今だあああ!!」



『せりゃああああああああ!!』

『っ!?』



　モスマンが俺おれに電撃を放とうとした瞬間に一瞬停止した。

　ヤツの複眼はおそらく、背後から迫る大量の光線と、真上から迫る茨いばらの鞭むちを見つけたのだろう。このままなら、俺とモスマンは同時にそれを食らうことになる。

　そう判断したであろうヤツは、俺を攻撃することを止めてそのまま一気に加速。

『この場を離れる』という退避行動を選択した。

　このまま高速で離れれば、俺だけが光線と鞭の餌え食じきになり、自分は助かる。

　そう判断したのだろう。



　――そう、それが狙いだった。



「『真夏の夜の夢ミツドサマー・ナイトドリーム』!!」



　俺が高らかに宣言した瞬間。

『――ッ!?』

　モスマンが『逃げた』位置と『攻撃を食らう直前』の俺の位置が、入れ替わる！

「あー、なるほど。あたしの技ね」

　そう『妖精の神隠し』の能力。今は普通に音ね央おが使える、妖精と人とを入れ替えるという逸話を使った力。

　アリサたちをやっつける時に使った能力だった。



　バシュウウウウ!!



　俺が食らうはずだった光線と鞭が、全すべてモスマンにヒットする。

　激しい衝撃音が轟とどろいた。理り亜あが込めた『夜や話わ』の力がモスマンの体を焼き、シュウウウと黒い煙を上げさせている。タイミングをミスっていたらあんな風ふうに黒焦げになっていたのは俺だったのを考えるとゾッとするのだが、今はこの大成功に安あん堵どしよう。

「このままヤツを境さかい山やまワンダーパークに落とすぜっ！」

「ＯＫ！」

　俺おれと音ね央おは同時に茨いばらを取り出すと。



「『茨姫の檻スリーピングビユーテイー』！」



　俺たちの放った大量の茨が、そのままモスマンをぐるぐる巻きにする。

　モスマンに抵抗する力はもうないのか、すっかり大人おとなしく簀す巻まきになった。

「ふぃー、お疲れさん」

　ふよふよと空を漂いながら、アリサたちの乗った巨大な銃が近付いてくる。

　その顔色を見て、俺はこっちもギリギリだったんだな、と理解した。

「お前、顔真まっ青さおじゃないか。理り亜あも……汗だくだな」

「そりゃあな。この街の空全部を『ロアの世界』に包みながら、ヤツの力を少しずつ奪いまくってスピードを落とし、より動き回らせる為ために大量に魔力も放ったわけだしな」

「はい。込めた『夜や話わ』は合計三種類。『モスマン』『飛行する魔女フライングヒユーマノイド』『サンダーバード』です。流石さすがに、同時に三つの力を込めるのは……疲労が大きいので」

　アリサと理亜がどれだけ頑張ってくれたのかが解わかった。雷を放った、というのはその『サンダーバード』っていうロアのせいだったんだな。三体ものロアが融合していたほどの相手だ。アリサたちが弱らせていてくれなければ、こうして上う手まく倒すことは出来なかったのだろう。

「ありがとうな。早く下に降りて休もう、二人とも」

「おう。ちょっと力を出し切り過ぎたぜ……」

「私も……ぐったりしたいです、兄さん……」

　今すぐ理亜を抱きかかえて家に運んでやりたくなったが、スナオちゃんが物もの凄すごい顔で睨にらんできたので今は自重することにして。俺たちはそのまま、ゆっくりと簀巻き状態のモスマンを連れてワンダーパークに降りていったのだった。
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　本当に、いつからだったのだろう。

　君のことを、こんなにもちゃんと意識するようになったのは。

　君のことを、こんなにも大切な存在に思えるようになったのは。

　私は本当はウツロなお化けだから、こんな気持ちを持つのはおかしいのに。

　こんな気持ちを持っている「っぽく」見せることなら可能だったのに。

　いつの間にか私は、本当に君のことを大事に、大切に思えるようになっていた。

　きっとこれが『心』というもので。

『ロア』と『人間』の違いと呼ばれていたもの。

　本来の私が持っているはずのないもの。

　そして――。



「モンジ君たちはモスマンちゃんをやっつけたみたいだね？」

「うん。流石さすがにあの子じゃ役者が不足してたみたい。一応、由緒正しいロアなんだけど」

　私は『ノストラダムスの大予言』こと、ヤシロちゃんの所にいた。

　二人で境さかい山やまがよく見える、廃ビルの屋上に立ってさっきの戦いを眺めていたのだ。まさかあんな空中戦が出来るくらいになるまで成長するとは思ってなかっただけに、ちょっぴり心が躍った。『かっこいいな』なんて思ったりして。私の好きな人は素敵でしょ、みたいに自慢したい気持ちにもなった。

　ついさっき詩し穂ほ先輩からの呼び出しがあったけれど、今の私は気配を消してここにいるので居場所は掴つかめていないはず。今の私は居場所が掴めず、連絡も出来ない方がいい。特に、こうして敵のボスとこっそり会っている時は。

「モスマンちゃんはかなり強そうだったね」

「うん。モスマンと『飛行する魔女フライングヒユーマノイド』と、『サンダーバード』まで交ぜた、本当にレアで強いロアだったんだけどね？　やっぱりお兄さんたちは強くなってるなあ」

「魔女が交ざってても無理だったんだ」

「うん。もう『魔女』くらいじゃお兄さんは倒せないみたい」

「そっか」

　モンジ君はただの魔女じゃ倒せない。

　つまり、私ではもう倒せないくらいになっているということ。

　私の弱点に繋つながる過去話も教えてあるし。いざという時はこれでなんとかなる。

「音ね央おお姉さんは伝説とか神話になりつつあるみたいだしね。妖精の女王なんて、都市伝説というよりも童話とか戯曲とか神話とか、そっちの方だもの」

「音央ちゃんのポテンシャルも凄すごいよね。私もビックリしちゃったよ」

　初めて会ったのは自分の家のお風呂という、変な出会いだったけど。

　一目見てすぐに、音央ちゃんもまた強い意志を持った子だと解わかった。

　後で彼女自身もロアだと知った時は結構驚いた。

　そして――あの時、私の中の常識は崩れ始めたのかもしれない。

　純粋なロアでも『心』を持つことはあるのだ、と。

　最初はあの子の『心』も、六むつ実み音ね央おの単なる写しだと思っていた。でも、本体である鳴な央おちゃんと音央ちゃんは全くの別物というのが今なら解わかる。それこそ、双子という方が近いくらいに。鳴央ちゃんをこの世界に安定させる為ための術を使った私には、あの二人が完全に個体として別物であることが一番認識出来ていた。

　純粋なロアは、生まれた時から、目的の為に性格や人格が形成される。

　自分のことは他人の物語を食べる為に、人懐っこくてコミュニケーションスキルが高い、という状態を与えられている無機質な魔道書だと思っていたし。きっと、他ほかの人も私のことをそう思っているに違いない。現に、少し前まではそうだったのだから仕方ない。

　でも、音央ちゃんはそんな子じゃなかった。そもそも生まれた目的が『人として生きること』だったからか、完全に人間と同じ心を持っていたし。しかも途中でロアとして進化して、独自のロアになったりした。

　まるで、自分からその道を選び取ったみたいに。そんなの『最初から目的が決まっている』ロアとしてはおかしい。音央ちゃんは自らの力と意志で自分の運命すら決めていける、本当の意味での新しい『ロア』なのかもしれない。



　だからある意味、あの二人が一番お似合いなのかなー、なんて思ったりすると。



　ちょっとだけ胸が痛んだ。



　ああ、そう、これだ。この胸の痛み。

　これがとっても不可解で、そして嬉うれしい不思議な現象。

　きっとこれこそが『心』の在あり処か。

　だから――こんな嫉妬っぽい気持ちでさえ私は嬉しくなってしまう。

　本来感じるはずのない『感情』を、いっぱい感じることが出来る。

　私自身も、どんどん変わっている。音央ちゃんみたいに、全く新しい『ロア』になることが出来ている。そして、それをしてくれたのはモンジ君だ。

　そのことが嬉しくて、幸せで、仕方ないのだ。



　だから。



　だから私は今、ヤシロちゃんの前にいた。



「それで、キリカお姉さん。私の所に来たということは……」

「うん、ヤシロちゃんが誘ってくれた通り、『破滅』サイドになりに来たんだよ」

　ヤシロちゃんは帽子をついっと上げて私の顔を見る。

　その幼い顔は、七しち里り詩し穂ほ先輩の小さい頃ころの姿。

　それはつまり、このヤシロちゃんという存在が『停滞』していることを意味する。

　――私の勝算はここにある。

　私は既に、自分がただのロアではなくなっている自覚があり、ある程度はそれをコントロールすることも出来るようになっていた。だけど、きっとヤシロちゃんはまだそれが出来ない。いや、普通は出来ないのだ。

　ただ純粋にロアとして生まれた存在は、本来消滅するまでロアのままのはずで。

　私みたいに『人間になりたい』なんて思う方が狂っているのだから。

　その『違い』こそが、私の勝機だった。

「お姉さんたち魔女の言葉は信用出来ないんだよね、確か」

「『魔女の口車ウイツチロア』っていうのがあるからね」

　本来、嘘うそをつくことが出来ないはずの純粋なロア。

　なのに、魔女だけはその口から嘘をつくことで、自分の状況を有利に導くことが出来る。

　それを知らない数多くのロアを騙だまして来たけれど、流石さすがにヤシロちゃんは知ってたか。

「ヤシロちゃんってば勧誘したくせに、いざ仲間になりに来たら疑うのかな？」

「そりゃあね。これがアリサお姉さんの方なら『きっとノリなんだなー』ってあっさり認めることが出来るんだけど。キリカお姉さんは絶対何か企たくらんでいるもの」

「まあね。でも、割とあっさりした企みかもしれないよ？」

「そうなの？」

「うん。私が仲間になるから……モンジ君から手を引いて、ってお願いするだけだもの」

　私がそう告げると。

　ヤシロちゃんは帽子の下で目をまんまるにして驚いていた。

「……キリカお姉さん、それ、本気で言ってるの？」

「うん、とっても本気。前も言ったけど、ほら。私は彼に恋をしているから」

「それは聞いたけど……」

　ヤシロちゃんは真意を探るように、じーっと私の目を覗のぞき込んでくる。

　だけど――私のその提案は嘘偽りないもので。

　だから彼女がどんなに探ろうとも、ボロが出る可能性はゼロだった。

「悪くない提案に思えるから、おっかないなあ、お姉さんってば。でも、私としてはどうしても彼だけはなんとかしたいんだよね。他ほかの『主人公』は割とどうでも良くて」

「『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』はやっぱりヤシロちゃんにとっても怖い主人公なんだ？」

　もっとあっさりＯＫが出るかと思っていただけに、ちょっと驚いてしまう。

　もしかして、ヤシロちゃんもモンジ君に何か変化させられているのだろうか？

「まあね。私はあのお兄さんのことは結構気に入っているから」

「お、こんな所にもライバルがいたとは、ほんとにモンジ君も困った子だなあ」

「あははっ、そういうのも悪くないけど。お兄さん自身のことはさておいたとしても、あの『百物語』……その『１０１番目』というところが、私はずっと気になっていて」

　ヤシロちゃんほどのロアが『ずっと気になっている』と語るほど。確かに、私もモンジ君のことではなく『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』というロアについては、とても気になっていた。

『百物語』というロアのことは知っていたし。百番目までがみんな失敗していたのも知っていた。百個も物語集めるなんて大変だなー、と。同じく物語を集めるロアである私は変に同情していたのも確かだ。でも、ヤシロちゃんはそれ以上に気になることがあった、

　そういうことなのかもしれない。

「どういうこと？」

「うん。あのロアは多分、伝説とか神話とか、そういうのすら生み出せる……自分でどんな物語でも描けてしまう、そういう『主人公』なんだろうね。現に、さっき戦っていた音ね央おお姉さんはこないだよりも全然強くなっていたし……」

　ヤシロちゃんはカツ、カツ、と足音を立てて私の前まで歩いてくると。

　そのまま、私の顔を間近で真下から覗のぞき込む。

「こんな、おっかないロアである『魔女・ニトゥレスト』でさえ、単なる恋する乙女の物語に変えちゃうくらいだものね？」

「……そうだね。そういう意味だと、モンジ君って本当におっかないと思うよ」

　長く生きている中で、こんなに楽しませてくれる子は彼だけだ。

　今までも何人か楽しい『主人公』はいたけれど。

　――私をこんな気持ちにさせてくれたのは彼だけだから。

「そういえば、キリカお姉さん。本当の『百物語』は知ってるよね？」

「うん、もちろん。『百物語』が終わると『青行燈』っていう妖怪が現れる――ってお話だよね？　ずっと昔から伝わる儀式で」

「そうそう。それって本当は『百物語』が終わったら『怪異』が発生するっていう意味だった、という説もあるみたいなんだよ。『青行燈』というものはその発生する『怪異』を意味するものだ、っていうもの」

　ヤシロちゃんは私の目を覗き込んだまま、薄く目を細めて続ける。

「お兄さんは『１０１番目』。つまり『百物語』が終わった後に現れる『物語』――私たちみたいな『物語』にとっての『怪異』。純粋な『ロア』にとって、その異常をきたす存在、というのはどうかな？」

「ロアにとっての『怪異』――」

　通常、私たちロアは『人にとっての怪異』として存在している。人が恐れたり、不安に思ったり、嫌がったりする『お化け』なのだ。だからこそ、人の噂うわさ話ばなしから生まれて、人の噂話の中に生きて、噂が消えると存在も消えてしまう。

　だけどヤシロちゃんの言う言葉を真に受けるとしたら。

　彼は『ロアにとっての怪異』として存在している。つまりロアが恐れたり、不安に思ったり、嫌がったりする『お化け』として生まれた『ロア』ということになる。

　ロアの噂話から生まれて、ロアの噂話の中に生きて。

「私たちロアが『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』を生み出したということ？」

「かもしれないよ、という話。今まで『百物語』の主人公たちは……時に失敗して、時に死んでしまって、時に諦めて引退して、みんな『百の物語』を集める前に脱落してしまったでしょ。だから誰だれも『百物語』が集まった後にどうなるのか知っている人もいなければ、知っているロアもいないままだった」

「うん。だから――そう、そうだね」

　そうだ。だから私たちロアは噂していたんだ。

『１０１番目』……ハンドレッドワンは、どんな『主人公のロア』なのだろう。

　今までの百人とは全く違うに違いない。

　今までの百人がやったこととは違うことをするに違いない。

　今までの百人に出来なかったことをやり遂げるに違いない……。

　そう、ロアたちは――『私たち』は噂していた。

　だからモンジ君は『そう』生まれたロアということ？

「誰が始めたんだろうね『１０１番目』の噂なんて。百番目までなんて、単なる主人公だったから気にも留めなかったのに。他ほかのロアたちも、私も、きっとキリカお姉さんも」

　そう、私は『大変なロアがいるなー』と思って軽く同情していただけだ。

　そもそも百個という数字は多過ぎる。全員を一個ずつ管理するだけで手間だろう。

　でも、そんな『ロアにとってのロア』になる噂を流す人物って誰だろう？　どんな得があって、どんな意図があってそれをしたんだろう？

「……うーん……『管理人さん』かな？」

「違うと思うよ。『管理人』が仕掛けるとしたら私を倒す手段なはずだけど、それにしたって『ロアに噂を流すだけ』なんて不確か過ぎるもの」

「だよね。しかもそんなロアが現れるかどうかも解わからないもんね。……じゃあ逆から考えて、モンジ君がロアになる時に、そのロアに一番適正があった、とか？」

　あの性格は確かに、私を変化させた。

『１０１番目』の能力ではなく、彼に触れ合うことで変わっていった。

　そう思いたい私がいる。

「モンジお兄さんが『８番目のセカイ』に接続したのは本当に偶然だったはずなんだけど。でも……ただの偶然とも言えないのかもしれないね。だってその時既に、キリカお姉さんは彼に接触していたし。七しち里り詩し穂ほも彼の側にいたし。『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』なんて最強の『主人公』すら身近にいたんだから」

　そして『妖精の神隠し』の妖精が中学時代からの腐れ縁。

　モンジ君の身の周りには、本当にロアに関かかわる人が多かった。

　もっと調べてみれば、他ほかにもごろごろとロア関係者が出てくるのかもしれない。

　――アラン君とかどうなんだろ。ちょっと調べてみようかな？

「ヤシロちゃんがＤフォンを渡したのも、モンジ君に『主人公』の素質があったから、だったんだよね？」

「まあね。既にお兄さんはメリーズドールと出会うっていう運命を持っていたもの。あのままＤフォンを渡さなかったら、瑞みず江えお姉さんがあっさり殺しちゃってたかもしれない」

「じゃあ、モンジ君が『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』の『主人公』になるっていうのは？」

「もちろん、知らなかったよ。私は元々素質がある人にＤフォンを渡すだけ。その人がその後どうなるのか、までは……まあ、解わかる時は解るけど、解らない時の方が多いからね」

「そうなんだぁ」

　つまるところ一番の謎はモンジ君でした！　みたいなオチになっていた。

　しかも、当人もその理由はさっぱり解らないだろうから困ったもので。

『１０１番目』なんて異質な『主人公』を、そんなモンジ君が手にした、というのが完全な偶然ではないのだとしたら。

　それこそ……必然。つまり、運命みたいなものがある、ということになる。

「ま、だから……いくらお姉さんが仲間になってくれたとしても。あんなにおっかない可能性がある主人公を放ほうっておく、というのは出来ないかなー」

　ヤシロちゃんは腕を組んでしみじみと頷うなずいて話を戻した。

「うーん、やっぱりダメかあ」

「ふふっ『やっぱり』だったんだね、キリカお姉さん？」

　言葉の端々をちゃんと読んでくる辺り、ヤシロちゃんは本当に抜け目ない。

　とはいえ、それくらい食えない子である、というのはよく知っているつもりだ。

「だったら、こうしよう――ヤシロちゃん」

　だから、当初考えていた通りの交渉をここから始める。

「ん？　もしかして、戦うのかな、お姉さん？」

「ううん、確かに今の私は絶好調だけど。ヤシロちゃんを倒せるなんて思ってないし……今、ヤシロちゃんが抱えている残りのロアを出されても勝てないような気がするから、そんな無謀なことはしないよ」

「うんうん、賢明な判断だね。流石さすが魔女のお姉さん」

　クスクスと笑っているヤシロちゃん。

　そう、彼女はいつだって余裕だった。きっと、ここで私がそのロアを楽勝で倒せる実力があっても。仮に、ヤシロちゃん自身を倒せる実力があったとしても。彼女はこの余裕を崩すことはなかっただろう。

　何な故ぜなら、彼女は最強で最悪の災厄の予言『ノストラダムスの大予言』なんてロアなのだから。何度倒しても倒しても倒しても、人々は必ず噂うわさするに違いない。

　例えば、太陽の黒点の影響で地球がピンチになる、みたいな情報が流れた時とか。例えば、彗すい星せいがとても地球に近付いたせいで、環境がおかしくなるかもしれないってニュースで流れた時とか。例えば、遺跡から新しい予言が見つかって、そこに世界の終末をほのめかす何かが書いてあったとか。そんな色んな『終末論』が出る度に『ノストラダムスの大予言』という名前は復活するのだろう。

　それだけ、ヤシロちゃんは『世界の破滅』の代名詞になっているのだから。

　つまり、彼女をなんとかする方法は。

　――人々がその噂をしないようにする、というのは実質不可能。この方法を使うにはほとんどの人類を死滅させるに等しいものが必要になる。それは本末転倒だ。

　――彼女自身を倒す、という手段は全くの無意味。いくら倒しても人々が噂するだけで彼女はまた現れるのだから。倒す側の犠牲が増え続けるだけ。

　――『説得』という手段も不可能。そもそも彼女の目的が『世界の破滅』であり、その為ために動く『純粋なロア』なのだから、どんな説得材料を持ってきたところで彼女が止まることはないだろう。と、なると……。

「ゲームしよう、ヤシロちゃん」

「ゲーム？」

　私は『交渉』を開始する。

「うん。モンジ君はアリサちゃんに、死の予兆を宣告されているからね」

　それが妹である理り亜あちゃんとの戦いの理由だった。理亜ちゃんはモンジ君を死なせたくないから、彼を二度と戦わせないように仕向けようとしたのだ。相手がこんな破格の敵ならその判断も納得出来る。気合とか根性じゃどうしようもないしね。

「うんうん、されているらしいね。私に殺される、みたいな未来なんだっけね」

「そうそう。だから――」

　この時の私は、モンジ君が新たな予兆をアリサちゃんからされている、というのを知らなかったというのもあるけれど。

　もし知っていたとしたら、逆に確信を持って。自信満々に告げていたと思う。

「私がこのゲームに勝ったら、ヤシロちゃんはモンジ君から完全に手を引く。私がこのゲームに負けたら、ヤシロちゃんは私を好きに操って構わない」

「へえ……ゲーム内容によるけど。面白そうな条件だね？」

　うん、やっぱり乗り気になった。

「私は手を引くつもりはないって言ったけど。つまり、キリカお姉さんはそれを覆すくらい面白いことを言ってくれるってことだよね？」

　ヤシロちゃんの興味津々な目に向けて、私は――ニッコリと笑って口にする。



「私がモンジ君を食べて、モンジ君から全すべての能力を奪ったら私の勝ちでどうかな？」



「ぷ……あは、あはははははははははは!!」

　私の提案を聞いて、ヤシロちゃんは聞いたこともないような大声で笑ったのだった。



    

  
    
      


◆最終話：‥“〝魔女の中の魔女”〟のロア



◆2010-07-24T10:30:00　"Ria's Room"





　世界の終わりが近付いている。

　そんな気にさせる朝だった。

「霧、深過ぎるだろ」

　窓から外を眺めてみると、外はすっかり霧に包まれていた。夜や霞がすみ市だけでなく、隣の月つき隠がくれ市まで霧が広がっており、かなりの交通機関が麻ま痺ひしているらしい。無理もない。自分が歩いてきた三歩前が見えないくらいに深い霧なんて、いくらなんでもやり過ぎだ。

「『ロアの世界』じゃないのか？」

　そんな気配は感じないものの、絶対的におかしい状況だった。

　確かに元々、この辺りは高地にある為ためか霧が発生し易やすい土地柄でもある。

　それにしたって時間が経たてば晴れたし、少なくとも10ｍくらい先なら見ることが出来た。

「……そして、か」

　俺おれは沈痛な面持ちで自分の部屋を出て、理り亜あの部屋をノックする。

　コンコン。

『……はい』

「入っても平気か？」

『……はい』

　力ない返事を聞いて胸に込み上げる心配を押さえて。

　俺はなんとか笑顔を作って理亜の部屋に入った。

　その女の子らしい部屋にあるベッドの上には、熱を出して赤い顔をした理亜が寝ている。

「具合はどうだ？」

「大丈夫です……だいぶ、良くなりましたよ」

　荒い息と火ほ照てった顔。その額ひたいに手を当ててみると、かなりの熱が手に伝わってきた。

　回避する仕草も見えなかったところを見ると、本当に体は動かないようだ。

「まだまだっぽいな」

「……すみません」

「いいって、無理するなよ。一昨日、頑張り過ぎたのかもしれないし」

　俺が手を離そうとすると、その手を弱々しく押さえられる。

「兄さんの手……冷たくて気持ちいいですね」

「そっか。じゃあもう少しこうしているよ」

　モスマンをワンダーパークで退治したのは、もう一昨日の話だった。

　あの後、どうも顔色が優れない理亜を家に連れて帰ったところ、熱を出していたのだ。

　大丈夫だと言い張る理亜だったが、その夜はつきっきりで看病した。

　――一緒にお風呂に入ったせいかもしれない、とか責任を感じたのもある。

　翌日になっても理亜の熱は下がることはなく、みんなからも心配のメールが届いたりしていた。一応、昨日はスナオちゃんがお見舞いに来たのだが、会うと体力を使ってしまうかもしれないということでスナオちゃんの方から会わないで去っていった。

　大量のスポーツドリンクをその時お見舞いとして貰もらったものだ。

『ナースのトモダチが言ってたけど、病院でもスポーツドリンクで熱は治すみたいよ！』

　その噂うわさが本当かどうかはさておき、実に一ヶ月分くらい貰ってしまった。

　まあ、保存がきくものだし、有難くとっておくとしよう。

「すみません、兄さん……こほっこほっ」

「いいって、気にするな。代わりに、俺が風邪で寝込んだら看病してくれよ？」

「はい。それはもう……みっちりと……します」

　薄く微笑ほほえんで頷うなずく理り亜あ。昨日に比べれば少しは元気も出てきたってことかな。

「旅行の後にも色々あったからな。少しは休んでおいてもバチは当たらないだろうさ」

「……大変な時期なのに、本当にすみません……」

「気にするなってば。気にし過ぎて治りが遅かったら、それこそ怒るぞ？」

「うっ……兄さんに怒られたくないので、気にしないことにします」

　殊勝に頷く理亜に微笑みかけて、ぽんぽん、とその頭を撫なでてやる。

「……兄さん」

「うん？」

「今日は、私の看病はいいですから……自分のことを心配して下さい」

「いや、そうもいかないだろ」

　なんせ、今の我が家には両親がいない。俺おれたちの旅行と入れ違いで、二人とも旅行に出てしまったのだ。そうなると必然的に理亜の面倒をみるのは俺だけになる。

「いえ……その……」

「どうかしたか？」

「今日は……着替えたいし……体も拭きたいので……」

　そういえば、昨日は付きっきりだったから。パジャマを着替えてないもんな。

　……そういえば下着もなのか？　と思いそうになり。いやいや、支えながら向かったお手洗いがあったから、あの時さり気なく交換していたかもしれないだろう、と思い至る。綺き麗れい好きな理亜のことだ。その辺りは抜け目なくやっているはずだ。

　まあ、何にせよ。理亜みたいな年とし頃ごろの女の子は汗をかいたまま男に看病されるというのは嫌なのかもしれないな。うん。

「ちゃんと、スナオさんを呼びましたから……」

「呼ばれて飛び出たわー！」

　バァン！　とドアを元気に開けて、スナオちゃんが勢い良く入って来る。

「さ、リア！　わたしが来たからにはもう心配要らないからね。乙女のヒミツはわたしがぜーんぶ守ってあげるからっ」

　ベッドまでずかずかとやって来ると、俺を押し退のけてキッと睨にらみつけてくる。

「と、いうわけであんたは退場して、残りの一匹をとっととやっつけてきちゃって！　それが心配な間は、リアがゆっくり眠れないんだからっ」

「ああ、そうだな。うん、後は任せるよ、スナオちゃん」

　スナオちゃんは本気で理亜を心配して、大事に思ってくれている。

　彼女が付いていてくれるなら、俺も安心して任せられる。

　何より、スナオちゃんがいればもしもの時も隠したりしてくれるだろうしな。

「……アリサもぐったりしてるらしいけど、気にするな、って言われてるから気にしないことにしているわ。あんたも気にしなくていいからね！　子ども出来ちゃうもの」

「ＯＫ、気にしないでおくが、気にしても子どもは出来ないと思うぞ」

「フンだっ」

　スナオちゃんはプイッとソッポを向くと、すぐに理り亜あの手を握る。

「リア、わたしの元気をいっぱいあげるから、だから早く良くなろうねっ」

「はい、スナオさん。……本当にありがとうございます」

「ううん、早く元気になって夏休み、いっぱい楽しみましょっ」

「……はいっ」

　そう、夏休み。いっぱい楽しむ為ための夏休みなのだ。

　だったら、早くこんなバトルとか大変な悩み事とかには決着をつけて。

　みんなで遊ぶ予定を立てた方がいいに決まっている。

「じゃ、行って来るよ理亜」

「……はい。お気をつけて、兄さん」

　理亜に見送られて、俺おれはその部屋を出る。



　――霧に包まれている街。



　確実に何かが起きようとしている――だったら。

「とっとと解決して、さっさとみんなと遊んでやる……！」

　俺は拳こぶしを握り締めて気合を入れると、そのまま家を飛び出した。





◆2010-07-24T11:00:00　"Yasaka Park"





　家を出た所に。

「あ、モンジ君っ」

　キリカが笑顔で待っていた。

「え、キリカ？」

　なんか、とても愛らしい……ちょっと気合の入った可愛かわいい服を着ている。

　まるでこれからデートにでも行くかのような。

「これからデートに行こう、モンジ君！」

「正まさにデートだった！」

「うん？」

「キリカの格かつ好こうがやたら可愛かわいいから、デートに行くみたいな服だなー、と思って」

「あ、可愛い？　とっておきだったんだよね。モンジ君、こういう系統の服が好きかなー、って思ってたから。良かった、バッチリ狙い通りだったみたいっ」

　ニコニコと笑うキリカはいつも通りの笑顔で、なんか、色々悩んだり考えたりしていたことがバカバカしくなってくる。俺おれとキリカは、こういう気兼ねなく話せる仲のはずだ。

　予兆がどう、とか。精神的接触とか。そういうのは……それこそ、普通に話して、そのまま流れでいいのかもしれない。よくよく考えてみれば、手を繋つなぐだけかもしれないもんな。アリサが手て篭ごめとか言うから無駄に緊張してしまっただけで。

「それにしても、霧が深いねえ」

「なんかキリカと戦った日を思い出すよ」

「あの時は結構頑張ったけど、こんなに濃くは出来なかったなあ。これをやっているのがロアだったとしたら、ちょっと負けた気分」

「そういう勝ち負けってやっぱ気になるのか？」

「なるよ。ほとんどの女の子はね、すっごく負けず嫌いなの。特に自分の得意分野に関してはね？　だから、霧の魔術だったとしたら……負けてられないなあ」

　キリカは辺りを見ながら、うーんうーん、と唸うなって。

「ま、いっか。モンジ君、迷子にならないよう、手を繋ごうっ」

　と、俺の手を握ってくれたのだった。



　そのまま、のんびりと俺たちは街まち中なかを歩いた。

「色んな場所にデートに行きたかったんだけど、この霧じゃほとんど何も見えないよね。車が走ってないのは気楽でいいんだけど」

「キリカと手を繋いで散歩してるだけでも俺は楽しいけどな？」

「あははっ、私だって楽しいし、嬉うれしいし、ドキドキしてるよ？　でも、せっかくのデートだもん。色んなとこ行きたいじゃない？」

「ま、それもそうだな」

「そうそう。じゃあせっかく街の中には誰だれもいないから……モンジ君と私の貸切夜や霞がすみ市を堪能しちゃうとしようか？」

「そう聞けば、この街そのもので遊ぶみたいで楽しいな。よしきた」

　キリカの手をぎゅっと握り直す。そこに緊張の汗はなく、気楽なままの俺たちだった。

「ここから近い思い出の場所といえば、やっぱり公園かな？」

「あー、思い出深いなあ」

　キリカと対決した場所。大量の蟲むしに襲われたおぞましい記憶のある場所でもある。

「あの時、モンジ君を食べちゃってたらどうなってたんだろう」

「うーん、俺おれとしては蟲むしに食べられるよりは……」

　と、いつものようにエロいネタで言いかけて。

　ついつい言葉を止めてしまった。

「ん？　わたしにパクパクされたかった？　それともぺろぺろがいい？」

「パクパクにぺろぺろだと……！」

「ふふっ、モンジ君ってばそういうのにも興味あるのかなー？」

　キリカが顔を近付けて。

　その唇を俺の頬ほおに触れるか触れないかの位置まで持ってくる。

「確かに、食べたりぺろぺろしたくなるほっぺだけど、ね」

「キリカになら食べられてもいい、みたいな気持ちになるからやめてくれ」

「バリバリ！　むしゃむしゃ！　げへへー、みたいな食べ方したらどうするの？」

「そういうスプラッター系は出来れば遠慮したいところです」

「あははっ！　じゃあ、ぺろぺろ止まりにしてあげるね。ちゅっ」

「っ」

　キリカの唇が俺の頬に触れて、その部分に柔らかくて温かな感触が広がる。

「き、キリカ？」

「ふふ、ごちそうさまっ」

　ぺろ、と舌を出していたずらっぽく笑うキリカ。

　その顔はいつものいたずらっぽい雰囲気と共に、どこか潤んだ瞳をしていた。

「なんか、今日はちょっとアレかも」

「アレ？」

「モンジ君に告白したからかな。歯止めが利かない感じかも」

　潤んだ目はそういう意味だったのか。そんなことを言われても、俺もキリカから離れるとかは出来そうもないわけで。

「ま、まあ、ほどほどで頼む」

「あははっ、了解だよ、モンジ君っ」

　ぎゅう、と手を握りながら腕に抱き着いてくるキリカ。

　その胸と胸の合間に俺の腕が挟まれる形になり。

『精神的接触』という言葉が頭をかすめ、俺は慌てて首を振った。



　まず、俺たちが立ち寄ったのは公園だった。

「ここで俺はキリカの初誘惑を受けたんだったなあ」

「あれ、そうだっけ？」

「ほら、ベンチで」

「ううん、そっちじゃなくて。私、教室でもちょいちょいモンジ君にモーションかけていたのに、それって全部気付かれてなかったんだね？」

「え、マジでかっ」

「マジマジ。毎朝女子が男子とお話しに行くとか。普通好きな子にしかやらないよ？」

「……おおう……」

　そ、そうだったのか。

　確かに、キリカみたいな社交的な子の時間を俺おれが独り占め！　というのはとても鼻が高い時間だったわけだが。そうか、あの時から既にだったのか……。

「んもう、本当に男子って。直接的なことをしないと伝わらないんだね」

「……すみません」

　全男子を代表して謝っておく。

　いいか男子諸君。女子はこうやって、男では気付きづらいようなモーションをかけてくれることがあるらしい。気をつけるように！

「いや、待てよ」

　だが、ここで待って欲しい。これで『あ、こいつ。俺にモーションかけてね？』と勘違いする男子が増えたりしたら女子に迷惑かもしれない。よし。男子諸君。男は鈍感でいい。そのまま気付かれなくてやきもきしてくれる女子たちでいて貰もらうとしよう。

　そうすればキリカのように直接的なことをしてくれるかもしれないぞ。

「どうかした？」

「男は鈍感なくらいの方が可愛かわいいのかもしれないぞ」

「あー、確かに。モンジ君が女心に詳し過ぎたらちょっと嫌かも」

　やっぱりそうだったか。というわけで男は鈍感でいい、というのは証明された。

　良かった良かった。

「それにしても、ここでモンジ君と戦ったのって結構前な気がするよね」

「そうだなあ。あれから色々あったもんなあ」

　キリカは俺を殺そうとしていた。だけど、中々殺すことが出来ないでいた。

　そのおかげで俺は自信を持って、こいつと共にいたいと思えたんだ。

　――その記憶はちゃんとあるのに、キリカを物語にした時だけが曖あい昧まいなのは、やっぱりキリカが俺の記憶を操作しているからなのだろうか。

　それを尋ねようかと思ったものの、キリカはとても楽しそうで。なんとなく気が引ける。

「あの時の私はどうしてモンジ君を殺せなかったのか、今なら解わかるってのも面白いなあ。戦っている時にはもう、とっくに私はモンジ君のことが好きになっていたんだね。まだ、それが恋に落ちたとは気付かないまま」

「うっ……こう、告白してからのキリカはストレートだな？」

「そりゃあね。隠す必要もなければ、もったいぶる必要もないもの」

　照れている俺おれを見てクスクス笑っている。

　返事をきちんとしたわけではないから、こっちはちょっと心苦しいが。

　キリカの方は、なんだかすっきりした顔をしていた。

「瑞みず江えちゃんにも感謝しなくちゃ。モンジ君を守ってくれてありがとう、って」

「それは……俺も内心、いつも思ってるよ」

　だから、極力戦いになってもあいつを頼らないようにしようと思っている。

　モスマンは頼らなくても倒せたというのは、自分の中で自負になっていた。

　別にあいつに褒めて欲しいわけじゃないけれど。あいつが守ってくれる俺も、ちょっとずつ強くなっているんだぞ、というのを示したいのかもしれない。

「………………」

　気が付くと、キリカが俺の顔をじーっと見つめていた。

「どうした？」

「ううん、なんでもない。次の場所に行こう？」

「次の思い出と言えば……」

　キリカの家のお風呂が真っ先に浮かんだ俺は、慌てて頭を振る。

「ん？　私の家のお風呂でも浮かんだ？」

「ピンポイントに当てられた！」

「あはは、だって。次となると『神隠し』の事件だもんね。ちょっと距離があるけど、あの時みたいに歩いてみる？」

「そう……だな。まだ時間は結構あるし」

　まだ朝だ。

　街が霧に包まれているせいで時間感覚が狂っているが、まだまだ一日はたっぷりある。

「丁度お昼くらいに境さかい山やまかなあ。お弁当作ってきてあるよっ」

「うお、キリカの手作りか!?」

「うん。サンドイッチだけどね。モンジ君って、たまごサンドが好きだったでしょ？」

「かなり！　よし、これは歩く気が出まくったぜっ！」

「ふふっ」

　きゅっ、とキリカは俺の腕に再びしがみ付く。

　むにゅ、とその柔らかな胸が押し付けられて。鼻の下をついつい伸ばす。

「今日は車もいないことだし。好き勝手に歩いちゃおうね」

「お、おうよっ」

　むにむに。腕に柔らかい感触が伝わりまくる。

　これはもうハッキリと誘惑されまくっているに違いない。

　人ひと気けがまるでない街まち中なかというのも相まって、俺おれは『この世界には二人っきり』になったみたいな、そんな感覚を覚えていたのだった。
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　我ながら。

　我ながら節操がない。

　そう痛感して俺はまたも床に正座していた。

「また入ってしまった……」

　いわゆる、カップルたち御ご用よう達たしの宿泊兼休憩施設。

　示し合わせたかのように、全く同じ部屋なわけで。





　シャワ～……





　バスルームからはとても魅力的な音が聞こえてきているのも、同じ状態だった。

　あの日のキリカは、体に力がまるで入らなくて。へろへろだったからここで仕方なく休んでいくという名目があった。だが今日のキリカは元気だ。



「ふんふんふーん♪」



　なんかご機嫌な鼻歌まで聞こえてくる始末である。

　これはもう言い逃れは出来ない。

　キリカに「せっかくだから寄って行こうよ！」と満面の笑みで言われた時、俺は大して葛藤もせずにここに来たのは確かだ。ここがどういう場所で。それからどうなるのかもなんとなく想像しながら部屋を選んだりした。

　ついでに言うと、一回来たことがあったおかげで部屋に入る手順はスムーズだったし、俺たちの姿は霧のせいで誰だれにも見られなかっただろう。受付に特に誰もいなかったとしても鍵は受け取れた辺り、こういう自動化というのは大変便利である。



「ふはー、モンジ君お待たせ……って。また正座してるの？」



　湯上がりのキリカが髪を拭きながらきょとんとしていた。

「って、キリカ!?」

「うん？　好きかなー、と思って。こういう格かつ好こう」

　キリカは大きなＹシャツを纏まとっただけという姿だった。胸の辺りで綺き麗れいにＹシャツが盛り上がっており。下半身はおそらく下着だけしか着ていないのだろう。見事な脚線美がすらり、と目を奪う。

　しかも湯上がりのキリカということで、色っぽさが当社比二倍くらいにまで膨れ上がっているように感じた。色々と観念しなければならない状況に、俺おれはもう俯うつむいてしまう。

「本当に綺麗だよな、キリカって。よよよっ」

「わっ、褒められたのに泣かれたっ」

　クスクスと笑いながら、キリカは冷蔵庫を開ける。本当に手慣れた動きだよな、なんて見ていると中に入っていたコーラとスポーツドリンクを見て首を捻ひねっていた。

「やっぱりこういう場所にスポーツドリンクがあるのって、スポーツです！　っていう意味でなのかなあ？」

「いや、なんか大人おとなのヤンチャな人たちはそう言う人もいるみたいだが、少なくとも俺たちくらいの年代の奴やつらがこういうことをスポーツだと思っちゃまずいと思うぞ」

「そだね。コーラにしとく？」

「キリカが飲みたいのはどっちだ？」

「んじゃ、コーラをモンジ君と一緒に飲もうっと」

　コップを二つ用意して、キリカはコーラを注ぐ。

　小さな瓶のコーラは、二人分を入れただけで空になってしまっていた。

「ふふっ、かんぱーいっ」

　キリカに手渡されたコップを持って、カツン、と合わせる。

「モンジ君とまたここに来ることになるとはねえ」

「俺もビックリだよ」

「元気な時にまた来たいな、と思ってたから嬉うれしいけど。モンジ君に断られなくて良かった。ふふっ」

　ニコニコと俺を見ながら、ベッドに腰掛けるキリカ。

　俺も床に正座していないで、そのままベッドに座ることにする。

「ねえ、モンジ君」

「うん？」

「今日はちょいちょい心ここにあらず、って感じだったけど。何を悩んでいたの？」

　やっぱりキリカに隠し事は出来なかったか。

　それで不快だったわけではないようだが、ちょっと気を使わせてしまったな。

「実は、アリサがこないだ来て、予兆を告げていったんだよ。このままだと死ぬぜって」

「あ、うん。また、なんだ？」

「こないだとは違う理由だった。だから改めて言いに来たんだよ。その――」

　この話をすれば、キリカはきっと……。

　だけど、俺おれはもう言わずにはいられない。

　今日一日、ずっと二人で過ごして気付いてしまったからだ。

　やっぱり俺はキリカのことをとても気に入っているし。

　そういう関係になったら、嬉うれしいなーと思っている、と。

「このままキリカのことを放ほうっておくと、俺が死ぬっていう予兆だった」

「あー……そうなんだ」

　キリカは何か思い当たるフシでもあるのか。

　どこか一瞬遠くを見るような目で頷うなずいて。

「うん、それで？」

「それで。キリカをなんとかしないといけないぜ、って」

「なんとかって？」

「その。殺すか……」

「殺すか？」

　スッ。

　キリカは俺の手を握った。

　ドキッとしてその顔を見てみると、口元には笑みが浮かんでいた。

　気にしなくていいよ、とその顔が言っている。俺はキリカを殺すなんてことしたくない、というのもちゃんと伝わっているみたいで安心を貰もらう。

　Ｙシャツの胸元がやや開いていて、下着を着けていない綺き麗れいな白い肌と緩やかな丸みが扇情的に目に入ってきて、ついでに目の保養までさせて貰ってしまった。

　ゴクリ。

「……モンジ君、そこが気になるのも仕方ないけど、続きは？」

「あ、ああ、うん。ええと」

　こほん。すぐに気を取り直して続ける。

「その、精神的接触をすべきだ、って」

「…………精神的接触？」

　思っていたのと違う言葉だったのだろう。

　キリカは目をパチパチと瞬かせた。

　ああ、もうこうなったら勢いで言ってしまおう！

「いや、手て篭ごめにしろ！　って言われたんだけど。それって無む理り矢や理りするって意味だろ？　俺おれがキリカに無理矢理とか絶対無理だから、なんか上う手まい言い方で言ったんだよっ」

「ぷっ、手篭めって！　あははっ！」

　キリカはその言葉がツボに入ったのか。

　色っぽい姿勢だったのをすぐに戻すと、楽しそうに笑っていた。

「あははっ、アリサちゃんってたまに古いよね。あの子は私より古い魔女だから仕方ないのかもしれないけど。だからって手篭めって。時代劇とかでしか聞かない言葉だから、今の若い子たちには通じないかもしれないよ。あははっ」

「いや、男には通じるんじゃないかな。男子ってのは、ことさらエロス方面の言葉にはやたらと詳しかったりするし」

「モンジ君も、辞書で引いてみたりした時代もあった？」

「中学生時代は、割と頻繁に」

「あはははっ！　そっか、思春期だったら仕方ないよねえ……ふふっ、それにしたって、手篭めって。帯を持たれて、あ～れ～、とか言わなきゃいけないのかな、私。ふふっ」

　すっかりキリカは楽しそうにしている。

　最近、あんまりテレビでは時代劇もやっていないのでそのネタも廃すたれていくのかもしれないが、着物姿の女の子を脱がすというのは男のロマンのままでいて欲しいものだ。

　いや、そうじゃなくて。

「と、ともあれ、そんなわけなんだよ」

「ふふっ、あー、おかしかった。そっかー、手篭めかあ。なるほどね」

　キリカはＹシャツの胸元を直して、俺にきちんと向き直る。

「モンジ君、どうして私が手篭め……精神的接触をされたら殺されたのと同じ効果があるのか、って解わかる？」

「ん？　あ、あれ……？　そういや、そうだな。なんか、心が通じ合うことでキリカが隠していることが解るから、とか聞いた気がするが……」

「心が通じ合ったって、隠し事は解らないままだよ。女の子のヒミツなんて、教えないように頑張れば絶対解らないものなんだから」

「まあ、そうだよな。女の子は男にとっては永遠の神秘だもんな」

　俺は思わずベッドの上で正座する。

　確かに、ちょっとおかしな話だった。キリカを殺してしまうという解決理由は理解出来る。キリカが何かしていたとしても、何も出来なくなってしまうからだ。一番横暴な方法だから絶対に選びたくないものだが、理由だけは解っている。

　だが、精神的接触をすればＯＫっていうのは確かにおかしい。キリカとそういう関係になったからって、キリカが企たくらんでいることを止めなければ意味がないのだ。逆に言えば、そういう関係にならなくたってキリカを止められればいいだけなわけで。

　あれ、じゃあ……どういうことだ？

「まあ、アリサちゃんのことだから。その予兆は多分正解なんだと思うけどね。当の本人も殺す以外の方法が『どうして』なのかまでは解わからなかったんじゃないかな？　あの子、そういうトコは純真なままの魔女っぽいし」

「確かに、男性経験はないって言ってた気がする」

　あんな可愛かわいいのにな、と思うものの。

　そもそもロアだからモテるモテないは関係ないのかもしれない。普通の人と違う生き方をしているから、そっち方面に興味を持つ必要性がない、というか。

「だからよく理由は解らないけど、とりあえず私とエッチしちゃう……というのが、モンジ君的には嫌だったんだよね？　しかも、その話をすれば……まあ、しなくてもだけど。私はモンジ君が求めてくれたら応じるつもり満々だから」

　この状況で。この場所で。そんな格かつ好こうで。そんなことを口走られると。

　ごくん。

　思わず生なま唾つばを飲み込んでしまう。

「ふふっ、いつでもいいんだからね、私は。モンジ君が欲望のはけ口にするだけでもいいかなー、とさえ思っているんだから」

「キリカを、そんな風ふうに思えるわけないだろっ」

　ちょっと語気が荒くなる。

　キリカのことを体だけの関係とか、欲望を満たす為ためだけの女の子とか。

　そんな風に見ることなんて出来るわけがない。

「うん……ありがと。こんなロアの。本体は魔道書でしかない私にさえ、そんな風に……ちゃんと女の子として大事に見てくれるモンジ君だから。私はこの体を捧げてもいいかな、と思えるんだしね」

「キリカ……」

「この体は、前にも言ったけど。幼い姿にもなれるし、老婆にだってなれる。まあ、男の子の姿は無理だけど、年齢は自由に変化させることが出来るの。スタイルはその時の体に応じた、最も均整の取れた綺き麗れいな体――男の子が思い描く素敵な体つき、というものになるのは『ロア』だからなんだけどね。噂うわさの美女、美しい魔女というのは、そういう風に見られるものだから」

　そのスタイルの話は聞いたことがある。

　音ね央おのスタイルも、男たちが思い描く理想のスタイルになっている、みたいな話だ。

　せっかく努力して維持しているのに、なんか悔しいとぼやいていた。

「本当の人間の体なんて、存在しない。『魔道書』なんて無機物の、蟲むしに食べられているボロボロの本だった私みたいな物を、君はとても大事に大事に、とても女の子として扱ってくれる。だから――私は、この体は。この『仁に藤とうキリカ』の体は、モンジ君になら何をされてもいいかな、と思っているの。むしろ……君になら、全部捧げたいって思ってる」

　キリカは、ただ真まっ直すぐに。

　俺おれの目を見つめてそう伝えてくれた。

「モンジ君。君は……私が魔道書の姿に戻っちゃったらどうする？」

「え？」

「きっと、凄すごく力を使い果たしたら、私は最終的にその姿に落ち着くと思う。もちろん、もうちゃんと蟲むし喰くいも直して、綺き麗れいな本にしてあるけど。それでも、私はただの赤い表紙の本になっちゃうと思うんだよね」

「キリカが、本に……か」

　今の綺麗な体を見ている限りだと、全く想像が出来ない。

　だけど、キリカが言うからにはそういうこともあるのだろう。

「その魔道書になると移動がしづらいから持ってて、とかの話か？」

「へ？」

「あれ？」

　なんか俺、おかしなこと言っただろうか？

「じゃあ、えーと……どこかに丁重に保管しておいた方が、力の回復が速いとかか？　あ、でも俺が近くにいた方が回復速いとか言ってなかったっけか。うーん、まあ魔道書の姿ならベッドで一緒に寝てたとしても、理り亜あには怒られないかもしれないな……」

　確かに、キリカが魔道書の姿になってしまう事態なんてものは由ゆ々ゆしき状態だ。

　そうならないに越したことはないが、もしなってしまったらどう守るのか。これは今から考えておいた方がいい案件だろう。

「あ、いやいや。そういう意味じゃなくて」

「え？」

　なんか真面目まじめに考えてしまったが違ったらしい。

「だから。前も言ったけど、えーと……モンジ君は、私が魔道書の姿でも……」

「姿がどうなってしまっても、キリカなんだろ？」

「っ」

　ピクッ、とキリカが反応する。

「だったら守るよ。大事にする。そんな状態のキリカを狙うロアが現れたら全力で立ち向かうし、いざとなれば全力で逃げる。もし、そのまま何年も経たっちゃう、っていうなら、それは結構寂しいかもしれないけど……まあ、ずっとじゃないならいいかな。出来れば、会話くらい出来た方が嬉うれしいけ、ど……って」

　俺おれがつらつらと語っていたら。

　キリカの目には、涙が浮かんでいた。

「うわっ、ど、どうした、キリカ!?」

　なんか傷つけることでも言ってしまっただろうか。

　こう、本の私でもいいんかいー、みたいな。正解は『そんなん嫌だ！　早く元の可愛かわいいキリカに戻ってよう！』だったとか。いや、それは難易度が高い欲求だ。じゃあ、他ほかにどう言えば良かったんだろう。

「す、すまん。ええと、俺はつまりだな、キリカがキリカなら、どんな姿であっても、ちゃんと、こう、好きだぞ、という意味でだな……」

「モンジ君……」

　押し殺したような声。

「は、はい」

「モンジ君の、ばかー！」

　そして思いっきり泣き顔のキリカに。

　俺は押し倒されてしまった。

　ボフッと布団に倒されて、ポロポロと泣いているキリカを下から見上げる。

「モンジ君の、ばか……どうしよう……ほんとに、大好きになっちゃうじゃない……モンジ君のばか……大好き……ひくっ」

「え、ええと……」

　その瞳から落ちる涙が、なんだか綺き麗れいだなと思って。

　俺はキリカの頬ほおに手を当てて、親指で涙を拭ぬぐってやる。

「モンジ君。私、どんな姿でもいいの？　モンジ君にとって、私は、私ならいいの？」

「……もちろんだって言ってるだろ。そりゃ、今はこの姿のキリカでいてくれるのが一番いいけどな。でも、幼女になっちゃってたって、老婆になっちゃってたって。ましてや物言わぬ魔道書になっちゃったって。俺はちゃんとキリカのことは今まで通りに接したいし。ちゃんと好きなままだよ」

「ふえええええっ!!」

　ぽろぽろと、キリカの瞳から落ちる涙が俺の顔にあたる。

　その涙はとても熱くて。キリカの強い想いが込められている、そんな気がした。

「ああ、もう……珍しいな、キリカがそんな泣くなんて」

　なんだか、初めてキリカが弱っている気がして。

　俺は下から、キリカの体を抱き寄せる。

「あっ……」



    

  









    
      

　キリカは寄せられるがままに俺おれに乗っかると。

　そのまま、胸元に顔を寄せた。

「……ひくっ……だって、モンジ君ってば、優しいんだもん。……私は嫌われ者の魔女だから、こんな風ふうに優しいのは、慣れてないんだもん……」

　しゃくりあげながらそんなことをぶつぶつ語るキリカは、どう考えても『最悪の魔女』とかではなく、ただの女の子だった。もしこれが、人に気に入られる為ために作られたような人格だったとしたら、完かん璧ぺきだと思う。

　それに、もし作られたものだったとしても……こうやって、俺との触れ合いがきっかけになって、それがキリカの中で変化していってくれたのなら、嬉うれしいから。

「……重くない？」

「柔らかい」

「……ばか」

　キリカが恥ずかしそうに口にして、上目遣いで見上げてくる。

　その目はとても潤んでいて。そして、とても――求めていた。

「モンジ君。……責任を取って欲しいの。私をこんな風に、弱い女の子に変えた責任。君の為の仁に藤とうキリカになってしまった、その責任を……とって、くれる？」

　それが具体的に何を求めているのか。

　流石さすがにこの状況で解わからないほど、俺は愚かではないつもりで。

「キリカ。弱いままでもいいんだからな？　男は、可愛かわいい女の子を守りたいんだから」

「ん……解った」

　キリカはそのまま、俺の唇に――キスをする。

　そのキスはとても深くて、熱くて、キリカの想いがとても込められたもの、だった。

　熱いものが、キリカの口を通して伝わってくる。それはそのまま痺しびれるような感覚を俺に与え、脳をとろけさせ、背筋をぞくぞくさせた。こんなに気持ちのいい唇と舌ならもっともっと味わいたくなる。もっとキリカの想いが欲しくなる。

　そんな気にさせる――いわゆる、大人おとなのキスだった。

　とても長い時間、唇が重なっていたように思えるが。

　キリカが目を開くと、そのままスッと体を俺の上から退しりぞく。

　その目は潤みきっていて、ただ純粋に可愛いと思える。胸元から覗のぞく艶やかな膨らみが重力に従って下に膨らんでおり、その大きさと形はたまらなく美お味いしそうに思えた。

　……もしかして、このまま、なんかこう。始まってしまうのだろうか。

　かなり緊張しながら見つめていると、キリカが静かに口を開き。

「はい『精神的接触』終了～！」

「えええっ!?」

　まさかの終了宣言だった。

「モンジ君がとっても私のことを考えまくって、私もとってもモンジ君のことを考え、そして体の粘膜的な部分での接触を果たした。これはもう完全に精神的接触だよねっ」

「あ、いや、うん。そう、かもしれないですけれども」

　なんだろう、この。『その先があるでしょ！』という気持ち。

　すっかり高まっていた気持ちを肩すかしされたかのような、ふわふわ感。

「あはっ、まあここから先はフェアじゃないしね。モンジ君にとってはファーストキスじゃなくても、私にとっては初めてだったんだし」

「……うん？　俺おれも初めてだと……」

　思う、ん、だが。

　なんでだろう。頭の片隅に、俺の唇に重なる唇の面影みたいなものがかすめる。

　しかも、それは何度も何度も俺の唇に唇を当てたものだったような……。

「ううん、モンジ君は初めてじゃないよ。私は、知ってるからね。ふふふっ」

　とても意地悪く笑うキリカ。

　それは俺にではなく、誰だれか別のヤツに向けたもののようだ。

「多分、これでアリサちゃんの予兆条件はクリアだと思うんだけど……そうだなあ。念の為ため、エッチしておく？」

「こらー！　気軽に言うんじゃありません！」

「はーい。モンジ君ならいつでもいいからね？」

　チラッ、と胸元を見せてウィンクするキリカ。

「その時になりましたら、是非宜よろしくお願いします」

「わっ、お願いされちゃった」

　クスクスと笑うキリカはもういつも通りに戻っていて。

　もったいないな、という気持ちと同時に、安心している俺がいたのだった。





◆2010-07-24T21:00:00　"Kirika's House"





「ありがと、送ってくれて。この霧、なんか嫌な予感もするから、本当に気をつけてね。Ｄフォンはいつでも出せるようにしておいてね？」

「うん、解わかってる。キリカも無理するなよ？」

「ＯＫ、任せておいてっ」

　キリカは小さくガッツポーズをして頷うなずく。

　これから、この街全域を探る術を使ってみるらしい。アリサが街の空全体を使ったみたいに、キリカも街中を全部探ってみるそうだ。かなり大きい魔術になるらしいので心配したのだが『モンジ君のパワーを先払いで貰もらったから大丈夫！』とのこと。

「それじゃ、またねモンジ君」

　ちゅっ。

　去り際にほっぺにキスをして、キリカは自分の家に入っていった。

「お、おう、またな」

　俺おれの照れた返事を嬉うれしそうに見ているのを見届けてから、俺も帰路につく。



　今日一日は、キリカとデートする日だった。



　さっきの『精神的接触』で本当にＯＫだったのかは判断に悩むところだが、今の俺たちにはあれ以上が無理なのも確かだろう。逆に、あれ以上を無む理り矢や理りやってしまった場合、精神の接触ではなく単純な肉体接触になってしまう。

　こう、単なる男女の営みとい言いますか。

「うん。もったいないことをした」

　いつだってキリカと会った後はもったいない、と思う辺り俺は本当にもったいない生き方をしているのではなかろうか。もし、これがごく平凡な人生で。

　キリカとも普通に知り合っただけの間柄だったら。

「……ないか」

　特殊な状況だからこそ、キリカは俺のことをこんなにも気に入ってくれたのだ。

　他ほかのみんなにしてもそうで。俺が『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』でなければ、きっとこんなにもみんなと深く繋つながったり仲良く出来なかったかもしれない。

　いまだに、ただ先輩に憧あこがれているだけの陸上部員。アランとバカな会話をしたりしながら、理り亜あに怒られたりしつつ。日々を平和に過ごしていただけだったのだろう。

　もしあのままだったら一いち之の江えにも出会えず。鳴な央おちゃんをあの村から助け出すことは出来ず。理亜が戦っていることも知らず。先輩の正体も知らないままだったわけだ。

「人生、何が起きるか本当に解わからないよなあ」

　キリカの家から俺の家までは歩いて帰れば三十分くらいだ。

　そういやアリサも倒れているんだっけと思いだして、様子でも見てこようかと思ったのだが。俺はあいつの家がどこにあるのかを知らない。というか、スナオちゃんの家も知らないもんな。中学生コンビとはちょっと距離があるのかもしれん、なんて反省した。





◆2010-07-25T02:00:00?　"Hayate's Room"





　不意に目が覚めると、まだ夜中の二時だった。

「……？」

　まず最初に感じたものは違和感。

　今、この状況が『普通の夜』ではないというものだ。

「もしかして『ロアの世界』か？」

　枕元にあったＤフォンを確認し、すぐにお馴染みのジャージに着替える。

　そして耳を澄ましても何も聞こえない。

　辺りはとにかく――静か過ぎた。

「理り亜あは……寝ているだろうか」

　まだ熱は下がってないはずだが、この状況だと動きかねない。

　スナオちゃんも泊まりで看病してくれているから、この異常には気付いているはず。

　そう思い、すぐに部屋を出て理亜の部屋のドアをノックする。

　コンコン。

「理亜、すまん、起きてるか？」



　………………。



　返事がない。

　寝ているだけならいいのだが、嫌な予感がした俺おれはすぐさまドアを開けてみた。



　その部屋の中には誰だれもいなかった。



「理亜……？　スナオちゃん？」

　まだ動けるような状態じゃなかったはずだ。それなのに、いないとは……。

　考えられるのは二つ。この『ロアの世界』には俺だけが閉じ込められたもので、理亜たちはまだ眠っているということ。

　もうひとつは、理亜たちは既に何かと戦う為ために出てしまったということだ。

「後者じゃないといいが――」

　嫌な予感というのは当たることの方が多い。

　杞き憂ゆうで済めば何よりなんだが、理亜は『最強』と名高い『主人公』。

　あいつを狙う側からすれば、なんとか倒すなら今のうちなのも確かだ。

「背に腹は代えられないな」

　長時間『ロア』の力を使い続けると、人間としての存在が危うくなる可能性がある。

　だから、俺おれがロアの姿になるのは極力短い時間になるようにしていたのだが、今はそんなことも言っていられない。

　右手に持っていたＤフォンを握り締めると、熱い右手の甲を窓に向け、そして一気に真横に振り抜いた。そこに、赤い一筋の軌跡が生まれる。





「さあ、『百物語』を始めよう──！」





　直後Ｄフォンが勝手に動作し、俺自身を写真に写す。

　不思議な和音のメロディーが動作音として鳴り響き、俺の姿は『百物語の主人公』のそれへと変化していく。Ｄフォンはモノクルへと変わり、そのまま右目に装着され。

「『月つき隠がくれのメリーズドール』！」

　宣言した瞬間、イメージの中で手にしていた本が実体化し、俺の手に宿る。

　一いち之の江えの力。これが最も俺の身体能力を跳ね上げ、察知能力を増強し、何より疲労が少ないという、正まさに一番ピッタリな能力だった。

　その高まった察知能力を活かして、俺は周囲を探る。

「なんだ、これ……」

　辺りはビックリするくらい、濃密なロアの気配に包まれていた。

　まるで、霧全すべてがロアの因子で出来ているかのような。街全体が、巨大なロアに包まれているんじゃないかってくらい、恐ろしいほど強い気配に覆われている。

「なんだ、何が起きているんだ!?」

　今までにない恐怖を感じて、俺は慌てて他ほかのみんなに連絡することにした。

　まずはこの場にいない理り亜あだ。

　だが――。



　ピピピピピピ。ピピピピピピ。ピピピピピピ……。



　呼び出し音だけが鳴り響き、一向に出る気配がない。

「じゃあ、次はスナオちゃんで、アリサで……」

　理亜が出られないのだとしても、あの二人なら一緒に行動しているだろう。

　そう思って俺は二人にも早速連絡してみる。

　――だが。

「どういうことだよ！」

　あの二人ともまるで繋つながらなかった。

　いや、発信音が出ているということは繋がっているのだ。マリーちゃんの時のように、電波が遮断されているわけではない。『異世界』であっても繋がるのがＤフォンの特徴なのだから、この場合はつまり『向こうが出られない状況』ということだ。

「くそっ、じゃあ、先輩に、キリカだ」

　情報担当である二人にも早速かけてみるが。



　ピピピピピピ。ピピピピピピ。ピピピピピピ……。



「な、なんだ……？」



　ここまで来ると、寒さむ気けすらし始めていた。

　さらに、音ね央おと鳴な央おちゃんにもかけてみたが、結果は同じ。

　繋がっている。だけど、出ない。

　つまり、全員――Ｄフォンに出ることが出来ない状況ということだ。

「一いち之の江えは……」

　一之江は。あいつはどうなっているだろう。

　いざとなれば、この場にすら呼び出すことが出来る相棒。

　あいつにも繋がらなかったら――。

　俺おれが目覚めた時には、何もかも『手遅れだった』ということになる。

　頼む、出てくれよ……！



　ピピピピピピ。



　ピピピピピピ。



　ピピピピピピ……。



『はい、捜査一家です』

「警察!?　いや、なんかニュアンスおかしかったぞ！」

『捜査するのが大好きな家族に繋がった、みたいな』

「なるほど、捜査一家か」

　いつもの調子の一いち之の江えが出て、俺おれは心底安あん堵どした。

　こいつの声は、いつだって俺を安心させてくれる。

『まあ、誤字とかでありそうですよね。そんなことより、笑える状況ですね』

「いや、笑えない状況だろ、これっ」

『ちなみに私からすると、貴方あなたも繋つながらない男だったのですよ』

「え？」

『着信履歴が五件くらいあるはずです。私に五回もかけさせた罪は万死に値します』

「……ラーメンでよろしいでしょうか」

『トッピング五種類ならば許可しましょう』

「くっ……！　了解した」

　そうか、俺も出なかったということか。

　しかし、なんで気付かなかったんだ、俺？

『んー、なるほど。おぼろげながらですが、貴方の状態が掴つかめます。今は私の力を使っている、ということですね』

「ああ。なんだ、解わかるのか？」

『貴方がそれを使っている時は、私との繋がりが強固になるようです。精神的接触とか言えばいやらしい言い方になるようですが、そのようなものです』

　うぐっ。ちゃんとそういう辺りでえぐってくるよな、こいつ。

『それによって把握した感じ。モンジ、貴方は眠らされていたようですよ』

「眠らされていた？」

『ええ。かなり深い眠りです。別のロアの力が働いた形跡があります』

「別のロアが、俺を？」

『はい。ただ、何をしたのかまでは解りません。もしかしたら寝ている間に変な手術でもされていたのかもしれませんよ』

「え、改造手術とか？」

『頭髪がどんどん抜けるようになる手術とか』

「こえええ!?」

　まあ、流石さすがに手術はされていないと思いたいが。

　俺が眠っていたのは、誰だれかに何かされたから、というのか。

　しかし、誰に何かをされたのか、思い当たるフシがまるでない。薬を盛られたとかならまだ、食事の中にというのも解るのだが。今の食事は自分で作っているからそれもないし、そもそもそれだとロアの力が働かないか。

『私に解るのはそれくらいです。何かされているのは確かなようですね』

「だな。ヤシロちゃんが放ったロアの仕業だろうか？」

『その可能性もありますが、身近な人の可能性もありますよ。貴方あなたはもうハーレム系主人公ロードですから、逆にザックリ系主人公でもおかしくありませんし。なむー』

「や、やめろよ。そ、そんなこと、ないよ」

　思わず声が震えてしまったりしつつ。

『さておき、貴方のただれた関係のことはどうでもよくて。問題はこの状況です。私は既に調査に動いているのですが、そちらも動いてみて下さい。何かあれば連絡します』

「解わかった。俺おれも何かあったら連絡するし、ピンチになったら呼ぶ」

『まあ、その辺りはいつも通りで』

　いつも通り。

　その言葉がやっぱりとても心強い。いつも通りの一いち之の江えがいてくれる。それだけで俺はこの状況に立ち向かえる、そんな気がしていた。

「よし。まずは……近くを調べてみよう」

　今の俺なら、視界に頼らなくてもかなりの情報を手に入れることが出来る。

　ロアの気配であれば、結構な距離でも掴つかみ取れるのだ。

「しかし、俺に何か、か……」

　誰だれかに何かされているのだとしたら。

　一体俺は、誰に何をされているのだろう？



　そして、霧に包まれた街に出た俺は、丁度商店街の辺りで『ロアの気配』を感じ取った。

「どこだ？」

　そちらの方を振り向こうとした瞬間。

　脳裏に赤い閃せん光こうが走り、体は自然に前屈みに動いていた。

　シュッ！

　今まで俺の頭があった場所を、鋭利なナイフが飛来していく。

「ナイフ……？」

　ナイフが霧の向こうに消えて行くのを見守る隙すきもなく。

　脳裏に、さらに無数の赤い閃光が現れる。ひとつやふたつではなく、大量に、だ。

「って、こんなに!?」

　慌てて転がったり、ジャンプしたり、体を捻ひねって避よけたのだが。

　そこに飛んで来たナイフはどれもこれも、頭であったり胸であったり背中であったりを正確に突いてきていたのだ。

「おいおい、これはヤバくないか？」

　まず何より、飛んでくる方向がバラバラだった。前からかと思えば、後ろからも飛んでくる。高速で投げた相手が移動しているというよりは、ナイフが独自の意志を持って勝手に襲いかかってきているような印象だ。そしてそのどのナイフも、正確過ぎる危険さで、俺おれの急所を狙っている。

　逆に考えれば、飛んでくる気配が掴つかめるのと。急所である場所を守ればいいだけなので、なんとか回避することは可能なのだが。

「とはいえこのままじゃ、逃げることしか出来ないなっ！」

　次から次に飛来してくるナイフをなんとかギリギリでかわしながら、俺はどんどん商店街の大通りから、裏路地の方に入っていく。

　それが『誘い込まれた』のだと知るのは。





　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ！





　一いち之の江えの登場を意味するその着信音が鳴り響いた時だった。





　かくして、話は冒頭に戻ることになる。

　つまり、キリカと俺と一之江、三人が対たい峙じする場面だ。





◆2010-07-25T02:00:00?　"Yagasumi Central Building"





　ヤシロちゃんの放ったロア『切り裂きジャックジヤツク・ザ・リツパー』を倒したキリカは、いつもの笑顔を浮かべたままに。高らかに俺に宣言していた。

「――モンジ君、君の物語を食べさせて貰もらいに来たよ。『ノストラダムスの大予言』に仕える『破滅の属性』を持つ魔女の一人として、ね？」

　赤黒い色に塗り替えられた世界の中で。

　そこに在るのは『最悪』と謳うたわれる魔女の姿だった。

「っ！」

　次の瞬間、一之江がすぐに動いていた。

「おっと」

　だが、キリカの背中にバサッと赤いマントが生まれて、風になびく。

「っ!?」

　一いち之の江えは慌ててその場を飛び退のいた。

「へえ、流石さすがに簡単には捕まってくれないね、瑞みず江えちゃんは」

「そのマント……スナオさんのものですか」

「うん。ロアは食べさせて貰もらったからね。こうやって使うことも出来るの」

　キリカはにんまりと笑みを浮かべて、そのマントを翻すと。



『赤マントと、青マント、どちらが欲しい――？』



　それはスナオちゃんがこないだの旅行で頑張って手に入れた新しい能力。

「一之江っ！」

「モンジ、もう一度ロアの力を展開しなさい！」

　俺おれは慌ててＤフォンを構える。間に合うか──!?



「さあ、百物語を――」



「答えない場合、自動的に赤いマントになるんだね、この技。いくよ、モンジ君、瑞江ちゃん。――『真紅の部屋クリムゾン・ルーム』！」



　その瞬間、空中に大量に現れたナイフが――一斉に俺と一之江に向けて飛んで来た。

　ナイフの雷雨、縦横無尽に俺たちのいる場所を埋め尽くすほどの圧倒的な量の刃。スナオちゃんが一之江を倒すにはこれくらいのナイフがないと無理だろうと考えた、そんなイメージすら浮かぶほどの暴力的な物量だった。

「……へえ、流石だね」

　俺の背中は、一之江が――大量のナイフを全すべて叩たたき落として守ってくれたようだ。

　そして、一之江の背中は俺が。

　何本かは俺に刺さって血が流れたが、頑張ってほとんどを叩き落として守れた。

「ギリギリで間に合わせて、二人で互いの背中を守り合うなんて」

　キリカは自分が纏まとっていたマントをあっさりと捨てる。

　その瞬間、マントもナイフも何事もなかったかのように消滅していた。

「モンジ君、実は私もちょっと嫉妬している子がいるの。それって、モンジ君が大好きだと思っている先輩でもなくて、ましてや妹の理り亜あちゃんでもなくて」

　キリカは俺の――背後に視線を向ける。

「なるほど、私の強さと美しさに嫉妬するのは仕方ありませんね」

「あはっ、瑞江ちゃんは本当に変わらないよね。それとも、そんな貴女あなたも本当はモンジ君に結構変えられてしまっているのかな？　だって、そうじゃなきゃ……人工呼吸してまで、モンジ君を助けたりしないもんね？」

「っ！」

　俺おれの背後で息を呑のむ気配がした。

「人工呼吸？」

　あの海の時の微かすかなイメージ。何度も唇を重ねたというもの。人工呼吸であるのだとすれば、それが出来たのは一いち之の江えだけなわけで――。

「お前……」

　俺が言葉をかけようとした、その瞬間。



　ザシュッ！



　一之江が何かを切りつけた音が響く。

「私を動揺させて油断させようとするなら甘いですが、ついでにこの人物の『影』を用意したというのは驚きました」

　一之江は冷ややかな声でそう告げた。

　そしてその『影』とやらが俺の視界に入る。

「な……」

　一之江を振り向くことは出来ないけれど。その『彼女』がそこにいるのは立ち位置的に見ることが出来て。

　そこには――。

「せ、せんぱい……」

　ぼんやりとした、うつろな瞳の先輩が。一之江のナイフを受けていた。

　その表情にはいつものにゃぱーとした笑みはなく、まるで人形のように。操られているかのように、ただぼんやりと立っている。一之江が切りつけたであろう手首からは赤黒い煙が溢あふれていて。それはもう、一目で先輩ではないと解わかるものの。

「キリカ、先輩に何をっ！」

「うん、だから食べちゃったんだよ、モンジ君。だから、ああやって彼女の力を使って、影を作ることが出来るの。もっとも『管理人』と『２０００年問題ロスト・ミレニリズム』の力が融合して出来たバグ操作ほどのことは出来ないから――」

　やがて先輩の姿は、赤黒い煙に包まれて消えてしまった。

「あの時の『影』よりも大して役に立たないというわけですね」

「そういうこと。詩し穂ほ先輩はやっぱり情報系だね。モンジ君たちと戦ったあの時は『管理人』さんが頑張っててくれただけみたい。『４０４リンクノツト・フアウンド』を使って誰だれかを消そうと思ったけど、項目がなくなるだけだから大した影響はないし」

　でも、それでも。

　先輩を。

　俺おれが大好きだったあの人を人形みたいに使って。

　しかも役に立たなかった、なんて言い捨てるなんて。

「っく……」

　怒りが沸くかと思ったけど、俺の心を満たしたのは寂しさだった。

　キリカも、みんなのことは好きなんだと思っていた。

　仲良くしていたし、楽しそうにしていたし。ちゃんと笑って過ごしていたから。

　だから、大丈夫なんだと俺は思っていた。

　だけど――違ったんだろうか？

「モンジ、寂しがっている暇なんてありません。次が来ますよ」

「ぐっ……解わかってる」

　キリカはもう次の準備に入っていた。スナオちゃんの力、先輩の姿、と使ったのなら。

　あいつが次に試すのはやっぱり、あの二人の力だろう。

「『妖精の羽テインカーベル』！」

　キリカの体がふわっと浮き上がる。

　あの状態は単なる飛行だけではなく、風によって守られているからかなりの攻撃を逸そらすことが出来るのだ。例えば一いち之の江えがナイフを投げたとしても、あの風は気流を操作して逆に一之江に向けてナイフを投げ返す可能性すらある。

「『茨姫の檻スリーピングビユーテイー』！」

　そして、その手から放たれる大量の茨いばらは、対象に向けてどこまでも伸び、そして捉えることが出来る拘束術だ。鞭むちとしての使用よりもその『どこまでも伸びる』という点が最も厄介で、つまりどこに逃げても無駄ということ。

　で、あれば。

　俺はナイフを構えると。

「キリカぁっ！」

「『想起跳躍リンガーベル』です」

　キリカの背後へと、瞬間移動する。

　対象を見失った茨は、すぐさま俺の居場所を見つけた。

　だが、その途中にはキリカという障害がある。

「ん、流石さすがだねモンジ君」

　大量の茨は、風に守られたキリカに衝突するとそのままブチブチと引き裂かれていく。

　そして茨の形を成さなくなったそれらは、赤黒い煙になって消えていった。

「そのまま私に攻撃して来なかったのも流石さすが。私はこの風をかまいたちみたいに真空状態にして纏まとっているから、触った瞬間切り裂くようにしておいたの」

「貴女あなたの抜け目なさくらいよく解わかっていますから」

「そっか、そうだよね。瑞みず江えちゃんはずーっと、私を殺す機会を窺うかがっていたもんね」

　キリカは振り向かない。

　俺おれたちを振り向いたら、そこに強制的な『死』が訪れることを知っているからだ。

　そして多分。

　俺はキリカが振り向こうとしたらこの場所を移動してしまうだろう。

　一いち之の江えは嫌がるかもしれないが、俺はこんな状態でもやっぱり……。

　キリカに、死んで欲しくないのだ。

「なあ、キリカ……どうしてなんだ？」

　だからたまらなくなって、間近なその後姿に尋ねてしまう。

　もう、戦いたくなんてなかった。

　こんな戦い、続けたくなんてなかった。

「どうして、こんな……」

　なんだか涙がこみ上げてきそうで、言葉が詰まる。

「好きだからだよ、モンジ君」

　あっさりとした答え。

　だけど、背中越しに聞いているから、その顔までは解らない。

「私は、君のことが好き。とても好き。大好き。さっき、君は私のことをすっごく虜とりこにしてくれた。もう、私はきっと君なしじゃ生きていけない。それくらい君が好きなの」

「だったら、どうして……！」

「君に生きていて欲しいから」

　キリカの声は平然としていて。

　それなのに、真に迫っていた。

「ヤシロちゃんと話したの。特別なのは『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』というロアで、君自身じゃない。もちろん、君は変わった子で、面白くて、頑張り屋で。エッチで、スケベで、でも女の子に手を出せない弱虫さんだけど。だけど、そんな子が『１０１番目』である必要性なんて、ないんだと思う」

「……何を言って……」

　俺が言いかけた時。

　キリカの顔の辺りからキラキラと光るものが舞っているのが見えた。

　あれは――そう、涙だ。

　涙が、風に舞ってキラキラと輝いているのだ。

「私が、どんな姿でも好きって言ってくれたよね、モンジ君。私も、君がどんな姿で、どんな人で、どんな子になっても、もうずっと好き。離れない。一緒にいたい……！」

　キリカの手が、強く握られているのを見てしまった。

　キリカの声が、もう平静を保てないのを聞いてしまった。

　キリカが……凄すごく、思い悩んでいたことを、知ってしまった。

「大好きなの……君に、死んで欲しくないの……だから……だから、ヤシロちゃんなんて、あんなおっかない……永遠に戦い続けなきゃいけないお化けと戦い続けるなんて、そんな苦しい運命を、背負って欲しくない……そんなの、ずっと続けたら、モンジ君の心は絶対……壊れちゃうよ……」

　キリカの願いは、俺おれの胸に響いていた。

　そして。

　繋つながっているから解わかってしまう。

「……………………」

　一いち之の江えも。

　一之江も、俺には――ヤシロちゃんと戦って欲しくない、と。

　キリカの意見に同意している、と。

　そう思っているのが、解ってしまった。

「だから、モンジ君。――私が辞めさせるよ、君を。君の運命を。その呪いを。君の、仲間たちごと――。それなら、きっと君は寂しくないでしょ？」

「仲間たちごと？　キリカ、お前、それは……」

　そう、か。

　さっきキリカは赤黒い水みず溜たまりを見せてくれた。

　あれはロアの力を奪い、人は吐き出すと言っていた。

　キリカが使ったのは『ロアの力』や先輩の『影』だけで。

　実際のスナオちゃんや、先輩自身や、音ね央お自身ではない。

　ということは……？

「そんな、ダメだキリカ、待て、待ってくれ！　そもそも、キリカだって……！」

　俺の物語じゃないか。

　そう言いかけて、アリサの言っていた言葉が頭を過よぎった。





『さて、本当にあいつはお前さんの物語なのか？』





『仁に藤とうキリカは。魔女ニトゥレストは。本当にお前さんの物語になったのか？　他ほかの物語になったロアたちと同じパターンが適用されていたか？』





　その瞬間、フラッシュバックするかのようにあのシーンが脳内で再生された。





　諦めきったような、キリカのすっきりした笑顔。それを俺おれはＤフォンで写真に撮った。

　ピロリロリーン、という音が鳴って。そのままデータフォルダに写真は残った。

　だが、確かに。

　そヽれヽだヽけヽだヽ。



　一いち之の江えの時は、一之江が消えた後にＤフォンが勝手に鳴って『物語』追加を知らせた。

　音ね央おの時は、チャリーンっと――やはり勝手に、Ｄフォンが鳴った。

　理り亜あの時も、キラキラリーン☆といつもと違う派手な音が、勝手に鳴ったのだ。

　そして先輩と管理人さんの時は　ぴろりろーん♪　びろりろーん♪　の二回が勝手に。

　そう。『全部違う音』だ。

　それなのに、一之江の時とキリカの時は全く同じ『ピロリロリーン』だった。

　俺が『二つ物語を所持している』と思っていた頃ころ……そうだ。

　音央と鳴な央おちゃんはまだ『二人で一つ』だったから……三人仲間がいても『物語』の数はまだ『二つ』だったのか。

　そう、つまりそれは――完全に。





「ううん、私はモンジ君の物語じゃないよ。だってモンジ君は、私を説得出来たけど。物語として『攻略』出来てないもの」

　そう。キリカが俺の『物語』ではないことを意味していた。あの時の俺はキリカに一緒にいて欲しい一心で、嘘うそじゃない記憶を作ることだけを考えていた。『魔女・ニトゥレスト』を攻略する為ための行動を何ひとつしていなかった。キリカは……そう。『一緒にいる』とは言ってくれたけど『物語になる』とは言っていなかったのだ。

「だ、だけど！　あの『人喰くい村』から抜け出せたのは、キリカが俺の物語だからなんじゃないのか!?　それに、俺の物語だから、俺の心で魔力回復出来たんじゃないのか!?」

　ロアを呼び出すことが出来るＤフォン。あれがあったから、キリカの場所に飛べたんだと思っていた。

「あれは私の能力のみです」

　背後から冷徹な一いち之の江えの声が聞こえてくる。

「それに、魔女と『契約』をしていた貴方あなたは、魔力供給は可能でした。言ったでしょう、最初の時に。貴方はそこの最も危険な魔女と『契約』してしまったのだ、と」

「そんな……どうして……」

　そう、まるで最初から。キリカはとっくに裏切る為ために動いていたかのようだ。最初から、こうする為に仲間になったようにすら思える。

「最初はモンジ君が面白くなかったら食べるつもりだったから。ハンドレッドワンなんてレアな主人公、育ててから食べた方が美お味いしいに決まってるからね。でも……」

　キリカの声が沈む。

「でも今は物語じゃなくて良かったと思ってるの。君の物語になっちゃっていたら、君の力を奪うなんて出来ないから」

「キリカ……」

　最初は裏切るつもりだったのかもしれない。だけど、今のキリカは……違う。何な故ぜかそれが解わかる。或あるいは、精神的接触をしたおかげかもしれないが、キリカは本心から――。



　――本当は、こんなことをしたいわけじゃない、というのが伝わってきていたから。



「だ、ダメだキリカ！」

　止めなければならない。

　きっとキリカは『俺おれの為』に俺の力、『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』を奪うつもりだ。

　それを使って、もしかしたら一人でヤシロちゃんに挑むつもりなのかもしれない。

　そんなの、そんなの認めるわけにはいかない！

「俺は認めない、許さないぞ、キリカ！　俺はお前が苦しんだりつらかったりするのがとことん嫌なんだから、だから絶対に認めないぞ、そんなの!!」

　絶対に認めるわけにはいかない。何故なら俺の矜きよう持じは最初から。

　この力が手に入る前からずっと変わらないからだ。

「悪い子のままのお前が、俺を思いっきり騙だまして、あー騙すの気持ち良かった！　美味しかった！　って笑顔で嬉うれしそうにしているならいいが、そうじゃなくて、後悔しながらつらそうに俺の力を食べるなんて、認めるわけないだろ!!」

「モンジ君……」

「モンジ……」

　前に立つキリカの背中が震えて。

　後ろに立つ一之江の声が震えた。

「だから、キリカが『物語』を食べて超楽しいー！　快楽だわー！　っていうなら、奪え！　でも、そうじゃないなら、ちょっとだけでも……俺おれと、みんなと一緒にいたい、って気持ちがあるなら……!!」

　そんな俺の言葉を。

　背中に当てられた手が止めた。

「モンジ。それ以上は」

「だって、だって、一いち之の江え……！」

　一之江の声は静かで。だからこそ――だからこそ悔しかった。

　まるで全部諦めているみたいで。もうどうにもならないと言われたみたいで。

　そんな状況から這はい上あがってこそ『主人公』なはずなのに……！

「モンジ君……」

　キリカの肩も、声も、握り締められた手も、全部震えていた。

　だから、抱き締めたくて仕方なかった。こんな風なんか無視して、早く安心させてやりたい。そう思わずにはいられなかった。

「好きだよ、モンジ君。私のこと、忘れてしまっても……私は君のこと忘れないからね」

「ま、待て、キリカ！　だから、だから、そんなのは……ダメだ！」

　思わず、キリカの背中に手を伸ばす。

　このままだとキリカは、俺の前からいなくなってしまうからだ。

　――だが、鋭利な風が俺を阻んでその手を切り刻み始める。

「ぐぁっ、く、くそっ！」

　音ね央おの風の力はこんなにも強かったのか。あいつの、ツンツンした要素がこの他者を拒絶する風という形で現れているようにすら思える。だが、それはつまり。中身の弱さを隠すものだから、だから余計に中にいる少女を捕まえなければ、いけない！

「い、一之江！　止めてくれ！」

　だから俺は、俺の側にいる最強の頼りになる少女に頼む。

　一之江は俺を、俺が届きたい所ならばどこまでも連れて行ってくれるはずだ。

「このままだと、キリカは一人で……一人でヤシロちゃんと、あのヤバい子と戦うことになっちまう！　そんなの、認めるわけにはいかないだろ!?」

　モスマンとか『切り裂きジャックジヤツク・ザ・リツパー』とか。そんなのは序の口なはずなんだ。

　もっともっとおっかないロアもいっぱいいるだろうし、それこそヤシロちゃん自身がもっとヤバいロアに違いないのだから。そんなのと、今のキリカを戦わせるなんて出来るはずがない。一人きりで、泣いているキリカを向かわせるなんて出来ない。

「頼む、一之江……！」

　一之江はキリカを殺したいのかもしれない。

　だけど、俺おれはキリカをどうしても殺したくない。だから、頼み込む。

「モンジ」

　落ち着いた一いち之の江えの声と同時に。

　背後から俺の頬ほおに冷たい手が添えられた時は、それが何かの策なんだと思った。

「あ、ああ、なんだ、なんでもやるぜ！」

　だから勢いこんで返事をしたのだが。

　……それは、俺の思っていた意味ではなくて。

「キリカさんを一人では戦わせません。私も付き合うつもりですから」

「え、お前、何を言って……」



　くいっ。



　物もの凄すごく簡単な、弱い力で。



　俺の顔はいとも容易たやすく、背後を振り向かせられて。



「んっ……」

「っ!?」

　俺の唇が、一之江の冷たい唇によって塞ふさがれていた。

　俺はあまりの驚きにその顔を――ついに、見てしまう。

　そこには。

「――ついに振り向いてしまいましたね。これでは、貴方あなたを殺さなければならないではありませんか」

「お、お前……」

　可か憐れんな。儚はかなげな笑みを浮かべた色白の――美しい少女。いつもの一之江よりも、ずっと神秘的で、一度見たら二度と忘れられないような愛らしさのある彼女がいた。ボロボロの、人形のドレスを纏まとって。それでも、高貴さをまるで失わない、気高くも儚い人形。

『月つき隠がくれのメリーズドール』。

　その姿が、今――ついに俺の目に晒さらされてしまっていた。

　それは、俺とこいつの。

　絆の終わりを意味している。

「なん……で……」

「人工呼吸のキスはノーカンでしたが。ずっともやもやしていましたので。どうせキリカさんともしたのでしょう？　でしたらこれで私のファーストキスもバッチリ、ということにします。少し、ロマンチックではない状況に腹立ちますが」

「な、何言ってんだよ、や、やめろよっ」

　こんなの、まるで。

　まるで餞せん別べつみたいじゃないか。

　もう、二度と会えないから。そのお別れみたいなキスは……。

「ちなみに私は別に貴方あなたのことは好きじゃありませんので、そこの所は勘違いしないようにして下さい。これはけじめというものです」

「瑞みず江えちゃんはほんっと、素直じゃないねえ」

　キリカも、もう俺おれを振り向いていた。

　そして、一いち之の江えはキリカの横に立ち、俺を……静かな笑みで見つめる。

「貴方には本当に苦労させられましたが、まあ――楽しめたというのも確かなので、チャラにしてあげましょう。貴方の中の私も、その存在性も『殺害』させて貰もらいましたし。これで『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』を殺したのは『月つき隠がくれのメリーズドール』になりましたし」

「くっ！」

　確かに。

　体から急激に一之江の力だけでなく、ロアの力そのものが抜け落ちていく。

「確か言ってましたね。『あー、殺し、超すっきりした！』って気持ちでならいい、と。

　今の私はかなりスッキリです。貴方あなたに夜中に起こされることもなければ、面倒を見ることもなくなり、死なないように守り続けることもなくなりますから」



    

  
    
      



    

  
    
      

「本気、なのか……？」

　ヤバい。視界がどんどん霞んでいく。

　抜け落ちていく力が多過ぎて、意識すら奪っていくような感覚の中。

　一いち之の江えとキリカの姿がぼやけ始める。

「私も瑞みず江えちゃんも本気だよ。モンジ君、君はここで脱落するの」

「後はごく普通の人間に戻って、特殊能力とかなしで頑張ってハーレムでも築いて下さい。貴方の望む人物たちも軒のき並なみいるのですから、それくらいいいでしょう」

「そうだね、先輩も理り亜あちゃんも音ね央おちゃんたちも……まあ、上う手まくやっておくよ」

　キリカなら上手くやっておけるだろう。今までだって記憶改かい竄ざんだけでなく、人間社会に溶け込む方法をいくつも使っていたのだろうから。

　それでもやっぱり認められなかった。

　二人ともあっさり喋しやべっているように聞こえるし、もう繋つながりはないのだけど。

　それなのに俺おれには何な故ぜか解わかる。勝手な思い込みかもしれないけど、解ったことにする。

　あいつらは今、泣いている。

　泣きながら、わざといつも通りを演じている、と。

「くっ、お前ら、二人とも勝手過ぎるからな！　俺は――俺は、抵抗するぞ！」

　一之江の力がなくなり、そしてみんなの力を既にキリカが所持していて。

　俺は、俺に残された力だけでこの二人と戦わなければいけない。

　そんな絶望的なこと、出来るはずがないのは解っている。

　だけど、抵抗しなければ――このまま、この二人とは。





　お別れに、なってしまうから。





「絶対に嫌だからな！　俺は、お前たち二人と離れるのは、嫌だからな！」

「あーあ、ハーレム系主人公の発言が来たよ、瑞江ちゃん」

「『主人公』ではなくなったこいつはどうなるのでしょうね。単なる浮気者のナンパ野郎になってしまうとみましたが」

　二人はそんな風ふうに明るい言葉を交わすと。

　そのまま優しい笑みを浮かべて俺を見つめる。

　やめろ。

　そんな笑顔で俺おれを見るな。

　そんな、これが最後だとでもいうかのような笑顔で、俺を見るな――！

「さよなら、モンジ君。さよなら『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』」

「貴方あなたの物語はここで終わりです。後は――お任せ下さい」

　直後。

　俺が立っていた場所に巨大な暗黒の穴が開いて。

「『奈落落としアビスフオール』。その真っ暗な夢から覚めたら……」

　キリカの目に浮かぶ涙も、拭ぬぐってやれないままに。

「もう、モンジ君は戦わなくていいから、ね？　またね、モンジ君っ」

　俺の体は――。



　暗黒の穴の中に、落ちていくのだった。



    

  
    
      


◆終幕？



◆2010-07-28T10:30:00　"Yagasumi Central Building"





「兄さん、兄さんっ」

「……うん？」

　妹のように可愛かわいがっている従姉妹の理り亜あに何度も呼ばれて、俺は慌てて返事をした。

「うん？　じゃありません。どうかしたんですか、ぼーっとして」

「あー、いや……ぼーっとしてたか」

「はい。あのビルに何かあるんですか？」

　理亜が示す場所には、見覚えのあるビルがあった。

　まあ、何度もこの辺りは通っているので見覚えがあるのは当たり前だが。

「なんだろうな。あのビルの前で、なんかすっげえ悔しい思いをした気がするんだ」

「悔しい思い？」

　理り亜あが首を傾かしげると、その頭についているリボンもちょこん、と揺れる。

　そんな仕草がいちいち可愛かわいいので、大変心が和んだ。

「まあ、気のせいかもしれない。あの辺りで財布を落としたとか、そんな感じかも」

「ふうん……そうですか。最近兄さんってば、ちょくちょくぼーっとするので心配です」

「心配かけてしまっていたか」

「はい。……とはいえ、解わからなくはないんですけどね。私もちょっと、なんとなく……不思議な気分がありますから。だいたい、熱を出して寝込んだ後辺りからでしょうか」

　理亜も首を傾げている。確かに俺おれも丁度、理亜が寝込んだ辺りからなんか不思議な気分になることが多かった。

「ま、気にしないでおこう。せっかくみんなで映画を見に来たんだし」

「そうですね。皆さんもそろそろ集まる頃ころでしょう」

「あー、いたー！　リアー！」

　その元気な声に顔を向けると、金髪ドリルのスナオちゃんが勢い良く走ってきて。

「えーい、ハグーっ！」

「わっ」

　理亜に飛びつき、ひらりとかわされていた。

「きゃわーっ!?」

　そのままゴロゴロと転がるスナオちゃん。

　うむ、あの転び方ならかなり勢いや痛みも軽減出来るはずだ。

「って、なんで避よけるのよーう!?」

「すみません。嫌だったもので」

「ストレートに言われた!?」

　ガーン、と解りやすくショックを受けていた。

　ふわっ。

　そんなスナオちゃんを見ていた俺の目が、柔らかくも温かな手によって塞ふさがれる。

「ふふっ、だーれだっ♪」

　このスィートな甘いボイス、そして……無防備にも、俺の目を押さえる為ために当てられた背中に当たる柔らかなビッグバンの感触は……!!

「うーん、誰だれでしょうねー。解らないなー」

　もっと堪能しなくては！

　そう思った俺は、むしろ時間稼ぎに走った。

「兄さん……」

　ぎゅっ。

「いでででで！　はい、先輩です、詩し穂ほ先輩っ！」

　理り亜あが手の甲をつねった痛みで、うっかり答えを言ってしまう。

「ふふ、大正解だよん！」

　振り向いてみると、そこにはにゃぱー、と満面の笑みを浮かべた先輩が立っていた。

　ああ、いつ見ても麗しい。流石さすがはマイエンジェル。

「兄さんっ！　鼻の下伸ばし過ぎですっ」

「お、おう、すまんっ」

　ついさっきまで機嫌が良かったのに、理亜はあっと言う間に機嫌が悪くなってしまった。うーむ、難しい年とし頃ごろだからだろうか。

「そういや音ね央おは？」

「一緒にいるよん？」

　先輩が振り向くと、そこにはストレートの髪を風に靡なびかせている音央が不機嫌そうに立っていた。

「よう、音央。今日も不機嫌そうだな」

「うーん、なんか……あたし、凄すごくしっくりこないんです」

　腕を組みながら口をへの字にして、何かに思い悩んでいる素振りを見せている。

「なんか、こう……あたし、違う感じがするんですよ」

「何がだよ？　相変わらずナイスバディだし、不機嫌そうだし、髪だって綺き麗れいじゃないか。黙っていれば清せい楚そなお嬢様に見えなくもないぞ？」

「うるさいです、モンジは。あたしは黙っていなくてもちゃんと清楚なお嬢様ですよっ」

　べー、と舌を出して。

　再び「うーん」と何かうなっている音央。

　確かに――なんとなく、その音央自身に俺おれは違和感を感じる。

　あいつってもっとあざとい髪形してなかったっけか。ツインテール、みたいな。

　口調もあんな丁寧語じゃなくて、もっとざっくばらんだったような？

「そういえば、モンジ君もぼーっとしてたよね？」

「あれ、見てたんですか、先輩？」

「うん。たまに私もぼーっとしちゃうんだよね、最近」

「先輩もですか？」

「なんだろ。心の中にぽっかり穴が空いたみたいな。そこに誰だれかいたんじゃないか、みたいな気がするんだけど。全然解わからないの」

「へえ……まあ、確かに……」

　俺も似たような感慨は感じていた。

「なんか、俺たちってこんなに少なかったかな、って思うことはありますね」

「アランくんがいない、とかじゃなくて？」

「あいつは最初から数えてませんから」

「あははっ、仲良しだねんっ」

　そう、別にあいつがいないことは気にしていない。今日だって、みんなで映画に行くというのに『すまん腹を壊した』というメールで辞退したような軟弱者だ。高校生の夏休みは残り少ないというのに、腹を壊したくらいで遊びを放棄するとは、もったいないヤツめ。

「あれ、兄さんも少ない気がしていたんですか？」

「お、ってことは理り亜あもなのか」

「はい。なんとなくなんですけど……私が兄さんと話している時は、誰だれかがスナオさんの話し相手をしてくれていた気がするんです」

「先輩じゃなくて？」

　見れば、スナオちゃんは先輩にくっついてニコニコしている。

「うーん、そうだったかもしれないな、と思うので……なんとなくなんですけど」

「なるほどなあ」

「あたしも、なんか最近部屋が広く感じるんですよね。うーん」

　音ね央おも首を捻ひねりまくっている。

　そんな時だった。

「おっとぉ！　お待たせいたしました皆さん！」

　ひときわ明るい声が響いて、みんなでそっちを見る。

「いやはや、電車が大変混んでいてですね。いえ、電車は混んでいても時間は変わらないんですが、あはは！　そんなことより、ちょっと面白い情報を小耳に挟んだんですが、是非聞いてみたりしませんか？」

「あー、うん。聞いてみるのは構わんけど、まず遅刻を謝ろうな、三枝さえぐささん」

　突然ペラペラと喋しやべり始めたのは、我がクラスの委員長をやっている、三つ編み眼鏡めがねの噂うわさ好き少女、三枝さんだった。

　そんな彼女は「こりゃしまった！」とばかりにペコリとお辞儀をする。

「いやはやすみません。不肖、三枝、まずはそこを失念していました。家を出る時に、ついつい面白い記事をネットで見つけてしまったものですからー」

　見た目は地味で真面目まじめそうなのに、口を開けばマシンガントークというギャップが面白い彼女は、この夏休みから一緒に遊ぶようになった子だった。

　不思議とみんなとウマが合い、話題も面白いのですぐに溶けこんでくれた。

「そこで、面白い情報なのですが。なんと！　夢の中で会った女の子と再会する、みたいなお話が只ただ今いま大流行していてですねっ！」



　夢の中で会った女の子。



　そう聞いた瞬間、一人の――少女の姿が俺おれの記憶をかすめた。

　黒髪で色白。

　まるで人形みたいな容姿をした、小柄な少女。

　白い服を着ていて、透き通った目をしている――。



　と、その姿を思い浮かべている時だった。



「っ!?」



　正まさに今、思い浮かべていた通りの少女が。

　黒髪で、色白で。小柄で、人形のように整った容姿の。

　白いワンピース姿の――可か憐れんな少女が、俺たちの前を通り過ぎた。



「ちょっ、待ってくれ！」

　俺は走り出して、その少女を追いかける。

「は、はひっ!?」

　彼女はビックリしたような顔で振り向いて俺を見返す。

「なあ、君――」

　大きく見開かれた目。おどおどした口元。縮こまった腕。

　見た目は確かに夢の中で見た彼女とそっくりだったが。

　なんか、こう。雰囲気が違う気がする。

「ええと、君は……」

「も、ももも、もしかして、な、ナンパ、ですかっ!?」

「あ、いや、そうじゃなくてっ」

「え、え、じゃあ、あの、そのっ！」

　すっかりテンパっていて、見ているこっちの方が可哀かわい想そうになってくる。

　そうだ。

　思い出した。

　夢の中で俺は、その少女のことをこう呼んだんだ。

　だから、もしこの子がそうだったら――！

「なあ、君。『一いち之の江え』って名前じゃないか？」

　きっと、この名前のはずだ！

　だが、少女はきょとんとして。



「へ？　誰だれですかそれ？」



　………………うん。

　思いっきり人違いだった。



「すみません、人違いでした……」

「え、え、えっ!?　なんでそんなに残念そうなんですかっ!?」

　困ったようにおろおろしまくっている少女だったが。

　俺おれも、どうしてこんな名前が口を突いて出たのかは解わからない。

　それなのに。

　何な故ぜかその名前と、彼女はやっぱり関かかわりがある気がする。



「それはさておき、君もみんなで映画見に行きませんか!?」

「えええ、やっぱりナンパですか!?」

「兄さん、何やってるんですかー!!」



　この出会いが。

　新たな始まり――いや。



　失った何かを取り戻すきっかけになるような。



　そんな予感を感じていた。
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